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はじめに

このマニュアルでは、Sun™ Cluster 3.1の構成を管理する手順について説明します。

このマニュアルは、 Sunのソフトウェアとハードウェアについて幅広い知識を持って
いる上級システム管理者を対象としています。販売活動のガイドとしては使用しない
でください。

このマニュアルで説明されている作業手順を行うには、Solaris™オペレーティング環
境に関する知識と、Sun Clusterシステムと共に使用するボリューム管理ソフトウェア
に関する専門知識が必要です。

UNIXコマンドの使用
このマニュアルには、Sun Cluster構成の管理に固有なコマンドに関する情報が記載さ
れています。このマニュアルでは、基本的な UNIX®コマンドや手順に関するすべて
の情報は説明されていない場合があります。

これらの情報については、次を参照してください。

� Solarisソフトウェア環境のオンラインマニュアル
� システムに付属するその他のソフトウェアマニュアル
� Solarisオペレーティング環境のマニュアルページ
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表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガ
イド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \
XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]
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[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

関連マニュアル

説明内容 タイトル パート番号

ソフトウェアのインス
トール

『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのイン
ストール』

817-1020

データサービス 『Sun Cluster 3.1データサービスのイ
ンストールと構成』

817-1017

API開発 『Sun Cluster 3.1データサービス開発
ガイド』

817-1019

概念 『Sun Cluster 3.1の概念』 817–1018

エラーメッセージ 『Sun Cluster 3.1 Error Messages
Guide』

816–3382

マニュアルページ 『Sun Cluster 3.1 Man Page Reference
Manual』

816-5251

最新情報 『 Sun Cluster 3.1ご使用にあたって』 817-1022

『Sun Cluster 3.1 Release Notes
Supplement』

816–3381

はじめに 11



説明内容 タイトル パート番号

ハードウェア 『 Sun Cluster 3.1 Hardware
Administration Manual』

817-0168

『 Sun Cluster 3.1 With Sun StorEdge
MultiPack Enclosure Installation and
Service Manual』

817-0169

『 Sun Cluster 3.1 With Sun StorEdge
D1000 or Netra st D1000 Disk Array
Installation and Service Manual』

817-0170

『 Sun Cluster 3.1 With Sun StorEdge
A1000 or Netra st A1000 Array
Installation and Service Manual』

817-0171

『 Sun Cluster 3.1 With Sun StorEdge D2
Array Installation and Service Manual』

817-0172

『 Sun Cluster 3.1 With Sun StorEdge
A5x00 Array Installation and Service
Manual』

817-0173

『 Sun Cluster 3.1 With Sun StorEdge
A3500/A3500FC System Installation and
Service Manual』

817-0174

『 Sun Cluster 3.1 With Sun StorEdge T3
or T3+ Array Single-Controller
Configuration Installation and Service
Manual』

817-0175

『 Sun Cluster 3.1 With Sun StorEdge T3
or T3+ Array Partner-Group
Configuration Installation and Service
Manual』

817-0176

『 Sun Cluster 3.1 With Sun
StorEdge 9900 Series Storage Device
Installation and Service Manual』

817-0177

『 Sun Cluster 3.1 With Sun StorEdge
Netra D130 or StorEdge S1 Enclosure
Installation and Service Manual』

817-0178

『 Sun Cluster 3.1 With Sun
StorEdge 3900 or 6900 Series System
Installation and Service Manual』

817-0179

『 Sun Cluster 3.1 With Sun
StorEdge 3310 Array Installation and
Service Manual』

817-0180

12 Sun Cluster 3.1のシステム管理 • 2003年 2月, Revision A



Sunのオンラインマニュアル
docs.sun.comでは、Sunが提供しているオンラインマニュアルを参照することがで
きます。マニュアルのタイトルや特定の主題などをキーワードとして、検索を行うこ
ともできます。URLは、http://docs.sun.comです。

問い合わせについて
Sun Clusterのインストールまたは使用で問題が発生した場合は、ご購入先にお問い合
わせください。ご購入先には次の情報をお知らせください。

� 名前と電子メールアドレス
� 会社名、住所、および電話番号
� ご使用のシステムのモデルとシリアル番号
� オペレーティング環境のバージョン番号 (例: Solaris 8)
� Sun Clusterのリリース番号 (例: Sun Cluster 3.1)

ご購入先に知らせるシステムの情報を収集するには、次のコマンドを使用してくださ
い。

コマンド 機能

prtconf -v システムメモリーのサイズを表示する。周辺機器につ
いての情報を報告する

psrinfo -v プロセッサの情報を表示する

showrev –p インストールされているパッチを報告する

prtdiag -v システム診断情報を表示する

/usr/cluster/bin/scinstall -
pv

Sun Clusterのリリースとパッケージのバージョン情報
を表示する

上記の情報にあわせて、/var/adm/messagesファイルの内容もご購入先にお知らせ
ください。

はじめに 13
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第 1章

Sun Clusterの管理の概要

この章では、クラスタ管理の準備に関する情報と、Sun Cluster管理ツールの使用手順
について説明します。

� 21ページの「クラスタに遠隔ログインする」
� 22ページの「scsetupユーティリティーにアクセスする」
� 23ページの「Sun Clusterのリリース情報とバージョン情報を表示する」
� 23ページの「構成されているリソースタイプ、リソースグループ、リソースを表
示する」

� 24ページの「クラスタコンポーネントの状態を確認する」
� 26ページの「パブリックネットワークの状態を確認する」
� 27ページの「クラスタ構成を表示する」
� 29ページの「基本的なクラスタ構成を検証する」
� 29ページの「広域マウントポイントを確認する」

Sun Clusterの管理の概要
Sun Clusterの高可用性環境によって、エンドユーザーに対して重要なアプリケー
ションの可用性が保証されます。システム管理者の業務は、Sun Clusterの安定した動
作を保証することです。

管理作業を始める前に、『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』と『Sun
Cluster 3.1の概念』に記載されている計画情報をよく理解しておいてください。Sun
Clusterの管理は、次の作業ごとに各マニュアルにまとめられています。

� 定期的に (多くの場合は毎日)クラスタを管理および保守するための標準的な作
業。これらの作業は、このマニュアルで説明されています。

� インストール、構成、プロパティの変更などのデータサービス作業。これらの作業
は、『Sun Cluster 3.1データサービスのインストールと構成』で説明されていま
す。
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� 記憶装置やネットワークハードウェアの追加や保守などのサービス作業。これらの
作業は、『Sun Cluster 3.1 Hardware Administration Manual』で説明されています。

ほとんどの場合、Sun Clusterの管理作業はクラスタの稼動中に実行できるため、ノー
ドが 1つの場合を除き、クラスタの稼動に影響はありません。クラスタ全体の停止を
必要とする手順の場合は、システムへの影響がもっとも少ない勤務時間外に停止時間
を予定してください。クラスタまたはクラスタノードを停止する予定があるときは、
あらかじめユーザーに通知しておいてください。

管理ツール
Sun Clusterで管理作業を行うときは、グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)
またはコマンド行を使用できます。以降の節では、GUIとコマンド行の管理ツールの
概要を示します。

グラフィカルユーザーインタフェース
Sun Clusterがサポートするグラフィカルユーザーインタフェース (GUI)ツールを使
用すると、さまざまな管理タスクをクラスタ上で実行できます。GUIツールには
SunPlex™ Managerと Sun Management Centerがあります。SunPlex Managerと
Sun Management Centerの詳細と構成手順については、第 9章を参照してください。
各ツールに固有の使い方については、各 GUIのオンラインヘルプを参照してくださ
い。

コマンド行インタフェース
Sun Clusterのほとんどの管理作業は、scsetup(1M)ユーティリティを使用して対話
形式で実行できます。本書での管理手順の説明には、可能な限り scsetupを使用し
ています。

scsetupユーティリティを使用すると、「メイン」メニュー内の以下の項目を管理で
きます。

� 定足数 (quorum)
� リソースグループ
� クラスタインターコネクト
� デバイスグループとボリューム
� プライベートホスト名
� 新しいノード
� クラスタのその他のプロパティ
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scsetupユーティリティを使用すると、「リソースグループ」メニュー内の以下の項
目を管理できます。

� リソースグループを作成
� ネットワークリソースをリソースグループに追加
� データサービスリソースをリソースグループに追加
� リソースグループをオンライン /オフライン化、またはスイッチオーバー
� リソースを有効化または無効化
� リソースグループのプロパティを変更
� リソースのプロパティを変更
� リソースグループからリソースを削除
� リソースグループを削除
� リソースの stop_failedエラーフラグをクリア

表 1- 1に、Sun Clusterを管理するのに使用するその他のコマンドのリストを示しま
す。詳細については、マニュアルページを参照してください。

表 1–1 Sun Clusterのコマンド行インタフェースのコマンド

コマンド 説明

ccp(1M) クラスタへの遠隔コンソールアクセスを開始します。

if_mpadm(1M) IP Network Multipathingグループ内のあるアダプタから別のアダプタに
IPアドレスを切り換えるのに使用します。

sccheck(1M) Sun Cluster構成を確認および検証して、クラスタの最も基本的な構成が
機能していることを保証します。

scconf(1M) Sun Clusterの構成を更新します。-pオプションを指定すると、クラスタ
の構成情報を一覧表示できます。

scdidadm(1M) デバイス IDの構成および管理用ユーティリティを実行します。

scgdevs(1M) 広域デバイス名前空間管理スクリプトを実行します。

scinstall(1M) Sun Clusterソフトウェアのインストールと構成を行います。対話形式で
も、対話形式以外でも実行できます。-pオプションを指定すると、Sun
Clusterソフトウェアのリリース情報とパッケージのバージョン情報が表
示されます。

scrgadm(1M) リソースタイプの登録、リソースグループの作成、リソースグループ内の
リソースの起動を管理します。 -p オプションを指定すると、インストー
ルされているリソース、リソースグループ、およびリソースタイプに関す
る情報を表示できます。

注 – scrgadmを実行するときには、リソースタイプ、リソースグルー
プ、およびリソースのプロパティ名に大文字と小文字の区別はありませ
ん。

scsetup(1M) 対話形式のクラスタ構成ユーティリティを実行します。このユーティリ
ティは、scconfコマンドとそのオプションを生成します。
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表 1–1 Sun Clusterのコマンド行インタフェースのコマンド (続き)
コマンド 説明

scshutdown(1M) クラスタ全体を停止します。

scstat(1M) クラスタの状態のスナップショットを提供します。

scswitch(1M) リソースグループとディスクデバイスグループのノードのマスターや状態
を変更します。

さらに、コマンドを使用して Sun Clusterのボリューム管理ソフトウェアを管理する
こともできます。使用するコマンドは、クラスタで使用しているボリュームマネー
ジャ (Solstice DiskSuite™、VERITAS Volume Manager、または Solaris Volume
Manager™)によって変わります。

クラスタ管理の準備
この節では、クラスタ管理の準備を整える上で必要な作業について説明します。

Sun Clusterハードウェア構成の記録
Sun Clusterハードウェア構成は時とともに変化していくので、サイトに固有なハード
ウェアの特徴は記録しておきます。クラスタを変更または更新したときに、このハー
ドウェアの記録を参照することで、管理時間を節約できます。また、さまざまなクラ
スタ構成要素間のケーブルや接続部にラベルを付けておくと、管理作業が簡単になり
ます。

また、元のクラスタ構成とその後の変更を記録しておくと、サン以外のサービスプロ
パイダがクラスタをサービスする時間を節約できます。

管理コンソールの使用
管理コンソールと呼ばれる専用の SPARCワークステーションを使用して動作中のク
ラスタを管理できます。通常は、Cluster Control Panel (CCP)と、グラフィカルユー
ザーインターフェース(GUI)ツールを管理コンソールにインストールして実行しま
す。CCPの詳細については、21ページの「クラスタに遠隔ログインする」を参照し
てください。Sun Management Centerおよび SunPlex Managerの GUIツールをイン
ストールする方法については、『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』を参
照してください。
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管理コンソールはクラスタノードではありません。管理コンソールはクラスタノード
ではありません。管理コンソールは、パブリックネットワークまたはネットワーク
ベースの端末集配信装置 (コンセントレータ)を通じてクラスタノードに遠隔アクセス
するために使用します。

クラスタが Sun Enterprise ™ 10000サーバーで構成されている場合、管理コンソール
からシステムサービスプロセッサ (SSP)にログインする必要があります。さらに、
netcon(1M)コマンドを使用して接続する必要があります。netconが Sun
Enterprise 10000ドメインと接続する場合デフォルトは、ネットワークインタフェー
スを経由する方法を使用します。ネットワークにアクセスできない場合は、-fオプ
ションを使用するか、通常の netconセッション中に ˜*を送信し、netconを「排
他モード」で使用できます。どちらの解決方法でも、ネットワークにアクセスできな
くなった場合には、シリアルインタフェースに切り換えることができます。詳細につ
いては、netcon(1M)のマニュアルページを参照してください。

Sun Clusterには、専用の管理コンソールは必要ありませんが、専用コンソールを使用
すると、次の利点が得られます。

� コンソールと管理ツールを同じマシンにまとめることで、クラスタ管理を一元化で
きます。

� システム管理者や保守担当者がすみやかに問題を解決できるようになる可能性があ
ります。

クラスタのバックアップ
定期的にクラスタのバックアップを行うことは重要です。Sun Clusterは HA環境を
備えており、データのミラー化されたコピーを記憶装置に保存していますが、これが
定期的なバックアップの代わりになるとは考えないでください。Sun Clusterは複数の
障害に耐えることができますが、ユーザーやプログラムのエラー、あるいは、致命的
な障害には対処できません。したがって、データ損失に対する保護のために、バック
アップ手順を用意しておいてください。

次の情報もバックアップしてください。

� すべてのファイルシステムのパーティション

� DBMSデータサービスを実行している場合は、すべてのデータベースのデータ

� すべてのクラスタディスクのディスクパーティション情報

� md.tabファイル (ボリュームマネージャとして Solstice DiskSuiteまたは Solaris
Volume Managerを使用している場合)
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クラスタ管理の開始
表 1–2に、クラスタ管理の開始について示します。

表 1–2 Sun Cluster 3.1の管理ツール

目的 作業 参照箇所

クラスタへの遠隔ログイン ccpコマンドを使用して
Cluster Control Panel (CCP)
を起動します。次に以下のア
イコンのうちの 1つを選択し
ます。cconsole(1M)、
crlogin(1M)、または
ctelnet(1M)。

21ページの「クラスタに遠隔
ログインする」

対話形式でのクラスタの構成 scsetup(1M)ユーティリ
ティを起動します。

22ページの「scsetupユー
ティリティーにアクセスす
る」

Sun Clusterのリリース番号と
バージョン情報の表示

-pまたは -pvのいずれかの
オプションを指定して
scinstall(1M)コマンドを
使用します。

23ページの「Sun Clusterの
リリース情報とバージョン情
報を表示する」

インストールされているリ
ソース、リソースグループ、
リソースタイプの表示

注 – scrgadmを実行するとき
には、リソースタイプ、リ
ソースグループ、およびリ
ソースのプロパティ名に大文
字と小文字の区別はありませ
ん。

scrgadm(1M) -pコマンドを
使用します。

23ページの「構成されている
リソースタイプ、リソースグ
ループ、リソースを表示す
る」

クラスタコンポーネントをグ
ラフィカルに監視

SunPlex Managerまたは Sun
Management Center用の Sun
Clusterモジュールを使用しま
す。

SunPlex Managerまたは Sun
Management Center用の Sun
Clusterモジュールのオンライ
ンヘルプ

いくつかのクラスタコンポー
ネントをグラフィカルに管理

SunPlex Managerまたは Sun
Management Center用の Sun
Clusterモジュールを使用しま
す。

SunPlex Managerまたは Sun
Management Center用の Sun
Clusterモジュールのオンライ
ンヘルプ

クラスタコンポーネントの状
態確認

scstat(1M)コマンドを使用
します。

24ページの「クラスタコン
ポーネントの状態を確認す
る」
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表 1–2 Sun Cluster 3.1の管理ツール (続き)
目的 作業 参照箇所

パブリックネットワーク上の
IP Network Multipathingグ
ループの状態確認

-iオプションを指定して、
scstat(1M)コマンドを使用
します。

26ページの「パブリック
ネットワークの状態を確認す
る」

クラスタ構成の表示 scconf(1M) -pコマンドを使
用します。

27ページの「クラスタ構成を
表示する」

広域マウントポイントの確認 sccheck(1M)コマンドを使用
します。

29ページの「基本的なクラス
タ構成を検証する」

Sun Clusterのシステム
メッセージの参照

/var/adm/messagesファイ
ルを確認します。

Solaris 9 System Administrator
Collectionの『Solarisのシステ
ム管理 (上級編)』の「ソフト
ウェアの問題解決 (概要)」の
システムメッセージの表示

Solstice DiskSuiteの状態の監
視

metastatコマンドを使用し
ます。

Solstice DiskSuite/Solaris
Volume Managerのマニュア
ル

VERITAS Volume Managerの
状態の監視 (Solaris 8が動作し
ている場合)

vxstatまたは vxvaコマン
ドを使用します。

VERITAS Volume Managerの
マニュアル

Solaris Volume Managerの状
態を監視する (Solaris 9が動作
している場合)

svmstatコマンドを使用しま
す。

『Solarisボリュームマネー
ジャの管理』

� クラスタに遠隔ログインする
Cluster Control Panel (CCP)からは、cconsole(1M)、crlogin(1M)、ctelnet(1M)
を起動できます。これら 3種類のツールはすべて、指定した一連のノードとの多重
ウィンドウ接続を起動するものです。多重ウィンドウ接続は、指定した各ノードと共
通ウィンドウ用のホストウィンドウから構成されます。共通ウィンドウへの入力はこ
れらホストウィンドウすべてに送信されるので、クラスタのすべてのノード上でコマ
ンドを同時に実行できます。詳細については、ccp(1M)と cconsole(1M)のマ
ニュアルページを参照してください。

1. Cluster Control Panel (CCP)を起動する前に、次の条件を満たしていることを確認し
ます。

� SUNWcconパッケージを管理コンソール上にインストールします。

� 管理コンソールの PATH変数に、Sun Clusterツールのディレクトリ
/opt/SUNWcluster/binと /usr/cluster/binが含まれることを確認しま
す。ツールのディレクトリには、$CLUSTER_HOME環境変数を設定することで別
の場所を指定できます。
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� 端末集配信装置を使用している場合は、clustersファイル、serialports
ファイル、nsswitch.confファイルを構成します。これらのファイルは、/etc
内ファイルまたは NIS/NIS+データベースのどちらでもかまいません。詳細につ
いては、clusters(4)と serialports(4)のマニュアルページを参照してくださ
い。

2. Sun Enterprise E10000サーバーを使用しているかどうかを確認します。

� 使用していない場合は、手順 3に進みます。

� 使用している場合は、システムサービスプロセッサ (SSP)にログインし、netcon
コマンドを使用して接続してください。接続が完了したら、Shift + @キーを入力
してコンソールのロックを解除し、書き込み権を取得します。

3. CCP起動パッドを起動します。

管理コンソールから次のコマンドを入力します。

# ccp clustername

CCP起動パッドが表示されます。

4. クラスタとの遠隔セッションを開始するには、CCP起動パッドの該当するアイコン
(cconsole、crlogin、ctelnet)をクリックします。

次に進む手順
cconsole、crlogin、ctelnetセッションは、コマンド行から開始することもでき
ます。

� scsetupユーティリティーにアクセスする
scsetup(1M)ユーティリティーを使用すると、定足数 (quorum)、リソースグルー
プ、クラスタトランスポート、プライベートホスト名、デバイスグループ、クラスタ
の新しいノードのオプションを対話形式で構成できます。

1. クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. scsetupユーティリティを実行します。

# scsetup

メインメニューが表示されます。

3. 構成したい内容に応じてメニューから項目を選択し、画面に表示される指示に
従って、作業を完了します。

詳細については、scsetupのオンラインヘルプを参照してください。
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� Sun Clusterのリリース情報とバージョン情報を表
示する
この手順を実行するためにスーパーユーザーとしてログインする必要はありません。

� Sun Clusterのパッチ番号を表示します。

Sun Cluster更新リリースは、製品のメインパッチ番号に更新バージョンを加えたもの
です。

% showrev -p

� すべての Sun Clusterパッケージについて、Sun Clusterのリリース番号とバー
ジョン文字列を表示します。

% scinstall -pv

例—Sun Clusterのリリース番号の表示
次に、クラスタのバージョン番号の例を示します。

% showrev -p | grep 110648

Patch: 110648-05 Obsoletes: Requires: Incompatibles: Packages:

例—Sun Clusterのリリース情報とバージョン情報の表示
次に、すべてのパッケージのクラスタのリリース情報とバージョン情報の例を示しま
す。

% scinstall -pv
SunCluster 3.1
SUNWscr: 3.1.0,REV=2000.10.01.01.00
SUNWscdev: 3.1.0,REV=2000.10.01.01.00
SUNWscu: 3.1.0,REV=2000.10.01.01.00
SUNWscman: 3.1.0,REV=2000.10.01.01.00
SUNWscsal: 3.1.0,REV=2000.10.01.01.00
SUNWscsam: 3.1.0,REV=2000.10.01.01.00
SUNWscvm: 3.1.0,REV=2000.10.01.01.00
SUNWmdm: 4.2.1,REV=2000.08.08.10.01

� 構成されているリソースタイプ、リソースグルー
プ、リソースを表示する
この手順は、SunPlex Manager GUIを使用しても実行できます。第 9章を参照してく
ださい。詳細については、SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してくださ
い。
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この手順を実行するためにスーパーユーザーとしてログインする必要はありません。

� クラスタで構成されているリソースタイプ、リソースグループ、リソースを表示しま
す。

% scrgadm -p

例—構成されているリソースタイプ、リソースグループ、
リソースの表示
次に、クラスタ schost に対して構成されているリソースタイプ (RT Name)、リソー
スグループ (RG Name)、リソース (RS Name) の例を示します。

% scrgadm -p
リソースタイプ 名前: SUNW.SharedAddress
リソースタイプ 説明: HA Shared Address Resource Type

リソースタイプ 名前: SUNW.LogicalHostname
リソースタイプ 説明: Logical Hostname Resource Type

リソースグループ 名前: schost-sa-1
RG Description:
リソース 名前: schost-1
リソース 説明:
リソース リソースタイプ: SUNW.SharedAddress
リソース リソースグループ名: schost-sa-1

リソースグループ 名前: schost-lh-1
リソースグループ 説明:
リソース 名前: schost-3
リソース 説明:
リソース リソースタイプ: SUNW.LogicalHostname
リソース リソースグループ名: schost-lh-1

� クラスタコンポーネントの状態を確認する
この手順は、SunPlex Manager GUIを使用しても実行できます。詳細については、
SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。

この手順を実行するためにスーパーユーザーとしてログインする必要はありません。

� クラスタコンポーネントの状態を確認します。

% scstat -p

例—クラスタコンポーネントの状態確認
次に、scstat(1M)で戻されるクラスタコンポーネントの状態情報の例を示します。

% scstat -p
-- クラスタノード --
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ノード名 状態
--------- ------

クラスタノード: phys-schost-1 オンライン
クラスタノード: phys-schost-2 オンライン
クラスタノード: phys-schost-3 オンライン
クラスタノード: phys-schost-4 オンライン

------------------------------------------------------------------

-- クラスタトランスポートパス --

エンドポイント エンドポイント 状態
-------- -------- ------

トランスポートパス: phys-schost-1:qfe1 phys-schost-4:qfe1 Path online
トランスポートパス: phys-schost-1:hme1 phys-schost-4:hme1 Path online

...

------------------------------------------------------------------

-- 定足数の要約 --

可能な定足数投票: 6
必要な定足数投票数: 4
存在する定足数投票数: 6

-- ノードによる定足数の投票数 --

ノード名 存在する 可能な 状態
--------- ------- -------- ------

ノードの投票数: phys-schost-1 1 1 オンライン
ノードの投票数: phys-schost-2 1 1 オンライン

...

-- デバイスによる定足数の投票数 --

デバイス名 存在する 可能な 状態
----------- ------- -------- ------

デバイスの投票数: /dev/did/rdsk/d2s2 1 1 オンライン
デバイスの投票数: /dev/did/rdsk/d8s2 1 1 オンライン

...

-- デバイスグループのサーバー --

デバイスグループ プライマリ セカンダリ
------------ ------- ---------

デバイスグループのサーバー: rmt/1 - -
デバイスグループのサーバー: rmt/2 - -
デバイスグループのサーバー: schost-1 phys-schost-2 phys-schost-1
デバイスグループのサーバー: schost-3 - -

-- デバイスグループの状態 --

デバイスグループ 状態
------------ ------

デバイスグループの状態: rmt/1 オフライン

第 1章 • Sun Clusterの管理の概要 25



デバイスグループの状態: rmt/2 オフライン
デバイスグループの状態: schost-1 オンライン
デバイスグループの状態: schost-3 オフライン

------------------------------------------------------------------

-- リソースグループとリソース --

グループ名 リソース
---------- ---------

リソース: test-rg test_1
リソース: real-property-rg -
リソース: failover-rg -
リソース: descript-rg-1 -
...

-- リソースグループ --

グループ名 ノード名 状態
---------- --------- -----

グループ: test-rg phys-schost-1 オフライン
グループ: test-rg phys-schost-2 オフライン

...

-- リソース --

リソース名 ノード名 状態 状態メッセージ
------------- --------- ----- --------------

リソース: test_1 phys-schost-1 オフライン オフライン
リソース: test_1 phys-schost-2 オフライン オフライン

-----------------------------------------------------------------

-- IPMP グループ --

ノード名 グループ 状態 アダプタ 状態
--------- ----- ------ ------- ------

IPMP グループ: phys-schost-1 sc_ipmp0 オンライン qfe1 オンライン

IPMP グループ: phys-schost-2 sc_ipmp0 オンライン qfe1 オンライン

------------------------------------------------------------------

� パブリックネットワークの状態を確認する
この手順は、SunPlex Manager GUIを使用しても実行できます。詳細については、
SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。

この手順を実行するためにスーパーユーザーとしてログインする必要はありません。

IP Network Multipathingグループの状態を確認するには、scstat(1M)コマンドを
使用します。
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� クラスタコンポーネントの状態を確認します。

% scstat -i

例 –パブリックネットワークの状態を調べる
次に、scstat(1M)で戻されるクラスタコンポーネントの状態情報の例を示します。

% scstat -i
-----------------------------------------------------------------

-- IPMP グループ --

ノード名 グループ 状態 アダプタ 状態
--------- ----- ------ ------- ------

IPMP グループ: phys-schost-1 sc_ipmp1 オンライン qfe2 オンライン

IPMP グループ: phys-schost-1 sc_ipmp0 オンライン qfe1 オンライン

IPMP グループ: phys-schost-2 sc_ipmp1 オンライン qfe2 オンライン

IPMP グループ: phys-schost-2 sc_ipmp0 オンライン qfe1 オンライン

------------------------------------------------------------------

� クラスタ構成を表示する
この手順は、SunPlex Manager GUIを使用しても実行できます。詳細については、
SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。

この手順を実行するためにスーパーユーザーとしてログインする必要はありません。

� クラスタ構成を表示します。

% scconf -p

scconf コマンドを使用してより多くの情報を表示するには、冗長オプションを使用
します。詳細については、scconf(1M)のマニュアルページを参照してください。

例—クラスタ構成の表示
次に、クラスタ構成の一覧の例を示します。

% scconf -p
クラスタ名: cluster-1
クラスタ ID: 0x3908EE1C
クラスタのインストールモード: disabled
クラスタのプライベートネット: 172.16.0.0
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クラスタのプライベートネットマスク: 255.255.0.0
クラスタの新規ノード認証: unix
クラスタの新規ノードリスト: <NULL - Allow any node>
クラスタノード: phys-schost-1 phys-schost-2 phys-schost-3
phys-schost-4
クラスタノード名: phys-schost-1
ノード ID: 1
有効なノード: yes
ノードのプライベートホスト名: clusternode1-priv
ノードの定足数投票数: 1
ノードの保護鍵: 0x3908EE1C00000001
ノードのトランスポートアダプタ: hme1 qfe1 qfe2

ノードのトランスポートアダプタ: hme1
有効なアダプタ: yes
アダプタのトランスポートタイプ: dlpi
アダプタのプロパティ: device_name=hme
アダプタのプロパティ: device_instance=1
アダプタのプロパティ: dlpi_heartbeat_timeout=10000

...
クラスタのトランスポート接続点: hub0 hub1 hub2

クラスタのトランスポート接続点: hub0
有効な接続点: yes
接続点のタイプ: switch
接続点のポート名: 1 2 3 4

...
接続点のポート名: 1

有効なポート: yes

接続点のポート名: 2
有効なポート: yes

...
クラスタのトランスポートケーブル

エンドポイント エンドポイント 状態
-------- -------- -----

トランスポートケーブル: phys-schost-1:hme1@0 hub0@1 有効
トランスポートケーブル: phys-schost-1:qfe1@0 hub1@1 有効
トランスポートケーブル: phys-schost-1:qfe2@0 hub2@1 有効
トランスポートケーブル: phys-schost-2:hme1@0 hub0@2 有効

...
定足数デバイス: d2 d8

定足数デバイス名: d2
定足数デバイス投票権: 1
有効な定足数デバイス: yes
定足数デバイス名: /dev/did/rdsk/d2s2
定足数デバイスのホスト(有効): phys-schost-1
phys-schost-2
定足数デバイスのホスト(無効):

...
デバイスグループ名: schost-3
デバイスグループのタイプ: SVM
デバイスグループの有効なフェイルバック: no
デバイスグループのノードリスト: phys-schost-3, phys-schost-4
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ディスクセット名: schost-3

� 基本的なクラスタ構成を検証する
sccheck(1M)コマンドはシステムの構成を検証して、クラスタが機能するために必
要な正しい基本構成であるかどうかを判断します。sccheckコマンドはエラーが
あった場合のみその情報を返します。エラーがない場合、sccheckは単にシェルプロ
ンプトに戻ります。

注 – sccheckは、デバイス、ボリューム管理コンポーネント、または Sun Cluster構
成を変更するような管理手順を行った後に実行してください。

1. クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. クラスタ構成を検証します。

# sccheck

例—クラスタ構成の検証
次の例は、ノード phys-schost-3にマウントポイント /global/schost-1がない
ことを示しています。

# sccheck
vfstab-check: WARNING - phys-schost-3 - マウントポイント /global/schost-1 がなくなりました

� 広域マウントポイントを確認する
sccheck(1M)コマンドは、クラスタファイルシステムとその広域マウントポイント
に構成エラーがないかどうか /etc/vfstabファイルを確認します。sccheckコマ
ンドはエラーがあった場合のみその情報だけを返します。エラーがない場合、
sccheckは単にシェルプロンプトに戻ります。

注 – sccheckは、デバイスやボリューム管理コンポーネントに影響を及ぼすような
変更をクラスタ構成に加えた後で実行してください。

1. クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. クラスタ構成を検証します。

# sccheck
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例—広域マウントポイントの確認
次の例は、ノード phys-schost-3にマウントポイント /global/schost-1がない
ことを示しています。

# sccheck
vfstab-check: WARNING - phys-schost-3 - マウントポイント /global/schost-1 がなくなりました
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第 2章

クラスタの停止と起動

この章では、クラスタと個々のクラスタノードの停止方法と起動方法について説明し
ます。

� 32ページの「クラスタを停止する」
� 33ページの「クラスタを起動する」
� 34ページの「クラスタを再起動する」
� 37ページの「クラスタノードを停止する」
� 39ページの「クラスタノードを起動する」
� 40ページの「クラスタノードを再起動する」
� 41ページの「非クラスタモードでクラスタノードを起動する」
� 43ページの「満杯の /varファイルシステムを修復する」

この章に関連する手順の概要については、表 2–1と表 2–2を参照してください。

クラスタの停止と起動の概要
Sun Clusterの scshutdown(1M)コマンドを使用して、クラスタサービス全体を正し
い順序で正常に停止します。scshutdownコマンドは、クラスタの場所を移動すると
きにも使用できます。また、アプリケーションエラーによってデータが破壊された場
合に、クラスタを停止するときにも使用できます。

注 –クラスタ全体を正しく停止するには、shutdownや haltコマンドではなく、
scshutdownコマンドを使用します。Solarisの shutdownコマンドは、ノードを
個々に停止する場合にscswitchコマンドと一緒に使用します。詳細については、32
999ページの「クラスタを停止する」または36ページの「単一クラスタノードの停
止と起動」を参照してください。

scshutdownコマンドは、次の手順でクラスタのすべてのノードを停止します。
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1. 実行中のすべてのリソースグループをオフラインにする。
2. すべてのクラスタファイルシステムをマウント解除する
3. アクティブなデバイスサービスを停止する。
4. init 0 を実行し、すべてのノードを OBP ok プロンプトの状態にする。

注 –必要であれば、ノードを非クラスタモードで (つまり、ノードがクラスタメン
バーシップを取得しないように)起動できます。非クラスタモードは、クラスタソフ
トウェアをインストールしたり、特定の管理手順を実行する際に役立ちます。詳細に
ついては、41ページの「非クラスタモードでクラスタノードを起動する」を参照し
てください。

表 2–1作業リスト :クラスタの停止と起動

目的 参照先

クラスタの停止

-scshutdownを使用します。

32ページの「クラスタを停止する」

すべてのノードを起動してクラスタを起動

クラスタメンバーシップを取得できるように、ノード
にはクラスタインターコネクトとの動作中の接続が必
要です。

33ページの「クラスタを起動する」

クラスタの再起動

-scshutdownを使用します。

okプロンプトで boot(1M)コマンドを使用して、各
ノードを個々に起動します。

クラスタメンバーシップを取得できるように、ノード
にはクラスタインターコネクトとの動作中の接続が必
要です。

34ページの「クラスタを再起動す
る」

� クラスタを停止する

注意 – クラスタノードを停止する場合は、クラスタコンソール上で send brk を使
用してはいけません。この機能はクラスタ内ではサポートされません。send brk を
使用し、okプロンプトに goを入力し、再起動すると、ノードでパニックが発生しま
す。

1. Oracle®の Parallel Serverまたは Real Application Clustersが動作しているクラス
タの場合、データベースのすべてのインスタンスを停止します。

停止の手順については、Oracle Parallel Server/Real Application Clusters製品のマ
ニュアルを参照してください。
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2. クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。

3. 直ちにクラスタを停止して OBPの状態にします。

クラスタ内の 1つのノードから、次のコマンドを入力します。

# scshutdown -g0 -y

4. すべてのノードが okプロンプトの状態になったことを確認します。

すべてのクラスタノードが okプロンプトの状態になるまで、どのノードの電源も切
らないでください。

5. 必要であればノードの電源を切ります。

例—クラスタの停止
次に、正常なクラスタの動作を停止して、すべてのノードを okプロンプトの状態に
したときのコンソールの出力例を示します。ここでは、-g 0オプションで停止の猶予
期間をゼロに設定し、-yで、確認プロンプトに対して自動的に yesと応答するよう
指定しています。停止メッセージは、クラスタ内の他のノードのコンソールにも表示
されます。

# scshutdown -g0 -y
May 2 10:08:46 phys-schost-1 cl_runtime: WARNING: CMM monitoring disabled.
phys-schost-1#
INIT: New run level: 0
The system is coming down. Please wait.
System services are now being stopped.
/etc/rc0.d/K05initrgm: Calling scswitch -S (evacuate)
The system is down.
syncing file systems... done
Program terminated

ok

次に進む手順
33ページの「クラスタを起動する」を参照して、停止したクラスタを再起動しま
す。

� クラスタを起動する
1. ノードが停止されており、okプロンプトの状態になっているクラスタを起動するに
は、boot(1M)コマンドで各ノードを起動します。

停止中に構成を変更した場合は、最新の構成情報を持つノードを最初に起動する必要
があります。これ以外の場合は、どのような順序でノードを起動してもかまいませ
ん。

ok boot
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クラスタコンポーネントが起動すると、起動されたノードのコンソールにメッセージ
が表示されます

注 –クラスタメンバーシップを取得できるように、クラスタノードにはクラスタイン
ターコネクトとの動作中の接続が必要です。

2. ノードが問題なく起動し、オンラインであることを確認します。

scstat(1M)コマンドを使用してノードの状態を表示します。

# scstat -n

注 –クラスタノードの /varファイルシステムが満杯になると、そのノード上では
Sun Clusterが再起動できなくなる可能性があります。この問題が発生した場合は、43
999ページの「満杯の /varファイルシステムを修復する」を参照してください。

例—クラスタの起動
次に、ノード phys-schost-1を起動してクラスタに結合させたときのコンソールの
出力例を示します。クラスタ内の他のノードのコンソールにも同様のメッセージが表
示されます。

ok boot
Rebooting with command: boot
...
Hostname: phys-schost-1
Booting as part of a cluster
NOTICE: Node 1 with votecount = 1 added.
NOTICE: Node 2 with votecount = 1 added.
NOTICE: Node 3 with votecount = 1 added.
...
NOTICE: Node 1: attempting to join cluster
...
NOTICE: Node 2 (incarnation # 937690106) has become reachable.
NOTICE: Node 3 (incarnation # 937690290) has become reachable.
NOTICE: cluster has reached quorum.
NOTICE: node 1 is up; new incarnation number = 937846227.
NOTICE: node 2 is up; new incarnation number = 937690106.
NOTICE: node 3 is up; new incarnation number = 937690290.
NOTICE: Cluster members: 1 2 3

...

� クラスタを再起動する
scshutdown(1M)コマンドを実行してクラスタを停止してから、各ノードで bootコ
マンドを使用してクラスタを再起動します。
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1. (任意) Oracle Parallel Server/Real Application Clustersが動作しているクラスタの場
合、データベースのすべてのインスタンスを停止します。

停止の手順については、Oracle Parallel Server/Real Application Clusters製品のマ
ニュアルを参照してください。

2. クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。

3. クラスタを停止にして OBPの状態にします。

クラスタ内の 1つのノードから、次のコマンドを入力します。

# scshutdown -g0 -y

各ノードが停止され、okプロンプトの状態になります。

注 –クラスタメンバーシップを取得できるように、クラスタノードにはクラスタイン
ターコネクトとの動作中の接続が必要です。

4. 各ノードを起動します。

停止中に構成を変更した場合以外は、どのような順序でノードを起動してもかまいま
せん。停止中に構成を変更した場合は、最新の構成情報を持つノードを最初に起動す
る必要があります。

ok boot

クラスタコンポーネントが起動すると、起動されたノードのコンソールにメッセージ
が表示されます。

5. ノードが問題なく起動し、オンラインであることを確認します。

scstatコマンドを使用してノードの状態を表示します。

# scstat -n

注 –クラスタノードの /varファイルシステムが満杯になると、そのノード上では
Sun Clusterが再起動できなくなる可能性があります。この問題が発生した場合は、43
999ページの「満杯の /varファイルシステムを修復する」を参照してください。

例—クラスタの再起動
次に、正常なクラスタの動作を停止してすべてのノードを okプロンプトの状態にし
てから、クラスタを再起動したときのコンソールの出力例を示します。ここでは、-g
0オプションで猶予期間をゼロに設定し、-yで、確認プロンプトに対して自動的に
yesと応答するよう指定しています。停止メッセージは、クラスタ内の他のノードの
コンソールにも表示されます。

# scshutdown -g0 -y
May 2 10:08:46 phys-schost-1 cl_runtime: WARNING: CMM monitoring disabled.
phys-schost-1#
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INIT: New run level: 0
The system is coming down. Please wait.
...
The system is down.
syncing file systems... done
Program terminated
ok boot
Rebooting with command: boot
...
Hostname: phys-schost-1
Booting as part of a cluster
...
NOTICE: Node 1: attempting to join cluster
...
NOTICE: Node 2 (incarnation # 937690106) has become reachable.
NOTICE: Node 3 (incarnation # 937690290) has become reachable.
NOTICE: cluster has reached quorum.
...
NOTICE: Cluster members: 1 2 3
...
NOTICE: Node 1: joined cluster
...
The system is coming up. Please wait.
checking ufs filesystems
...
reservation program successfully exiting
Print services started.
volume management starting.
The system is ready.
phys-schost-1 console login:
NOTICE: Node 1: joined cluster
...
The system is coming up. Please wait.
checking ufs filesystems
...
reservation program successfully exiting
Print services started.
volume management starting.
The system is ready.

phys-schost-1 console login:

単一クラスタノードの停止と起動

注 –ノードを個々に停止する場合は、scswitchコマンドを Solarisの shutdownコ
マンドと組み合わせて使用します。クラスタ全体を停止する場合にだけ、
scshutdownコマンドを使用します。
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表 2–2作業リスト :クラスタノードの停止と起動

目的 参照先

クラスタノードの停止

- scswitch(1M)と shutdown(1M)
を使用します。

37ページの「クラスタノードを停止する」

ノードの起動

クラスタメンバーシップを取得でき
るように、ノードにはクラスタイン
ターコネクトとの動作中の接続が必
要です。

39ページの「クラスタノードを起動する」

クラスタノードをいったん停止して
から再起動

- scswitchと shutdownを使用し
ます。

クラスタメンバーシップを取得でき
るように、ノードにはクラスタイン
ターコネクトとの動作中の接続が必
要です。

40ページの「クラスタノードを再起動する」

ノードがクラスタメンバーシップを
取得しないようにノードを起動

- scswitchと shutdownを使用
し、次に boot -x を使用します。

41ページの「非クラスタモードでクラスタノードを起
動する」

� クラスタノードを停止する

注意 – クラスタノードを停止する場合は、クラスタコンソール上で send brk を使
用してはいけません。send brk を使用し、ok プロンプトに go を入力し、再起動す
ると、ノードでパニックが発生します。この機能はクラスタ内ではサポートされてい
ません。

1. Oracle Parallel Server/Real Application Clustersが動作しているクラスタの場合、
データベースのすべてのインスタンスを停止します。

停止の手順については、Oracle Parallel Server/Real Application Clusters製品のマ
ニュアルを参照してください。

2. 停止するクラスタノード上でスーパーユーザーになります。

3. すべてのリソースグループ、リソース、およびデバイスグループを、停止するノード
から別のクラスタノードに切り替えます。
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停止するノードで次のようにコマンドを入力します。

# scswitch -S -h node

-S 指定したノードからすべてのデバイスサービスとリソースグループを退避
します。

-h node リソースグループとデバイスグループを切り替えるノードを指定します。

4. クラスタノードを停止して OBPの状態にします。

停止するノードで次のようにコマンドを入力します。

# shutdown -g0 -y -i0

5. クラスタノードが okプロンプトの状態になったことを確認します。

6. 必要であればノードの電源を切ります。

例—クラスタノードの停止
次に、ノード phys-schost-1を停止したときのコンソールの出力例を示します。こ
こでは、-g 0オプションで猶予期間をゼロに設定し、-yで、確認プロンプトに対し
て自動的に yesと応答するよう指定し、i0で実行レベル 0で起動します。このノー
ドの停止メッセージは、クラスタ内の他のノードのコンソールにも表示されます。

# scswitch -S -h phys-schost-1
# shutdown -g0 -y -i0
May 2 10:08:46 phys-schost-1 cl_runtime: WARNING: CMM monitoring disabled.phys-schost-1#
INIT: New run level: 0
The system is coming down. Please wait.
Notice: rgmd is being stopped.
Notice: rpc.pmfd is being stopped.
Notice: rpc.fed is being stopped.
umount: /global/.devices/node@1 busy
umount: /global/phys-schost-1 busy
The system is down.
syncing file systems... done
Program terminated

ok

次に進む手順
39ページの「クラスタノードを起動する」を参照し、停止したクラスタノードを再
起動します。
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� クラスタノードを起動する

注 –クラスタノードの起動方法は、定足数 (quorum)の構成によって変わる場合があ
ります。2ノードのクラスタでは、クラスタの定足数の合計数が 3つになるように定
足数デバイスを構成する必要があります。(各ノードごとに 1つと定足数デバイスに 1
つ)この場合、最初のノードを停止しても、2番目のノードは定足数を保持しており、
唯一のクラスタメンバーとして動作します。1番目のノードをクラスタノードとして
クラスタに復帰させるには、2番目のノードが稼動中で必要な数のクラスタ定足数(2
つ)が存在している必要があります。

1. 停止したクラスタノードを起動するために、そのノードを起動します。

ok boot

クラスタコンポーネントが起動すると、すべてのノードのコンソールにメッセージが
表示されます。

注 –クラスタメンバーシップを取得できるように、クラスタノードにはクラスタイン
ターコネクトとの動作中の接続が必要です。

2. ノードが問題なく起動し、オンラインであることを確認します。

scstat(1M)コマンドを使用してノードの状態を表示します。

# scstat -n

注 –クラスタノードの /varファイルシステムが満杯になると、そのノード上では
Sun Clusterが再起動できなくなる可能性があります。この問題が発生した場合は、43
999ページの「満杯の /varファイルシステムを修復する」を参照してください。

例—クラスタノードの起動
次に、ノード phys-schost-1を起動してクラスタに結合させたときのコンソールの
出力例を示します。

ok boot
Rebooting with command: boot
...
Hostname: phys-schost-1
Booting as part of a cluster
...
NOTICE: Node 1: attempting to join cluster
...
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NOTICE: Node 1: joined cluster
...
The system is coming up. Please wait.
checking ufs filesystems
...
reservation program successfully exiting
Print services started.
volume management starting.
The system is ready.

phys-schost-1 console login:

� クラスタノードを再起動する
1. Oracle Parallel Server/Real Application Clustersが動作しているクラスタノードの場
合、データベースのすべてのインスタンスを停止します。

停止の手順については、Oracle Parallel Server/Real Application Clusters製品のマ
ニュアルを参照してください。

2. 停止するクラスタノード上でスーパーユーザーになります。

3. scswitchおよび shutdownコマンドを使用してクラスタノードを停止します。

停止するノードで次のコマンドを入力します。-i 6 オプションを指定して
shutdownコマンドを使用すると、ノードが停止して okプロンプトを表示した後、
再起動します。

# scswitch -S -h node
# shutdown -g0 -y -i6

注 –クラスタメンバーシップを取得できるように、クラスタノードにはクラスタイン
ターコネクトとの動作中の接続が必要です。

4. ノードが問題なく起動し、オンラインであることを確認します。

# scstat -n

例—クラスタノードの再起動
次に、ノード phys-schost-1を再起動したときのコンソールの出力例を示します。
このノードの停止時および起動時の通知メッセージは、クラスタ内の他のノードのコ
ンソールに表示されます。

# scswitch -S -h phys-schost-1
# shutdown -g0 -y -i6
May 2 10:08:46 phys-schost-1 cl_runtime: WARNING: CMM monitoring disabled.
phys-schost-1#
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INIT: New run level: 6
The system is coming down. Please wait.
System services are now being stopped.
Notice: rgmd is being stopped.
Notice: rpc.pmfd is being stopped.
Notice: rpc.fed is being stopped.
umount: /global/.devices/node@1 busy
umount: /global/phys-schost-1 busy
The system is down.
syncing file systems... done
rebooting...
Resetting ...
,,,
Sun Ultra 1 SBus (UltraSPARC 143MHz), No Keyboard
OpenBoot 3.11, 128 MB memory installed, Serial #5932401.
Ethernet address 8:8:20:99:ab:77, Host ID: 8899ab77.
...
Rebooting with command: boot
...
Hostname: phys-schost-1
Booting as part of a cluster
...
NOTICE: Node 1: attempting to join cluster
...
NOTICE: Node 1: joined cluster
...
The system is coming up. Please wait.
The system is ready.

phys-schost-1 console login:

� 非クラスタモードでクラスタノードを起動する
ノードは、非クラスタモードで (つまり、ノードがクラスタメンバーシップを取得し
ないように)起動できます。非クラスタモードは、クラスタソフトウェアをインス
トールしたり、ノードにパッチを適用するなどの特定の管理手順を実行する際に役立
ちます。

1. 非クラスタモードで起動したクラスタノード上でスーパーユーザーになります。

2. scswitchおよびshutdownコマンドを使用してノードを停止します。

# scswitch -S -h node
# shutdown -g0 -y -i0

3. ノードが okプロンプトの状態であることを確認します。

4. boot(1M)コマンドに -xオプションを指定し、ノードを非クラスタモードで起動し
ます。

ok boot -x
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ノードがクラスタの一部ではないことを示すメッセージが、そのノードのコンソール
に表示されます。

例—非クラスタモードでクラスタノードを起動する
次に、ノード phys-schost-1を停止してから、非クラスタモードで再起動したとき
のコンソールの出力例を示します。ここでは、-g 0オプションで猶予期間をゼロに設
定し、-yで、確認プロンプトに対して自動的に yesと応答するよう指定し、i0で実
行レベル 0で起動します。このノードの停止メッセージは、クラスタ内の他のノード
のコンソールにも表示されます。

# scswitch -S -h phys-schost-1
# shutdown -g0 -y -i0
May 2 10:08:46 phys-schost-1 cl_runtime: WARNING: CMM monitoring disabled.
phys-schost-1#
...
rg_name = schost-sa-1 ...
offline node = phys-schost-2 ...
num of node = 0 ...
phys-schost-1#
INIT: New run level: 0
The system is coming down. Please wait.
System services are now being stopped.
Print services stopped.
syslogd: going down on signal 15
...
The system is down.
syncing file systems... done
WARNING: node 1 is being shut down.
Program terminated

ok boot -x
...
Not booting as part of cluster
...
The system is ready.

phys-schost-1 console login:
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満杯の /varファイルシステムを修復す
る
Solarisと Sun Clusterソフトウェアは、どちらも /var/adm/messagesファイルに
エラーメッセージを書き込みます。このため、運用を続けるうちに /varファイルシ
ステムが満杯になってしまうことがあります。クラスタノードの /varファイルシス
テムが満杯になると、そのノード上では Sun Clusterが再起動できなくなる可能性が
あります。また、そのノードにログインできなくなる可能性もあります。

� 満杯の /varファイルシステムを修復する
/varファイルシステムが満杯になったことがノードによって報告され、Sun Cluster
サービスが引き続き実行されているときは、次の手順で、満杯になったファイルシス
テムを整理してください。詳細については、『Solarisのシステム管理 (上級編)
』の「ソフトウェアの問題解決 (概要)」のシステムメッセージの表示を参照してくだ
さい。

1. 満杯の /varファイルシステムが存在するクラスタノード上でスーパーユーザーにな
ります。

2. 満杯のファイルシステムを整理します。

たとえば、ファイルシステムにある重要ではないファイルを削除します。
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第 3章

広域デバイスとクラスタファイルシス
テムの管理

この章では、広域デバイスとクラスタファイルシステムの管理手順を説明します。

この章で説明する手順は次のとおりです。

� 53ページの「広域デバイス名前空間を更新する」
� 54ページの「ディスクデバイスグループを追加および登録する (Solstice

DiskSuite/Solaris Volume Manager)」
� 55ページの「ディスクデバイスグループを削除して登録を解除する (Solstice

DiskSuite/Solaris Volume Manager )」
� 55ページの「すべてのディスクデバイスグループからノードを削除する」
� 56ページの「ディスクデバイスグループからノードを削除する (Solstice

DiskSuite/Solaris Volume Manager)」
� 58ページの「1つのクラスタ内に 3つ以上のディスクセットを作成する」
� 59ページの「ディスクの初期化時に新しいディスクグループを作成 (VERITAS

Volume Manager)」
� 60ページの「ディスクをカプセル化する際に新しいディスクグループを作成する

(VERITAS Volume Manager)」
� 61ページの「新しいボリュームを既存のディスクデバイスグループに登録する

(VERITAS Volume Manager)」
� 62ページの「既存のディスクグループをディスクデバイスグループに変更する

(VERITAS Volume Manager)」
� 62ページの「ディスクデバイスグループに新しいマイナー番号を割り当てる

(VERITAS Volume Manager)」
� 63ページの「ディスクグループをディスクデバイスグループとして登録する

(VERITAS Volume Manager)」
� 66ページの「ディスクグループの構成変更を登録する (VERITAS Volume

Manager)」
� 67ページの「二次ノードの希望数を設定する (VERITAS Volume Manager)」
� 68ページの「ディスクデバイスグループからボリュームを削除する (VERITAS

Volume Manager)」
� 69ページの「ディスクデバイスグループを削除して登録を解除する (VERITAS

Volume Manager )」
� 70ページの「ディスクデバイスグループにノードを追加する (VERITAS Volume

Manager)」
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� 71ページの「ディスクデバイスグループからノードを削除する (VERITAS
Volume Manager)」

� 73ページの「rawディスクデバイスグループからノードを削除する」
� 74ページの「ディスクデバイスのプロパティを変更する」
� 76ページの「デバイスグループの二次ノードの希望数を変更する」
� 77ページの「ディスクデバイスグループ構成の一覧を表示する」
� 78ページの「デバイスグループの主ノードを切り替える」
� 79ページの「ディスクデバイスグループを保守状態にする」
� 82ページの「クラスタファイルシステムを追加する」
� 86ページの「クラスタファイルシステムを削除する」
� 88ページの「クラスタ内の広域マウントを確認する」

この章に関連する手順の概要については、表 3–2を参照してください。

広域デバイス、広域名前領域、ディスクデバイスグループ、およびクラスタファイル
システムの概念については、『Sun Cluster 3.1の概念』を参照してください。

広域デバイスと広域名前空間の管理の概
要
Sun Clusterディスクデバイスグループの管理方法は、クラスタにインストールされて
いるボリューム管理ソフトウェアによって決まります。Solstice DiskSuite/Solaris
Volume Managerはクラスタ対応なので、Solstice DiskSuite/Solaris Volume Manager
の metaset(1M)コマンドを使用して、ディスクデバイスグループを追加、登録、お
よび削除できます。VERITAS Volume Manager (VxVM)の場合、VxVMコマンドを使
用してディスクグループを作成し、scsetup(1M)ユーティリティを使用し、ディス
クグループを Sun Clusterディスクデバイスグループとして登録します。VxVM
ディスクデバイスグループを削除するには、scsetupユーティリティと VxVMコマ
ンドの両方を使用します。

Sun Clusterソフトウェアは、クラスタ内のディスクデバイスやテープデバイスごと
に、rawディスクデバイスグループを自動的に作成します。しかし、クラスタデバイ
スグループは広域デバイスとしてアクセスされるまでオフラインのままです。ディス
クデバイスグループやボリューム管理ソフトウェアのディスクグループを管理する際
は、グループの主ノードであるクラスタから実行する必要があります。

広域名前空間はインストール中に自動的に設定され、Solarisオペレーティング環境の
再起動中に自動的に更新されるため、通常、広域デバイス名前空間は管理する必要は
ありません。ただし、広域名前空間を更新する必要がある場合は、任意のクラスタ
ノードから scgdevs(1M)コマンドを実行できます。このコマンドにより、その他の
すべてのクラスタノードだけでなく、今後クラスタに結合する可能性があるノードで
も広域名前空間を更新できます。
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Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerの広域
デバイスのアクセス権
広域デバイスのアクセス権に加えた変更は、Solstice DiskSuite/Solaris Volume
Managerおよびディスクデバイスのクラスタのすべてのノードには自動的に伝達され
ません。広域デバイスのアクセス権を変更する場合は、クラスタ内のすべてのノード
で手作業でアクセス権を変更する必要があります。たとえば、広域デバイス
/dev/global/dsk/d3s0のアクセス権を 644に変更する場合は、次のコマンドを実
行する必要があります。

# chmod 644 /dev/global/dsk/d3s0

このコマンドは、クラスタ内のすべてのノードで実行してください。

VxVMは、chmodコマンドをサポートしません。VxVMで広域デバイスのアクセス
権を変更する方法については、VxVMの管理者ガイドを参照してください。

広域デバイスでの動的再構成
クラスタ内のディスクデバイスやテープデバイス上で動的再構成 (DR)を実行すると
きには、いくつかの問題を考慮する必要があります。

� Sun Clusterの動的再構成 (DR)のサポートには、Solarisの DR機能に述べられて
いる必要条件、手順、および制限がすべて適用されます。ただし、オペレーティン
グ環境の休止操作は除きます。したがって、Sun Clusterソフトウェアで DR機能
を使用する前には必ず、Solarisの DR機能についての説明を熟読してください。
特に、DR削除操作中に、ネットワークに接続されていない入出力デバイスに影響
する問題については熟考してください。

� 主ノードのアクティブなデバイス上では DR削除操作を実行できません。DR操作
を実行できるのは、主ノードのアクティブでないデバイスか、二次ノードの任意の
デバイス上でだけです。

� DR操作後、クラスタデータは以前と同様にアクセスできます。

� 定足数デバイスの可用性に影響する DR操作は実行できません。詳細については、
91ページの「定足数デバイスへの動的再構成」を参照してください。

注意 –二次ノードに対して DR操作を行っているときに現在の主ノードに障害が発生
すると、クラスタの可用性が損なわれます。これは、新しい二次ノードが提供される
までは、主ノードのフェイルオーバー先が存在しないためです。新しい二次ノードが
提供されるまで、主ノードにはフェイルオーバーする場所がありません。

広域デバイス上で DR操作を実行するには、次の手順をその順番どおりに行います。
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表 3–1作業マップ:ディスクデバイスとテープデバイスでの動的再構成

作業 参照箇所

1.アクティブなデバイスグループに
影響するような DR操作を現在の主
ノードに実行する必要がある場合、
DR削除操作をデバイス上で実行す
る前に、主ノードと二次ノードの切
り替えを実行

78ページの「デバイスグループの主ノードを切り替え
る」

2.削除するデバイス上で DR削除操
作を実行します。

「Solaris 8 on Sun Hardware」コレクションと「Solaris 9
on Sun Hardware」コレクションの『Sun Enterprise
10000 DR構成マニュアル』と『Sun Enterprise 10000
Dynamic Reconfigurationリファレンスマニュアル』

VERITAS Volume Managerによる管理に関する注
意事項
� Sun Clusterで VxVM名前空間を保持するには、VxVMのディスクグループまた
はボリュームの変更を Sun Clusterディスクデバイスグループの構成の変更として
登録する必要があります。変更を登録することによって、すべてのクラスタノード
を確実に更新できます。名前空間に影響を与える構成の変更の例としては、ボ
リュームの追加、削除、名前変更があります。また、ボリュームのアクセス権、所
有者、グループIDの変更なども名前空間に影響を与えます。

注 –ディスクグループを Sun Clusterディスクデバイスグループとしてクラスタに
登録した後は、VxVMコマンドを使用して VxVMディスクグループをインポート
またはデポートしてはいけません。ディスクグループのインポートやデポートが必
要な場合は、すべて Sun Clusterソフトウェアによって処理します。

� 各 VxVMディスクグループには、クラスタ全体で一意のマイナー番号が与えられ
ています。デフォルトでは、ディスクグループを作成したときに、VxVMに
よって 1000の倍数の乱数がディスクグループのベースマイナー番号として選択さ
れます。少数のディスクグループしかないほとんどの構成では、このマイナー番号
で十分一意性を保証できます。ただし、新たに作成したディスクグループのマイ
ナー番号が、以前別のクラスタノードにインポートしたディスクグループのマイ
ナー番号と衝突することがあります。この場合、Sun Clusterディスクデバイスグ
ループは登録できません。この問題を解消するには、新しいディスクグループに一
意の値である新しいマイナー番号を付けたうえで、Sun Clusterディスクデバイス
グループとして登録してください。

� ミラー化したボリュームを設定している場合、ダーティーリージョンログ (DRL)
を使用すると、ノードに障害が発生してからボリュームが回復するまでの時間を短
縮できます。入出力のスループットが低下することになりますが、DRLの使用を
強くお勧めします。
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� VxVMは、chmodコマンドをサポートしません。VxVMで広域デバイスのアクセ
ス権を変更する方法については、VxVMの管理者ガイドを参照してください。

� Sun Cluster 3.1ソフトウェアは、同じノードから複数のパスを管理する VxVM
Dynamic Multipathing (DMP)をサポートしません。

Oracle Parallel Server/Real Application Clusters用の共有
ディスクグループの作成

VxVMを使用して Oracle Parallel Server/Real Application Clusters用の共有ディスク
グループを設定する場合、『VERITAS Volume Manager Administrator’s Reference
Guide』に説明されている VxVMのクラスタ機能を使用します。Oracle Parallel
Server/Real Application Clusters用の共有ディスクグループの作成時に注意する、そ
の他のディスクグループの作成との違いは次のとおりです。

� Oracle Parallel Server/Real Application Clusters用の共有ディスクグループをイン
ポートするには、 vxdg -s を使用する必要があります。

� Oracle Parallel Server/Real Application Clusters用の共有ディスクグループをクラ
スタフレームワークに登録してはいけません。

VxVMディスクグループを作成する方法については、59ページの「ディスクの初期
化時に新しいディスクグループを作成 (VERITAS Volume Manager)」を参照してくだ
さい。

クラスタファイルシステムの管理の概要
クラスタファイルシステムを管理するのに特別な Sun Clusterコマンドは必要ありま
せん。クラスタファイルシステムを管理するには、他の Solarisファイルシステムを管
理するときと同じように、Solarisの標準のファイルシステムコマンド (mountや
newfsなど)を使用します。クラスタファイルシステムをマウントするには、mount
コマンドに -gオプションを指定します。また、起動時に自動的にマウントすること
もできます。

注 –クラスタファイルシステムがファイルを読み取るとき、ファイルシステムは
ファイルのアクセス時間を更新しません。

VxFSサポートについてのガイドライン
次の VxFS機能は Sun Cluster 3.1構成ではサポートされません。

� クイック入出力
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� スナップショット

� 記憶装置チェックポイント

� キャッシュアドバイザリは使用可能、効果が認められるのは特定のノードのみ

� VERITAS CFSには VERITASクラスタ機能および VCSが必要

� VxFSに固有なマウントオプション

� convosync (Convert O_SYNC)
� mincache
� qlog、delaylog、tmplog

クラスタ構成でサポートされる VxFSのその他の機能とオプションはすべて、Sun
Cluster 3.1ソフトウェアでサポートされます。クラスタ構成でサポートされる VxFS
オプションの詳細については、VxFSのマニュアルを参照してください。

次に示す VxFSを使って高可用性ファイルシステムを作成する方法に関する指針は、
Sun Cluster 3.1構成に固有のものです。

� VxFSマニュアルの手順に従って VxFSファイルシステムを作成します。

� 主ノードから VxFSファイルシステムをマウントおよびマウント解除します。主
ノードは、VxFSファイルシステムが存在するディスクをマスターします。二次
ノードから VxFSファイルシステムをマウントまたはマウント解除すると、失敗す
ることがあります。

� VxFSの管理コマンドはすべて、VxFSクラスタファイルシステムの主ノードから
実行します。

次に示す VxFSを管理する方法に関する指針は、Sun Cluster 3.1構成に固有のもので
はありません。しかし、これらのガイドラインは UFSクラスタファイルシステムを管
理する方法とは異なります。

� VxFSクラスタファイルシステム上にあるファイルは、クラスタ内にある任意の
ノードから管理できます。例外は ioctlsで、ioctlsだけは主ノードから実行する必
要があります。管理コマンドが ioctlsを伴うかどうかわからない場合は、主ノード
から実行します。

� VxFSクラスタファイルシステムが二次ノードにフェイルオーバーされると、
フェイルオーバー時に実行中であったすべての標準システム呼び出し操作は、新し
い主ノードで透過的に再実行されます。ただし、フェイルオーバー時に実行してい
た ioctl関連の操作は失敗します。VxFSクラスタファイルシステムのフェイルオー
バーの後で、このクラスタファイルシステムの状態を調べる必要があります。
フェイルオーバー以前に古い主ノードから実行された管理コマンドには修正処理が
必要になることもあります。詳細については、VxFSのマニュアルを参照してくだ
さい。
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ディスクデバイスグループの管理
scsetup(1M)ユーティリティは、scconf(1M)コマンドの対話的なインタフェース
です。scsetupは scconfコマンドを生成します。生成されるコマンドについて
は、各説明の後にある例を参照してください。

注 – Sun Clusterソフトウェアは、クラスタ内のディスクデバイスやテープデバイス
ごとに、rawディスクデバイスグループを自動的に作成します。ただし、クラスタデ
バイスグループは広域デバイスとしてアクセスされるまでオフラインのままです。

表 3–2作業リスト:ディスクデバイスグループの管理

作業 参照箇所

再構成再起動せずに広域デバイス名
前空間を更新

- scgdevs(1M)を使用します。

53ページの「広域デバイス名前空間を更新する」

Solstice DiskSuite/Solaris Volume
Managerディスクセットを追加して
ディスクデバイスグループとして登
録

- metaset(1M)を使用します。

54ページの「ディスクデバイスグループを追加および
登録する (Solstice DiskSuite/Solaris Volume
Manager)」

Solstice DiskSuite/Solaris Volume
Managerディスクデバイスグループ
を構成から削除

- metasetと metaclear(1M)を使
用します。

55ページの「ディスクデバイスグループを削除して登
録を解除する (Solstice DiskSuite/Solaris Volume
Manager )」

すべてのディスクデバイスグループ
からノードを削除

- scconf、metaset、scsetupを
使用します。

55ページの「すべてのディスクデバイスグループから
ノードを削除する」

Solstice DiskSuite/Solaris Volume
Managerディスクデバイスグループ
からノードを削除

- metasetを使用します。

56ページの「ディスクデバイスグループからノードを
削除する (Solstice DiskSuite/Solaris Volume
Manager)」
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表 3–2作業リスト:ディスクデバイスグループの管理 (続き)
作業 参照箇所

VERITAS Volume Managerディスク
グループをディスクデバイスグルー
プとして追加

- VxVMコマンドと scsetup(1M)を
使用します。

59ページの「ディスクの初期化時に新しいディスクグ
ループを作成 (VERITAS Volume Manager)」

60ページの「ディスクをカプセル化する際に新しい
ディスクグループを作成する (VERITAS Volume
Manager)」

61ページの「新しいボリュームを既存のディスクデバ
イスグループに登録する (VERITAS Volume
Manager)」

62ページの「既存のディスクグループをディスクデバ
イスグループに変更する (VERITAS Volume
Manager)」

62ページの「ディスクデバイスグループに新しいマイ
ナー番号を割り当てる (VERITAS Volume Manager)」

63ページの「ディスクグループをディスクデバイスグ
ループとして登録する (VERITAS Volume Manager)」

66ページの「ディスクグループの構成変更を登録する
(VERITAS Volume Manager)」

VERITAS Volume Managerディスク
デバイスグループを構成から削除

- scsetup を使用して、 scconf を
生成します。

68ページの「ディスクデバイスグループからボリュー
ムを削除する (VERITAS Volume Manager)」

69ページの「ディスクデバイスグループを削除して登
録を解除する (VERITAS Volume Manager )」

VERITAS Volume Managerディスク
デバイスグループにノードを追加

- scsetupを使用して、scconfを
生成します。

70ページの「ディスクデバイスグループにノードを追
加する (VERITAS Volume Manager)」

VERITAS Volume Managerディスク
デバイスグループからノードを削除

- scsetupを使用して、scconfを
生成します。

71ページの「ディスクデバイスグループからノードを
削除する (VERITAS Volume Manager)」

rawディスクデバイスグループから
ノードを削除

-scconf(1M)を使用します。

73ページの「rawディスクデバイスグループからノー
ドを削除する」

ディスクデバイスグループの属性の
変更

- scsetupを使用して、scconfを
生成します。

74ページの「ディスクデバイスのプロパティを変更す
る」
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表 3–2作業リスト:ディスクデバイスグループの管理 (続き)
作業 参照箇所

ディスクデバイスグループと属性の
表示

- scconfを使用します。

77ページの「ディスクデバイスグループ構成の一覧を
表示する」

デバイスグループの二次ノード数の
変更

- scsetupを使用して、scconfを
生成します。

76ページの「デバイスグループの二次ノードの希望数
を変更する」

ディスクデバイスグループの主ノー
ドの切り替え

- scswitch(1M)を使用します。

78ページの「デバイスグループの主ノードを切り替え
る」

ディスクデバイスグループを保守状
態に変更

- metasetまたは vxdgを使用しま
す。

79ページの「ディスクデバイスグループを保守状態に
する」

� 広域デバイス名前空間を更新する
新しい広域デバイスを追加するときに、scgdevs(1M)を実行して手作業で広域デバ
イス名前空間を更新します。

注 –コマンドを実行するノードがクラスタのメンバーでない場合や、
/global/.devices/node@ nodeIDファイルシステムがマウントされていない場合
は、scgdevsコマンドを実行しても無効です。

1. クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. scgdevsコマンドを使用して名前空間を再構成します。

# scgdevs

例—広域デバイス名前空間の更新
次に、scgdevsが正常に実行された場合に生成される出力例を示します。

# scgdevs
Configuring the /dev/global directory (global devices)...
obtaining access to all attached disks

reservation program successfully exiting
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� ディスクデバイスグループを追加および登録する
(Solstice DiskSuite/Solaris Volume Manager)
metaset(1M)コマンドを使用して、Solstice DiskSuite/Solaris Volume Manager
ディスクセットを作成し、このディスクセットを Sun Clusterディスクデバイスグ
ループとして登録します。ディスクデバイスグループには、ディスクセットを登録す
るときにディスクセットに割り当てた名前が自動的に割り当てられます。

1. ディスクセットを作成するディスクに接続されているノード上でスーパーユーザーに
なります。

2. 構成に必要なメタデバイス名の個数を計算して、各ノード上で
/kernel/drv/md.conf ファイルを変更します。

『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』の「メタデバイス名またはボリュー
ム名とディスクセットの数を算出する」を参照してください。

3. metasetコマンドを使用して、Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerディス
クセットを追加し、このディスクセットをディスクデバイスグループとして Sun
Clusterに登録します。

# metaset -s diskset -a -h nodelist

-s diskset 作成するディスクセットを指定します。

-a -h nodelist ディスクセットをマスターできるノードの一覧を追加します。

注 – metasetコマンドを実行して設定した Solstice DiskSuite/Solaris Volume
Managerデバイスグループは、そのデバイスグループに含まれるノード数に関わら
ず、デフォルトで二次ノードになります。二次ノード数を変更するには、デバイスグ
ループを作成した後に scsetup(1M)ユーティリティを使用します。ディスクの
フェイルオーバーの詳細については、76ページの「デバイスグループの二次ノード
の希望数を変更する」を参照してください。

4. ディスクデバイスグループが追加されたことを確認します。

ディスクデバイスグループ名は metasetに指定したディスクセット名と一致しま
す。

# scconf -p | grep disk-device-group

例— Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerディスク
デバイスグループの追加
次は、ディスクセットとディスクデバイスグループを作成して、ディスクデバイスグ
ループが作成されたことを確認する例です。
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# metaset -s dg-schost-1 -a -h phys-schost-1
# scconf -p | grep dg-schost-1

デバイスグループ名: dg-schost-1

� ディスクデバイスグループを削除して登録を解除
する (Solstice DiskSuite/Solaris Volume Manager )
ディスクデバイスグループとは、Sun Clusterに登録している Solstice
DiskSuite/Solaris Volume Managerディスクセットのことです。Solstice
DiskSuite/Solaris Volume Managerディスクデバイスグループを削除するには、
metaclear(1M)と metaset(1M)コマンドを使用します。これらのコマンドは、Sun
Clusterディスクデバイスグループと同じ名前を持つディスクデバイスグループを削除
して、ディスクグループの登録を解除します。

ディスクセットを削除する方法については、Solstice DiskSuite/Solaris Volume
Managerのマニュアルを参照してください。

� すべてのディスクデバイスグループからノードを
削除する
すべてのディスクデバイスグループの潜在的な主ノードからクラスタノードを削除す
る場合は、この手順を使用します。

1. すべてのディスクデバイスグループの潜在的な主ノードとして削除を行うノード上で
スーパーユーザーになります。

2. 削除するノードがメンバーになっているディスクデバイスグループを確認します。

各ディスクデバイスグループの Device group node list からこのノード名を検索
します。

# scconf -p | grep ¨デバイスグループ¨

3. 手順 2で特定したディスクデバイスグループの中に、デバイスグループタイプが
SDS/SVMのものがあるかどうかを確認します。

� ある場合は、56ページの「ディスクデバイスグループからノードを削除する
(Solstice DiskSuite/Solaris Volume Manager)」の各手順を実行します。

� ない場合は、手順 4に進みます。

4. 手順 2で特定したディスクデバイスグループの中に、デバイスグループタイプが
VxVMのものがあるかどうかを確認します。

� ある場合は、71ページの「ディスクデバイスグループからノードを削除する
(VERITAS Volume Manager)」の各手順を実行します。

� ない場合は、手順 5に進みます。
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5. 削除するノードがメンバーになっている rawディスクデバイスグループを特定しま
す。

次のコマンドの -pvvには、2つの「v」が指定されています。rawディスクデバイス
グループを表示するためには、2つめの「v」が必要です。(1つめの「v」は出力を冗
長形式にするためのオプションです)

# scconf -pvv | grep ¨デバイスグループ¨

6. 手順 5で表示されたディスクデバイスグループのリストの中に、デバイスグループタ
イプが Disk、Local_Disk、またはその両方に該当するのものがあるかどうかを確
認します。

� ある場合は、 73ページの「rawディスクデバイスグループからノードを削除す
る」の各手順を実行します。

� ない場合は、手順 7に進みます。

7. すべてのディスクデバイスグループの潜在的な主ノードのリストからノードが削除さ
れていることを確認します。

ノードがどのディスクデバイスグループの潜在的な主ノードのリストにも存在しなけ
れば、このコマンドは何も返しません。

# scconf -pvv | grep ¨デバイスグループ¨ | grep nodename

� ディスクデバイスグループからノードを削除する
(Solstice DiskSuite/Solaris Volume Manager)
Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerディスクデバイスグループの潜在的な主
ノードのリストからクラスタノードを削除するには、次の手順を使用します。ノード
を削除したいディスクグループデバイスごとに metasetコマンドを繰り返します。

1. ノードがまだグループのメンバーであり、かつ、グループが SDS/SVMデバイスグ
ループであることを確認します。

Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerのディスクデバイスグループは、デバイ
スグループタイプが SDS/SVMのものです。

phys-suncluster-1% scconf -pvv | grep ’(global-galileo)’
(global-galileo) デバイスグループのタイプ: SDS/SVM
(global-galileo) デバイスグループの有効なフェイルバック: no
(global-galileo) デバイスグループのノードリスト: phys-suncluster-1, phys-suncluster-2
(global-galileo) ディスクセット名: global-galileo

phys-suncluster-1%

2. どのノードがデバイスグループの現在の主ノードであるかを特定します。

# scstat -D

3. 変更したいディスクデバイスグループを所有しているノードでスーパーユーザーにな
ります。
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4. ディスクデバイスグループからこのノードのホスト名を削除します。

# metaset -s setname -d -h nodelist

-s setname ディスクデバイスグループの名前を指定します。

-d -hで指定されたノードをディスクデバイスグループから削除しま
す。

-h nodelist ディスクデバイスグループをマスターできるノード群からこの
ノードを削除します。

注 –更新には、数分かかることがあります。

コマンドが正常に動作しない場合は、コマンドに -f (Force)オプションを追加しま
す。

# metaset -s setname -d -f -h nodelist

5. 潜在的な主ノードとしてノードを削除するディスクデバイスグループごとに手順 4を
繰り返します。

6. ノードがディスクデバイスグループから削除されていることを確認します。

ディスクデバイスグループ名は metasetに指定したディスクセット名と一致しま
す。

phys-suncluster-1% scconf -pv |grep
Device group node list: phys-suncluster-1, phys-suncluster-2, phys-suncluster-1%

例—ディスクデバイスグループからノードを削除する
(Solstice DiskSuite/Solaris Volume Manager)
次の例では、あるディスクデバイスグループ構成からホスト名 phys-schost-2を削
除します。この例では、指定したディスクデバイスグループから phys-schost-2を
潜在的な主ノードとして削除します。ノードの削除を確認するには、scstat-Dコマ
ンドを実行し、削除したノードが画面に表示されていないことを確認します。

[ノードの Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerディスクデバイスグループを確認する:]
# scconf -pv | grep デバイス
デバイスグループ名: dg-schost-1
デバイスグループのタイプ: SDS/SVM
デバイスグループの有効なフェイルバック: no
デバイスグループのノードリスト: phys-schost-1, phys-schost-2
デバイスグループの順序つきノードリスト: yes
デバイスグループのディスクセット名: dg-schost-1

[ノードのディスクデバイスグループを確認する]
# scstat -D
-- デバイスグループのサーバー --

デバイスグループ プライマリ セカンダリ
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------------ ------- ---------
デバイスグループのサーバー: dg-schost-1 phys-schost-1 phys-schost-2

[スーパーユーザーになる]
[ディスクデバイスグループからホスト名を削除する:]
# metaset -s dg-schost-1 -d -h phys-schost-2
[ノードが削除されたことを確認する:]
phys-suncluster-1% scstat -D
デバイスグループのサーバー --

デバイスグループ プライマリ セカンダリ
------------ ------- ---------

デバイスグループのサーバー: dg-schost-1, phys-schost-1, -

� 1つのクラスタ内に 3つ以上のディスクセットを作
成する
クラスタにディスクセットを 3つ以上作成する場合は、ディスクセットを作成する前
に次の各手順を行う必要があります。これらの手順は、ディスクセットを初めてイン
ストールする場合でも、完全に構成されているクラスタにディスクセットをさらに追
加する場合でも必要です。

1. md_nsets変数が十分に大きな値であることを確認します。この値は、クラスタに作
成する予定のディスクセットの合計数より大きな値である必要があります。

a. クラスタの任意のノードで、/kernel/drv/md.confファイルの md_nsets変数
の値を検査します。

b. クラスタ内にあるディスクセットの数が md_nsetsの既存の値から 1を引いた値
よりも大きい場合、各ノード上で md_nsetsの値を増やします。

ディスクセットの最大数は md_nsetsの値から 1を引いた値です。md_nsetsに
設定できる最大値は 32です。

c. クラスタの各ノードの /kernel/drv/md.confファイルが同じであるか確認しま
す。

注意 –このガイドラインに従わないと、重大な Solstice DiskSuite/Solaris Volume
Managerエラーが発生し、データが失われることがあります。

d. ノードのどれか 1つでクラスタを停止します。

# scshutdown -g0 -y

e. クラスタの各ノードを再起動します。

ok> boot
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2. クラスタの各ノードで devfsadm(1M)コマンドを実行します。

このコマンドは、すべてのノードで同時に実行できます。

3. クラスタのノードの 1つで scgdevs(1M)コマンドを実行します。

4. ディスクセットの作成に移る前に、各ノードで scgdevsコマンドが終了しているか
確認します。

ノードの 1つで scgdevs(1M)コマンドを実行すると、このコマンドはリモートから
自分自身をすべてのノード上で呼び出します。scgdevsコマンドが処理を終了したか
どうかを確認するには、クラスタの各ノードで次のコマンドを実行します。

% ps -ef | grep scgdevs

� ディスクの初期化時に新しいディスクグループを
作成 (VERITAS Volume Manager)

注 –次の手順は、ディスクを初期化する場合にのみ必要となります。ディスクをカプ
セル化する場合は、60ページの「ディスクをカプセル化する際に新しいディスクグ
ループを作成する (VERITAS Volume Manager)」を参照してください。

VxVMディスクグループを追加したら、ディスクデバイスグループを登録する必要が
あります。

VxVMを使用して Oracle Parallel Server/Real Application Clusters用の共有ディスク
グループを設定する場合、『VERITAS Volume Manager Administrator’s Reference
Guide』に説明されている VxVMのクラスタ機能を使用します。詳細については、49
49ページの「Oracle Parallel Server/Real Application Clusters用の共有ディスクグ
ループの作成」を参照してください。

1. 追加しようとしているディスクグループを構成するディスクに物理的に接続されてい
る任意のクラスタノード上でスーパーユーザーになります。

2. VxVMのディスクグループとボリュームを作成します。

ディスクグループとボリュームを作成する方法は任意です。

注 –ミラー化したボリュームを設定している場合、ダーティーリージョンログ (DRL)
を使用すると、ノードに障害が発生してからボリュームが回復するまでの時間を短縮
できます。ただし、DRLを使用すると I/Oスループットが低下することがありま
す。
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この手順を完了する方法については、VERITAS Volume Managerのマニュアルを参照
してください。

3. VxVMディスクグループを Sun Clusterディスクデバイスグループとして登録しま
す。

63ページの「ディスクグループをディスクデバイスグループとして登録する
(VERITAS Volume Manager)」を参照してください。

Oracle Parallel Server/Real Application Clusters用の共有ディスクグループをクラス
タフレームワークに登録してはなりません。

� ディスクをカプセル化する際に新しいディスクグ
ループを作成する (VERITAS Volume Manager)

注 –次の手順は、ディスクをカプセル化する場合にのみ必要となります。ディスクを
初期化する場合は、59ページの「ディスクの初期化時に新しいディスクグループを作
成 (VERITAS Volume Manager)」の手順を使用します。

ルート以外のディスクを Sun Clusterディスクデバイスグループに変更するには、そ
のディスクを VxVMディスクグループとしてカプセル化してから、そのディスクグ
ループを Sun Clusterディスクデバイスグループとして登録します。

ディスクのカプセル化は、VxVMディスクグループを初めて作成するときのみサポー
トされています。VxVMディスクグループを作成して、Sun Clusterディスクデバイ
スグループとして登録した後は、そのディスクグループには、初期化してもよい
ディスクだけを登録します。

VxVMを使用して Oracle Parallel Server/Real Application Clusters用の共有ディスク
グループを設定する場合、『VERITAS Volume Manager Administrator’s Reference
Guide』に説明されている VxVMのクラスタ機能を使用します。詳細については、49
49ページの「Oracle Parallel Server/Real Application Clusters用の共有ディスクグ
ループの作成」を参照してください。

1. クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. /etc/vfstabファイルに、カプセル化するディスクのファイルシステムのエントリ
がある場合は、mount at boot オプションを必ず no に設定します。

ディスクをカプセル化して Sun Clusterディスクデバイスグループとして登録した後
は、この設定を yesに設定し直します。

3. ディスクをカプセル化します。

vxdiskadmのメニューまたはグラフィカルユーザーインタフェースを使用して、
ディスクをカプセル化します。VxVMでは、2つの空きパーティションのほかに、
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ディスクの始点または終端に未割り当てのシリンダが必要です。また、スライス 2を
ディスク全体に設定する必要もあります。詳細については、vxdiskadm(1M)のマ
ニュアルページを参照してください。

4. ノードを停止して再起動します。

scswitch(1M)コマンドを使用して、すべてのリソースグループとデバイスグループ
を主ノードから次の優先ノードに切り替えます。shutdown(1M)を使用して、ノード
を停止して再起動します。

# scswitch -S -h node[,...]
# shutdown -g0 -y -i6

5. 必要であれば、すべてのリソースグループとデバイスグループを元のノードにス
イッチバックします。

リソースグループとデバイスグループが、もともと主ノードにフェイルバックするよ
うに構成されていた場合、この手順は必要ありません。

# scswitch -z -D disk-device-group -hnode[,...]
# scswitch -z -g resource-group -hnode[,...]

6. VxVMディスクグループを Sun Clusterディスクデバイスグループとして登録しま
す。

63ページの「ディスクグループをディスクデバイスグループとして登録する
(VERITAS Volume Manager)」を参照してください。

Oracle Parallel Server/Real Application Clusters用の共有ディスクグループをクラス
タフレームワークに登録してはいけません。

� 新しいボリュームを既存のディスクデバイスグ
ループに登録する (VERITAS Volume Manager)

注 –ボリュームを追加した後で、66ページの「ディスクグループの構成変更を登録
する (VERITAS Volume Manager)」の手順に従って構成変更の内容を登録する必要が
あります。

新しいボリュームを既存の VxVMディスクデバイスグループに追加する場合、次の手
順は、オンラインであるディスクデバイスグループの主ノードから実行します。

1. クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. 新しいボリュームを追加するディスクデバイスグループの主ノードを確認します。

# scstat -D
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3. ディスクデバイスグループがオフラインである場合、デバイスグループをオンライン
にします。

# scswitch -z -D disk-device-group -h node[,...]

-z -D disk-device-group 指定したデバイスグループを切り替えます。

-h node ディスクデバイスグループの切り替え先のノードの名前を
指定します。このノードが新しい主ノードになります。

4. 主ノード (ディスクデバイスグループを現在マスターしているノード)から、ディスク
グループに VxVMボリュームを作成します。

VxVMボリュームの作成方法は、VERITAS Volume Managerのマニュアルを参照して
ください。

5. VxVMディスクグループに加えた変更を登録して、広域名前空間を更新します。

66ページの「ディスクグループの構成変更を登録する (VERITAS Volume
Manager)」を参照してください。

� 既存のディスクグループをディスクデバイスグ
ループに変更する (VERITAS Volume Manager)
既存の VxVMディスクグループを Sun Clusterディスクデバイスグループに変更する
には、ディスクグループを現在のノードにインポートしてから、そのディスクグルー
プを Sun Clusterディスクデバイスグループとして登録します。

1. クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. VxVMディスクグループを現在のノードにインポートします。

# vxdg import diskgroup

3. VxVMディスクグループを Sun Clusterディスクデバイスグループとして登録しま
す。

63ページの「ディスクグループをディスクデバイスグループとして登録する
(VERITAS Volume Manager)」を参照してください。

� ディスクデバイスグループに新しいマイナー番号
を割り当てる (VERITAS Volume Manager)
マイナー番号が他のディスクグループと衝突してディスクデバイスグループの登録が
失敗する場合、新しいディスクグループに未使用の新しいマイナー番号を割り当てる
必要があります。新しいマイナー番号を割り当てた後で、登録手順を再度実行し、
ディスクグループを Sun Clusterディスクデバイスグループとして登録します。
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1. クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. 使用中のマイナー番号を確認します。

# ls -l /global/.devices/node@nodeid/dev/vx/dsk/*

3. 新しいディスクグループのベースとなるマイナー番号として、使用されていない別の
1000の倍数を選択します。

4. ディスクグループに新しいマイナー番号を割り当てます。

# vxdg reminor diskgroup base-minor-number

5. VxVMディスクグループを Sun Clusterディスクデバイスグループとして登録しま
す。

63ページの「ディスクグループをディスクデバイスグループとして登録する
(VERITAS Volume Manager)」を参照してください。

例—ディスクデバイスグループに新しいマイナー番号を
割り当てる
次の例は、マイナー番号 16000～ 16002と 4000～ 4001が使用されていることを示し
ています。ここでは、vxdg reminor コマンドを使用して新しいディスクデバイスグ
ループにベースとなるマイナー番号 5000を割り当てています。

# ls -l /global/.devices/node@nodeid/dev/vx/dsk/*
/global/.devices/node@nodeid/dev/vx/dsk/dg1
brw------- 1 root root 56,16000 Oct 7 11:32 dg1v1
brw------- 1 root root 56,16001 Oct 7 11:32 dg1v2
brw------- 1 root root 56,16002 Oct 7 11:32 dg1v3

/global/.devices/node@nodeid/dev/vx/dsk/dg2
brw------- 1 root root 56,4000 Oct 7 11:32 dg2v1
brw------- 1 root root 56,4001 Oct 7 11:32 dg2v2

# vxdg reminor dg3 5000

� ディスクグループをディスクデバイスグループと
して登録する (VERITAS Volume Manager)
次の手順では、scsetup(1M)ユーティリティを使用して、関連付けられている
VxVMディスクグループを Sun Clusterディスクデバイスグループとして登録しま
す。
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注 –ディスクデバイスグループをクラスタに登録した後は、VxVMコマンドを使用し
て VxVMディスクグループをインポートまたはデポートしないでください。 VxVM
ディスクグループやボリュームに変更を加えた場合は、66ページの「ディスクグ
ループの構成変更を登録する (VERITAS Volume Manager)」の手順に従って、ディス
クデバイスグループの構成変更を登録してください。この手順によって、広域名前空
間が正しい状態になります。

VxVMディスクデバイスグループを登録するには以下が必要です。

� クラスタ内の任意のノードでのスーパーユーザー特権。
� ディスクデバイスグループとして登録する VxVMディスクグループの名前
� ディスクデバイスグループをマスターするノードの優先順位
� ディスクデバイスグループの二次ノードの希望数

優先順位を指定する場合は、最優先ノードが停止した後にクラスタに復帰するとき
に、ディスクデバイスグループを最優先ノードにスイッチバックするかどうかも指定
します。

ノードの優先順位とフェイルバックのオプションの詳細については、scconf(1M)の
マニュアルページを参照してください。

主ノード以外のクラスタノード (スペア)から二次ノードへの移行ノードの優先順位で
は通常、デバイスグループの二次ノードのデフォルト数は 1に設定されます。デ
フォルトの設定では、主ノードが通常の動作中に複数の二次ノードをチェックするこ
とによって発生する性能の低下を最小限に抑えます。たとえば、4ノードクラスタで
は、デフォルトで、1つが主ノード、1つが二次ノード、そして 2つがスペアノード
に構成されます。67ページの「二次ノードの希望数を設定する (VERITAS Volume
Manager)」も参照してください。

1. クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. scsetupユーティリティを実行します。

# scsetup

メインメニューが表示されます。

3. 4 (デバイスグループとボリューム)を選択して、VxVMディスクデバイスグループで
作業を行います。

「デバイスグループメニュー」が表示されます。

4. 1 (VxVMディスクグループをデバイスグループとして登録)を選択して、VxVM
ディスクデバイスグループを登録します。

指示に従って、Sun Clusterディスクデバイスグループとして登録する VxVMディス
クグループの名前を入力します。

Oracle Parallel Server/Real Application Clusters用の共有ディスクグループを VxVM
を使用して設定した場合、この共有ディスクグループをクラスタフレームワークに登
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録してはいけません。『VERITAS Volume Manager Administrator’s Reference Guide』に
説明されている VxVMのクラスタ機能を使用します。

5. ディスクデバイスグループを登録しようとしたときに、次のようなエラーが表示され
た場合は、ディスクデバイスグループに新しいマイナー番号を割り当てます。

scconf: Failed to add device group - in use

ディスクデバイスグループに新しいマイナー番号を割り当てる方法については、62
62ページの「ディスクデバイスグループに新しいマイナー番号を割り当てる
(VERITAS Volume Manager)」を参照してください。この手順によって、既存の
ディスクデバイスグループが使用しているマイナー番号と衝突しない、新しいマイ
ナー番号を割り当てることができます。

6. ディスクデバイスグループが登録され、オンラインになったことを確認します。

ディスクデバイスグループが適切に登録されている場合、次のコマンドを使用する
と、新しいディスクデバイスグループの情報が表示されます。

# scstat -D

注 –クラスタに登録されている VxVMディスクグループまたはボリュームの構成情報
を変更した場合、scsetup(1M)を使用してディスクデバイスグループを登録する必
要があります。このような構成変更には、ボリュームの追加や削除、既存ボリューム
のグループ、所有者、アクセス権の変更などがあります。構成変更後に登録を行う
と、広域名前空間が正しい状態になります。53ページの「広域デバイス名前空間を更
新する」を参照してください。

例— VERITAS Volume Managerディスクデバイスグルー
プの登録
次に、scsetupで VxVMディスクデバイスグループ (dg1)を登録する際に生成され
る scconfコマンドの例と、その検証手順を示します。この例では、VxVMディスク
グループとボリュームは以前に作成されたものと想定しています。

# scsetup

scconf -a -D type=vxvm,name=dg1,nodelist=phys-schost-1:phys-schost-2

# scstat -D
-- デバイスグループのサーバー --

デバイスグループ プライマリ セカンダリ
------------ ------- ---------

デバイスグループのサーバー: dg1 phys-schost-1 phys-schost-2

-- デバイスグループの状態 --
デバイスグループ 状態
------------ ------

デバイスグループの状態: dg1 Online
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次に進む手順
82ページの「クラスタファイルシステムを追加する」を参照し、 VxVMディスクデ
バイスグループ上にクラスタファイルシステムを作成します。

マイナー番号に問題がある場合は、62ページの「ディスクデバイスグループに新しい
マイナー番号を割り当てる (VERITAS Volume Manager)」を参照してください。

� ディスクグループの構成変更を登録する (VERITAS
Volume Manager)
VxVMディスクグループやボリュームの構成情報を変更したときは、Sun Cluster
ディスクデバイスグループに構成変更を登録する必要があります。この登録に
よって、広域名前空間が正しい状態になります。

1. クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. scsetup(1M)ユーティリティを実行します。

# scsetup

メインメニューが表示されます。

3. 4 (デバイスグループとボリューム)を選択して、VxVMディスクデバイスグループで
作業を行います。

「デバイスグループメニュー」が表示されます。

4. 2 (VxVMデバイスグループのボリューム情報の同期をとる)を選択して、構成の変更
を登録します。

指示に従って、構成を変更した VxVMディスクグループ名を入力します。

例— VERITAS Volume Managerディスクグループの構成
の変更の登録
次に、scsetupで VxVMディスクデバイスグループ (dg1)の変更を登録する際に生
成される scconfコマンドの例を示します。この例では、VxVMディスクグループと
ボリュームは以前に作成されたものと想定しています。

# scsetup

scconf -c -D name=dg1,sync
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� 二次ノードの希望数を設定する (VERITAS Volume
Manager)
numsecondariesプロパティは、主ノードに障害が発生した場合にデバイスグルー
プをマスターできる、デバイスグループ内のノード数を指定します。デバイスサービ
スの二次ノードのデフォルト数は 1です。この値には、1からデバイスグループ内で
動作している主ノード以外のプロバイダノード数までの任意の整数を設定できます。

この設定は、クラスタの性能と可用性のバランスをとるための重要な要因になりま
す。たとえば、二次ノードの希望数を増やすと、クラスタ内で同時に複数の障害が発
生した場合でも、デバイスグループが生き残る可能性が増えます。しかし、二次ノー
ド数を増やすと、通常の動作中の性能が一様に下がります。通常、二次ノード数を減
らすと、性能が上がりますが、可用性が下がります。しかし、二次ノード数を増やし
ても、必ずしも、当該のファイルシステムまたはデバイスグループの可用性が上がる
わけではありません。詳細については、『Sun Cluster 3.1の概念』の「重要な概念 -
管理とアプリケーション開発」を参照してください。

1. クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. scsetup(1M)ユーティリティを実行します。

# scsetup

メインメニューが表示されます。

3. 4 (デバイスグループとボリューム)を選択して、VxVMディスクデバイスグループで
作業を行います。

「デバイスグループメニュー」が表示されます。

4. 6 (デバイスグループのキープロパティを変更)を選択して、デバイスグループの重要
なプロパティを変更します。

「デバイスグループのプロパティ変更メニュー」が表示されます。

5. 2 (numsecondariesプロパティを変更)を選択して、二次ノードの希望数を変更しま
す。

指示に従って、ディスクデバイスグループに構成したい二次ノードの希望数を入力し
ます。適切な値を入力すると、対応する scconfコマンドが実行されます。そして、
ログが出力され、ユーザーは前のメニューに戻ります。

6. scconf -p コマンドを使用して、デバイスグループの構成を確認します。

# scconf -p | grep デバイス
デバイスグループ名: dg-schost-1
デバイスグループのタイプ: VxVM
デバイスグループの有効なフェイルバック: yes
デバイスグループのノードリスト: phys-schost-1,phys-scot-

2, phys-schst-3
デバイスグループの順序つきノードリスト: yes
デバイスグループの希望のセカンダリ数: 1
デバイスグループのディスクセット名: dg-schost-1
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注 – VxVMディスクグループ、または、クラスタに登録されているボリュームの構成
情報を変更した場合、scsetupを使用してディスクデバイスグループを登録する必要
があります。このような構成変更には、ボリュームの追加や削除、既存ボリュームの
グループ、所有者、アクセス権の変更などがあります。構成変更後に登録を行うと、
広域名前空間が正しい状態になります。53ページの「広域デバイス名前空間を更新す
る」を参照してください。

7. ディスクデバイスグループの主ノードと状態を確認します。

# scstat -D

例—二次ノードの希望数の設定 (VERITAS Volume
Manager)
次に、デバイスグループ (diskgrp1)の二次ノードの希望数を構成するときに、
scsetupによって生成される scconfコマンドの例を示します。デバイスグループ
を作成した後に二次ノードの希望数を変更する方法については、76ページの「デバ
イスグループの二次ノードの希望数を変更する」を参照してください。

# scconf -a -D type=vxvm,name=diskgrp1,
nodelist=host1:host2:host3,preferenced=true,failback=enabled,numsecondaries=2

� ディスクデバイスグループからボリュームを削除
する (VERITAS Volume Manager)

注 –ディスクデバイスグループからボリュームを削除した後は、66ページの「ディス
クグループの構成変更を登録する (VERITAS Volume Manager)」の手順に従って、
ディスクデバイスグループに構成の変更を登録する必要があります。

1. クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. ディスクデバイスグループの主ノードを確認します。

# scstat -D

3. ディスクデバイスグループがオフラインのときは、オンラインにします。

# scswitch -z -D disk-device-group -h node[,...]

-z 切り替えを実行します。
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-D disk-device-group 切り替えるデバイスグループを指定します。

-h node 切り替え先のノードの名前を指定します。このノードが新しい
主ノードになります。

4. 主ノード (ディスクデバイスグループを現在マスターしているノード)から、ディスク
グループの VxVMボリュームを削除します。

# vxedit -g diskgroup -rf rm volume

-g diskgroup ボリュームが含まれる VxVMディスクグループを指定します。

-rf rm volume 指定したボリュームを削除します。

5. scsetup(1M)を使用して、ディスクデバイスグループの構成変更を登録し、広域名
前空間を更新します

66ページの「ディスクグループの構成変更を登録する (VERITAS Volume Manager)」
を参照してください。

� ディスクデバイスグループを削除して登録を解除
する (VERITAS Volume Manager )
Sun Clusterディスクデバイスグループを削除すると、対応する VxVMディスクグ
ループはデポートされます (消去されるわけではありません)。ただし、VxVMディス
クグループが引き続き存在していても、再登録しない限りクラスタで使用することは
できません。

次の手順では、scsetup(1M)ユーティリティを使用して、VxVMディスクグループ
を削除して、Sun Clusterディスクデバイスグループから登録を解除します。

1. クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. ディスクデバイスグループをオフラインにします。

# scswitch -F -D disk-device-group

-F ディスクデバイスグループをオフラインにします。

-D disk-device-group オフラインにするデバイスグループを指定します。

3. scsetupユーティリティを実行します。

メインメニューが表示されます。

# scsetup

4. 4 (デバイスグループとボリューム)を入力して、VxVMデバイスグループで作業を行
います。

「デバイスグループメニュー」が表示されます。
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5. 3 (VxVMデバイスグループ登録を解除)を選択して、VxVMデバイスグループの登録
を解除します。

指示に従って、登録を解除する VxVMディスクグループを入力します。

例— VERITAS Volume Managerディスクデバイスグルー
プの削除および登録の解除
次に、VxVMディスクデバイスグループ dg1をオフラインにして、scsetupで
ディスクデバイスグループの削除と登録の解除を行う際に生成される scconf(1M)コ
マンドの例を示します。

# scswitch -F -D dg1
# scsetup

scconf -r -D name=dg1

� ディスクデバイスグループにノードを追加する
(VERITAS Volume Manager)
この手順では、scsetup(1M)ユーティリティを使用してディスクデバイスグループ
にノードを追加します。

VxVMディスクデバイスグループにノードを追加するには以下が必要です。

� クラスタ内のノードでのスーパーユーザー特権
� ノードの追加先の VxVMデバイスグループの名前
� 追加するノードの名前またはノード ID。

1. クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. scsetup(1M)ユーティリティを実行します。

メインメニューが表示されます。

# scsetup

3. 4 (デバイスグループとボリューム)を入力して、VxVMディスクデバイスグループで
作業します。

「デバイスグループメニュー」が表示されます。

4. 4 (ノードを VxVMデバイスグループに追加)を選択して、VxVMディスクデバイス
グループにノードを追加します。

指示に従って、デバイスグループ名とノード名を入力します。

5. ノードが追加されたことを確認します。
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次のコマンドを実行して、表示される新しいディスクのデバイスグループ情報を確認
します。

# scconf -p

例— VERITAS Volume Managerディスクデバイスグルー
プへのノードの追加
次に、scsetupで VxVMノード (phys-schost-3)を VxVMディスクデバイスグ
ループ (dg1)に追加する際に生成される scconfコマンドと、その検証手順の例を示
します。

# scsetup

scconf a D type=vxvm,name=dg1,nodelist=phys-schost-3

# scconf -p
デバイスグループ名: dg1
デバイスグループのタイプ: VXVM
デバイスグループの有効なフェイルバック: yes

デバイスグループのノードリスト: phys-schost-1, phys-schost-3

� ディスクデバイスグループからノードを削除する
(VERITAS Volume Manager)
VERITAS Volume Manager (VxVM)ディスクデバイスグループ (ディスクグループ)の
潜在的な主ノードリストからクラスタノードを削除する場合は、この手順を使用しま
す。

1. ノードがまだグループのメンバーであり、かつ、グループが VxVMデバイスグループ
であることを確認します。

デバイスグループタイプ VxVMは VxVMディスクデバイスグループを示します。

phys-suncluster-1% scconf -pv | grep ’(global-galileo)’
(global-galileo) デバイスグループのタイプ: VxVM
(global-galileo) デバイスグループの有効なフェイルバック: no
(global-galileo) デバイスグループのノードリスト: phys-suncluster-1, phys-suncluster-2
(global-galileo) ディスクセット名: global-galileo

phys-suncluster-1%

2. 現在のクラスタメンバーノードでスーパーユーザーになります。

3. scsetup(1M)コマンドを実行します。

# scsetup

メインメニューが表示されます。
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4. 4 (デバイスグループとボリューム)を入力して、ディスクデバイスグループを再構成
します。

5. 5 (VxVMデバイスグループからノードを削除)を選択して、VxVMディスクデバイス
グループからノードを削除します。

プロンプトに従ってディスクデバイスグループからクラスタノードを削除します。そ
の際に次の情報を入力する必要があります。

� VxVMのデバイスグループ
� ノード名

6. ノードが VxVMのディスクデバイスグループから削除されていることを確認しま
す。

# scconf -p | grep Device

例—ディスクデバイスグループからノードを削除する
(VxVM)
この例では、dg1という VxVMのディスクデバイスグループから phys-schost-1
というノードを削除します。

[ノードの VxVMディスクデバイスグループを確認する:]
# scconf -p | grep デバイス
デバイスグループ名: dg1
デバイスグループのタイプ: VxVM
デバイスグループの有効なフェイルバック: no
デバイスグループのノードリスト: phys-schost-1, phys-schost-2
デバイスグループのディスクセット名: dg1

[スーパーユーザーになり scsetup ユーティリティーを実行する:]
# scsetup
「デバイスグループとボリューム」を選択し、次に「VxVMデバイスグループからノードを削除」を選択する
プロンプトが表示されたら「yes」と答える
次の情報が必要となります
項目: 例:
VxVM デバイスグループ名 dg1
ノード名 phys-schost-1

[scconfコマンドが適切に実行されたことを確認する:]

scconf -r -D name=dg1,nodelist=phys-schost-1

コマンドの実行が正常に終了したら scsetup を終了する
scsetup デバイスグループメニューとメインメニューをを終了する
[ノードが削除されたことを確認する:]
# scconf -p | grep デバイス
デバイスグループ名: dg1
デバイスグループのタイプ: VxVM
デバイスグループの有効なフェイルバック: no
デバイスグループのノードリスト: phys-schost-2

デバイスグループのディスクセット名: dg1
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� rawディスクデバイスグループからノードを削除
する
VERITAS Volume Manager (VxVM)ディスクデバイスグループ (ディスクグループ)の
潜在的主ノードリストからクラスタノードを削除する場合は、この手順を使用しま
す。

rawディスクデバイスグループの潜在的主ノードリストからクラスタノードを削除す
る場合は、この手順を使用します。

1. 削除するノード以外のクラスタノードでスーパーユーザーになります。

2. 削除するノードに接続されているディスクデバイスグループを特定します。

Device group node list エントリからこのノード名を探します。

# scconf -pvv | grep デバイス| grep nodename

3. 手順 2で特定したディスクデバイスグループのうち、どれが rawディスクデバイスグ
ループであるかを特定します。

rawディスクデバイスグループのデバイスグループタイプは Diskか Local_Diskで
す。

# scconf -pvv | grep group type

4. すべての Local_Disk rawディスクデバイスグループの localonlyプロパティを無
効にします。

# scconf -c -D name=rawdisk-device-group,localonly=false

localonlyプロパティについては、scconf_dg_rawdisk(1M)のマニュアルページ
を参照してください。

5. 削除するノードに接続されているすべての rawディスクデバイスグループの
localonlyプロパティが無効になっていることを確認します。

デバイスグループタイプ Diskは、この rawディスクデバイスグループの
localonlyプロパティが無効になっていることを表します。

# scconf -pvv | grep group type

6. 手順 3で特定したすべての rawディスクデバイスグループからノードを削除します。

この手順は、削除するノードに接続されている rawディスクデバイスグループごとに
行う必要があります。

# scconf -r -D name=rawdisk-device-group,nodelist=nodename
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例— rawディスクデバイスグループからノードを削除す
る
この例では、rawディスクデバイスグループからノード (phys-schost-2)を削除し
ます。すべてのコマンドは、クラスタの別のノード (phys-schost-1)から実行しま
す。

[削除したいノードに接続されているディスクデバイスグループを確認する:]
phys-schost-1# scconf -pvv | grep phys-schost-2 |
grep デバイスグループのノードリスト

(dsk/d4) デバイスグループのノードリスト: phys-schost-2
(dsk/d2) デバイスグループのノードリスト: phys-schost-1, phys-schost-2
(dsk/d1) デバイスグループのノードリスト: phys-schost-1, phys-schost-2

[rawディスクデバイスグループであることを確認する:]
phys-schost-1# scconf -pvv | grep group type

(dsk/d4) デバイスグループのタイプ: Local_Disk
(dsk/d8) デバイスグループのタイプ: Local_Disk

[ノード上の各ローカルディスクに対して localonlyフラグを無効にする:]
phys-schost-1# scconf -c -D name=dsk/d4,localonly=false
[localonlyフラグが無効になったことを確認する:]
phys-schost-1# scconf -pvv | grep group type

(dsk/d4) デバイスグループのタイプ: Disk
(dsk/d8) デバイスグループのタイプ: Local_Disk

[すべての rawディスクデバイスグループからノードを削除する:]
phys-schost-1# scconf -r -D name=dsk/d4,nodelist=phys-schost-2
phys-schost-1# scconf -r -D name=dsk/d2,nodelist=phys-schost-2

phys-schost-1# scconf -r -D name=dsk/d1,nodelist=phys-schost-2

� ディスクデバイスのプロパティを変更する
ディスクデバイスグループの主所有権を確立する方法は、preferencedという所有
権設定属性の設定に基づきます。この属性を設定していない場合は、ほかで所有され
ていないディスクデバイスグループの主所有者が、そのグループ内のディスクへのア
クセスを試みる最初のノードになります。一方、この属性を設定してある場合は、
ノードが所有権の確立を試みる優先順位を指定する必要があります。

preferenced属性を無効にすると、failback属性も自動的に無効に設定されま
す。ただし、preferenced属性を有効または再有効にする場合は、failback属性
を有効にするか無効にするかを選択できます。

preferenced属性を有効または再有効にした場合は、主所有権の設定一覧でノード
の順序を確立し直す必要があります。

次の手順では、scsetup(1M)を使用して、Solstice DiskSuite/Solaris Volume
Managerまたは VxVMディスクデバイスグループの preferenced属性と
failback属性を設定または設定解除します。
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この手順を実行するには、属性値を変更するディスクデバイスグループの名前が必要
です。

1. クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. scsetup(1M)ユーティリティを実行します。

メインメニューが表示されます。

# scsetup

3. 4 (デバイスグループとボリューム)を選択して、デバイスグループで作業を行いま
す。

「デバイスグループメニュー」が表示されます。

4. 6 (ディスクグループのキープロパティを変更)を選択して、デバイスグループの重要
なプロパティを変更します。

「デバイスグループのプロパティ変更メニュー」が表示されます。

5. 1 (preferencedまたは failbackプロパティを変更)を選択して、デバイスグループの
プロパティを変更します。

指示に従って、デバイスグループの preferencedおよび failbackオプションを設
定します。

6. ディスクデバイスグループの属性が変更されたことを確認します。

次のコマンドを実行して、表示されるデバイスグループ情報を確認します。

# scconf -p

例—ディスクデバイスグループのプロパティの変更
次に、scsetupでディスクデバイスグループ (dg-schost-1)の属性値を設定したと
きに生成される scconfコマンドの例を示します。

# scconf -c -D name=dg-schost-1,nodelist=phys-schost-1:phys-schost-2,\
preferenced=true,failback=enabled,numsecondaries=1

# scconf -p | grep デバイス
デバイスグループ名: dg-schost-1
デバイスグループのタイプ: SDS
デバイスグループの有効なフェイルバック: yes
デバイスグループのノードリスト: phys-schost-1, phys-schost-2
デバイスグループの順序つきノードリスト: yes
デバイスグループの希望のセカンダリ数: 1

デバイスグループのディスクセット名: dg-schost-1
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� デバイスグループの二次ノードの希望数を変更す
る
デバイスグループの二次ノードのデフォルト数は 1に設定されます。この設定は、主
ノードに障害が発生した場合にデバイスグループの主ノードの所有者となることがで
きる、デバイスグループ内のノード数を指定します。二次ノードの希望数の値には、1
からデバイスグループ内の主ノード以外のプロパイダノード数までの任意の整数を設
定できます。

numsecondariesプロパティが変更されたとき、二次ノードの実際数と希望数の間
に整合性がない場合、二次ノードはデバイスグループに追加されたり、デバイスグ
ループから削除されたりします。

この手順では、scsetup(1M)を使用して、Solstice DiskSuite/Solaris Volume
Managerまたは VxVMディスクデバイスグループの numsecondariesプロパ
ティを設定または設定解除します。デバイスグループを構成するときのディスクデバ
イスグループのオプションについては、scconf_dg_rawdisk(1M)、
scconf_dg_sds(1M)、scconf_dg_svm(1M)、および scconf_dg_vxvm(1M)を参
照してください。

1. クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. scsetupユーティリティを実行します。

# scsetup

メインメニューが表示されます。

3. 4 (デバイスグループとボリューム)を選択して、デバイスグループで作業を行いま
す。

「デバイスグループメニュー」が表示されます。

4. 6 (デバイスグループのキープロパティ変更)を選択して、デバイスグループの重要な
プロパティを変更します。

「デバイスグループのプロパティ変更メニュー」が表示されます。

5. 2 (numsecondariesプロパティを変更)を選択して、二次ノードの希望数を変更しま
す。

指示に従って、ディスクデバイスグループに構成したい二次ノードの希望数を入力し
ます。適切な値を入力すると、対応する scconfコマンドが実行され、ログが出力さ
れ、ユーザーは前のメニューに戻ります。

6. ディスクデバイスグループの属性が変更されたことを確認します。

次のコマンドを実行して、表示されるデバイスグループ情報を確認します。

# scconf -p
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例—二次ノードの希望数の変更
次に、デバイスグループ (dg-schost-1)の二次ノードの希望数を構成するときに、
scsetupによって生成される scconfコマンドの例を示します。この例では、
ディスクグループとボリュームは以前に作成されているものと想定しています。

# scconf -c -D name=phys-host-1,nodelist=phys-schost-1:phys-schost-2,phys-schost-3\
preferenced=true,failback=enabled,numsecondaries=1

# scconf -p | grep デバイス
デバイスグループ名: dg-schost-1
デバイスグループのタイプ: SDS/SVM
デバイスグループの有効なフェイルバック: yes
デバイスグループのノードリスト: phys-schost-1, phys-scost-2, phys-schost-

3
デバイスグループの順序つきノードリスト: yes
デバイスグループの希望のセカンダリ数: 1
デバイスグループのディスクセット名: dg-schost-1

次に、ヌル文字列値を使用して、二次ノードのデフォルト数を構成する例を示しま
す。デバイスグループは、デフォルト値が変更されても、デフォルト値を使用するよ
うに構成されます。

# scconf -c -D
name=diskgrp1, nodelist=host1:host2:host3,
preferenced=false,failback=enabled,numsecondaries=
# scconf -p | grep デバイス
デバイスグループ名: dg-schost-1
デバイスグループのタイプ: SDS/SVM
デバイスグループの有効なフェイルバック: yes
デバイスグループのノードリスト: phys-schost-1, phost-2, phys-schost-3
デバイスグループの順序つきノードリスト: yes
デバイスグループの希望のセカンダリ数: 1
デバイスグループのディスクセット名: dg-schost-1

� ディスクデバイスグループ構成の一覧を表示する
構成の一覧を表示するために、スーパーユーザーになる必要はありません。

ディスクデバイスグループ構成情報の一覧を表示するには、次の 3つの方法がありま
す。

� SunPlex Manager GUIを使用

詳細については、SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。

� scstat(1M)を使用して、ディスクデバイスグループ構成の一覧を表示

% scstat -D

� scconf(1M)を使用して、ディスクデバイスグループ構成の一覧を表示
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% scconf -p

例— scstatによるディスクデバイスグループ構成の一
覧の表示
scstat -D コマンドを使用すると、次の情報が表示されます。

-- デバイスグループのサーバー --
デバイスグループ プライマリ セカンダリ
------------ ------- ---------

デバイスグループのサーバー: schost-2 - -
デバイスグループのサーバー: schost-1 phys-schost-2 phys-schost-3
デバイスグループのサーバー: schost-3 - -
-- デバイスグループの状態 --

デバイスグループ 状態
------------ ------

デバイスグループの状態: schost-2 オフライン
デバイスグループの状態: schost-1 オンライン
デバイスグループの状態: schost-3 オフライン

例— scconfによるディスクデバイスグループ構成の一
覧の表示
scconfコマンドを使用するときは、ディスクグループ名の下に表示される情報を確
認します。

# scconf -p
...
デバイスグループ名: dg-schost-1

デバイスグループのタイプ: SDS/SVM
デバイスグループの有効なフェイルバック: yes
デバイスグループのノードリスト: phys-schost-2, phys-schost-3

ディスクセット名: dg-schost-1

� デバイスグループの主ノードを切り替える
次の手順は、アクティブでないデバイスグループを起動する (オンラインにする)とき
にも使用できます。

SunPlex Manager GUIを使用すると、アクティブでないデバイスグループをオンライ
ンにしたり、デバイスグループの主ノードを切り替えたりすることができます。詳細
については、SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。

1. クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになります。
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2. scswitch(1M)を使用して、ディスクデバイスグループの主ノードを切り替えます。

# scswitch -z -D disk-device-group -h node

-z 切り替えを実行します。

-D disk-device-group 切り替えるデバイスグループを指定します。

-h node 切り替え先のノードの名前を指定します。このノードが新しい
主ノードになります。

3. ディスクデバイスグループが新しい主ノードに切り替わったことを確認します。

ディスクデバイスグループが適切に登録されている場合、次のコマンドを使用する
と、新しいディスクデバイスグループの情報が表示されます。

# scstat -D

例—ディスクデバイスグループの主ノードの切り替え
次に、ディスクデバイスグループの主ノードを切り替えて変更結果を確認する例を示
します。

# scswitch -z -D dg-schost-1 -h phys-schost-1
# scstat -D

-- デバイスグループのサーバー --
デバイスグループ プライマリ セカンダリ
------------ ------- ---------

デバイスグループのサーバー: dg1 phys-schost-1 phys-schost-2

-- デバイスグループの状態 --
デバイスグループ 状態

------------ ------

デバイスグループの状態: dg1 オンライン

� ディスクデバイスグループを保守状態にする
デバイスグループを保守状態にすることによって、デバイスのいずれかにアクセスさ
れたときに、デバイスグループが自動的にオンラインになることを防ぎます。デバイ
スグループを保守状態にする必要があるのは、修理手順において、修理が終わるま
で、すべての入出力活動を停止する必要がある場合などです。また、デバイスグルー
プを保守状態にすることによって、別のノード上のディスクセットまたはディスクグ
ループを修復していても、当該ノード上のディスクデバイスグループはオンラインに
ならないため、データの損失を防ぎます。
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注 –デバイスグループを保守状態にする前に、そのデバイスへのすべてのアクセスを
停止し、依存するすべてのファイルシステムをマウント解除する必要があります。

1. デバイスグループを保守状態にします。

# scswitch -m -D disk-device-group

2. 修理手順を実行するときに、ディスクセットまたはディスクグループの所有権が必要
な場合は、ディスクセットまたはディスクグループを手動でインポートします。

� Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerの場合:

# metaset -C take -f -s diskset

注意 – Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerディスクセットの所有権を取得す
る場合、デバイスグループが保守状態にあるときは、metaset -C take コマンドを
使用する必要があります。metaset -t を使用すると、所有権の取得作業の一部とし
て、デバイスグループがオンラインになります。VxVMディスクグループをインポー
トする場合、ディスクグループをインポートするときは、-t フラグを使用する必要
があります。こうすることによって、当該ノードが再起動した場合に、ディスクグ
ループが自動的にインポートされることを防ぎます。

� VERITAS Volume Managerの場合:

# vxdg -t import disk-group-name

3. 必要な修理手順をすべて実行します。

4. ディスクセットまたはディスクグループの所有権を解放します。

注意 –ディスクデバイスグループを保守状態から戻す前に、ディスクセットまたは
ディスクグループの所有権を解放する必要があります。解放しないと、データを損失
する可能性があります。

� Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerの場合:

# metaset -C release -s diskset

� VERITAS Volume Managerの場合:

# vxdg deport disk-group-name

5. ディスクデバイスグループをオンラインにします。

# scswitch -z -D disk-device-group -h node
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例—ディスクデバイスグループを保守状態にする
次に、ディスクデバイスグループ dg-schost-1を保守状態にして、修理作業後に保
守状態から戻す例を示します。

[ディスクデバイスグループを保守状態にする]
# scswitch -m -D dg-schost-1

[必要に応じてディスクセットまたはディスクグループを手動でインポートする]
Solstice DiskSuite/Solaris Volume Manager の場合:
# metaset -C take -f -s dg-schost-1

VERITAS Volume Manager の場合:
# vxdg -t import dg1

[必要な修理作業がすべて完了する]

[所有権を開放する]
Solstice DiskSuite/Solaris Volume Manager の場合:
# metaset -C release -s dg-schost-1

VERITAS Volume Manager の場合:
# vxdg deport dg1

[ディスクデバイスグループをオンラインにする]

# scswitch -z -D dg-schost-1 -h phys-schost-1

クラスタファイルシステムの管理
表 3–3作業リスト :クラスタファイルシステムの管理

作業 参照箇所

Sun Clusterの初期インストールの後
で、クラスタファイルシステムを追
加

- newfs(1M)と mkdirを使用しま
す。

82ページの「クラスタファイルシステムを追加する」

クラスタファイルシステムを削除

- fuser(1M)と umount(1M)を使用
します。

86ページの「クラスタファイルシステムを削除する」

ノード間で一貫性を保つように、ク
ラスタ内の広域マウントポイントを
検査

- sccheck(1M)を使用します。

88ページの「クラスタ内の広域マウントを確認する」
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� クラスタファイルシステムを追加する
次の作業は、Sun Clusterの初期インストール後に作成するクラスタファイルシステム
ごとに実行します。

注意 –正しいディスクデバイス名を指定していることを確認してください。クラスタ
ファイルシステムを作成すると、ディスク上のデータはすべて消去されます。デバイ
ス名を誤って指定すると、本来消去する必要のないデータを失うことになります。

クラスタファイルシステムを追加するには以下が必要です。

� クラスタ内の任意のノードでのスーパーユーザー特権。

� ボリュームマネージャソフトウェアがクラスタ上にインストールおよび構成されて
いること。

� クラスタファイルシステムの作成先がデバイスグループ (Solstice DiskSuite/Solaris
Volume Managerデバイスグループまたは VxVMデバイスグループ)、またはブ
ロックディスクスライスである。

SunPlex Managerを使用してデータサービスをインストールした場合は、1つ以上の
クラスタファイルシステムがすでに自動的に作成されています (十分な共有ディスク
が存在する場合)。

1. クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。

ヒント –ファイルシステムを迅速に作成するには、ファイルシステムを作成する広域
デバイスの現在の主ノード上でスーパーユーザーになります。

2. newfs(1M)コマンドを使用してファイルシステムを作成します。

注 – newfs(1M)コマンドは、新しい UFSファイルシステムを作成するときだけ有効
です。新しい VxFSファイルシステムを作成する場合は、VxFSマニュアルの手順に
従ってください。

# newfs raw-disk-device

次の表に、引数 raw-disk-deviceの名前の例を挙げます。命名規則はボリュームマネー
ジャごとに異なるので注意してください。
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表 3–4 rawディスクデバイス名の例

使用中のボリューム
管理ソフトウェア 使用可能なディスクデバイス名 説明

Solstice
DiskSuite/Solaris
Volume Manager

/dev/md/oracle/rdsk/d1 oracleメタセット内部の raw
ディスクデバイス d1

VERITAS Volume
Manager

/dev/vx/rdsk/oradg/vol01 oradgディスクグループ内部の raw
ディスクデバイス vol01

なし /dev/global/rdsk/d1s3 ブロックスライス d1s3の raw
ディスクデバイス

3. クラスタ内の各ノードで、クラスタファイルシステムのマウントポイントディレクト
リを作成します。

クラスタファイルシステムにアクセスしないノードがある場合でも、マウントポイン
トは各ノードごとに必要です。

ヒント –管理を行いやすくするには、マウントポイントを /global/device-group
ディレクトリに作成します。これを使用することによって、広域に利用できるクラス
タファイルシステムを、ローカルファイルシステムから簡単に判別できるようになり
ます。

# mkdir -p /global/device-group/mountpoint

device-group デバイスが含まれるデバイスグループ名に対応するディレクトリ
名を指定します。

mountpoint クラスタファイルシステムのマウント先のディレクトリ名を指定
します。

4. クラスタ内にある各ノード上で、/etc/vfstabファイルにマウントポイント用のエ
ントリを追加します。

a. 次の必須マウントオプションを使用します。

注 –ロギングはすべてのクラスタファイルシステムに必要です。

� Solaris UFSロギング – global,loggingマウントオプションを使用します。
UFSマウントポイントの詳細については、mount_ufs(1M)のマニュアルペー
ジを参照してください。
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注 – syncdirマウントオプションは UFSクラスタファイルシステムには必要
ありません。syncdirを指定すると、POSIXに準拠したファイルシステムの
動作が保証されます。指定しない場合は、UFSファイルシステムと同じ動作に
なります。syncdirを指定しない場合、ディスクブロックを割り当てる (つま
り、データをファイルに追加するような)書き込みの性能が大幅に向上しま
す。ただし、場合によっては、syncdirを指定しないと、ファイルを閉じるま
で容量不足の状態を検出できません。syncdirを指定しないことで生じる問題
はほとんどありません。syncdir (つまり、POSIXの動作)を指定した場合、
空間不足状態はファイルを閉じる前に見つかります。

� Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerトランスメタデバイスまたはトラ
ンザクションボリューム– globalマウントオプションを使用します (logging
マウントオプションを使用してはいけません)。トランスメタデバイスとトラン
ザクションボリュームを設定する方法については、Solstice DiskSuite/Solaris
Volume Managerのマニュアルを参照してください。

注 –将来の Solarisリリースでは、トランザクションボリュームは Solarisオペ
レーティング環境から削除される予定です。Solaris 8リリースからサポートさ
れている Solaris UFSロギングは、トランザクションボリュームと同じ機能を
備えており、より高い性能を提供します。UFSロギングでは、システム管理の
要件やオーバーヘッドが軽減されます。

� VxFSロギング – global, logマウントオプションを使用します。VxFSマウ
ントオプションの詳細については、mount_vxfs(1M)のマニュアルページを参
照してください。

b. クラスタファイルシステムを自動的にマウントするには、mount at boot フィー
ルドを yesに設定します。

c. クラスタファイルシステムごとに、各ノードの /etc/vfstabファイルにあるエ
ントリの情報が同じであることを確認します。

d. 各ノードの /etc/vfstabファイルにあるエントリのデバイスの順番が同じであ
ることを確認します。

e. ファイルシステムの起動順の依存関係を検査します。

たとえば、phys-schost-1がディスクデバイス d0を /global/oracleにマウ
ントし、phys-schost-2がディスクデバイス d1を /global/oracle/logsに
マウントすると仮定します。この構成では、phys-schost-1が起動して
/global/oracleをマウントした後にのみ、phys-schost-2が起動して
/global/oracle/logsをマウントできます。

詳細については、vfstab(4)のマニュアルページを参照してください。
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5. クラスタ内にある任意のノード上で、マウントポイントが存在し、クラスタ内にある
すべてのノード上で /etc/vfstabファイルのエントリが正しいことを確認します。

# sccheck

エラーがない場合は何も表示されません。

6. クラスタ内にある任意のノードから、クラスタファイルシステムをマウントします。

# mount /global/device-group/mountpoint

7. クラスタの各ノードで、クラスタファイルシステムがマウントされていることを確認
します。

マウントされているファイルシステムのリストを表示するには、df(1M)コマンドま
たは mount(1M)コマンドを使用できます。

Sun Cluster環境で VxFSクラスタファイルシステムを管理するには、管理コマンドは
VxFSクラスタファイルシステムがマウントされている主ノードから実行する必要が
あります。

例—クラスタファイルシステムの追加
次に、Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerメタデバイス
/dev/md/oracle/rdsk/d1上に UFSクラスタファイルシステムを作成する例を示
します。

# newfs /dev/md/oracle/rdsk/d1
...

[各ノード上で以下のコマンドを実行:]
# mkdir -p /global/oracle/d1

# vi /etc/vfstab
#device device mount FS fsck mount
mount
#to mount to fsck point type pass at boot
options
#
/dev/md/oracle/dsk/d1 /dev/md/oracle/rdsk/d1 /global/oracle/d1 ufs 2 yes
global,logging
[保存し終了する]

[1つのノード上で以下のコマンドを実行する:]
# sccheck
# mount /global/oracle/d1
# mount
...
/global/oracle/d1 on /dev/md/oracle/dsk/d1 read/write/setuid/global/logging/

largefiles on Sun Oct 3 08:56:16 2001
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� クラスタファイルシステムを削除する
クラスタファイルシステムを削除するには、単に、そのクラスタファイルシステムの
マウントを解除します。データも削除する場合は、配下のディスクデバイス (または
メタデバイスかボリューム)をシステムから削除します。

注 –クラスタファイスシステムは、scshutdown(1M)を実行してクラスタ全体を停止
したときに、システム停止処理の一環として自動的にマウント解除されます。
shutdownを実行して単独でノードを停止したときはマウント解除されません。な
お、停止するノードが、ディスクに接続されている唯一のノードの場合は、その
ディスク上のクラスタファイルシステムにアクセスしようとするとエラーが発生しま
す。

クラスタファイルシステムをマウント解除するには以下が必要です。

� クラスタ内の任意のノードでのスーパーユーザー特権。

� ファイルシステムが使用中でないこと。ファイルシステムが使用中と見なされるの
は、ユーザーがファイルシステム内のディレクトリにアクセスしている場合や、プ
ログラムがファイルシステム内のファイルを開いている場合です。ユーザーやプロ
グラムは、クラスタ内のどのノードでもアクセスできます。

1. クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. マウントされているクラスタファイルシステムを確認します。

# mount -v

3. 各ノードで、クラスタファイルシステムを使用中の全プロセスの一覧を表示し、停止
するプロセスを判断します。

# fuser -c [ -u ] mountpoint

-c ファイルシステムのマウントポイントにあたるファイルと、マウ
ントされているファイルシステム内にあるファイルを報告しま
す。

-u (任意)各プロセス IDのユーザーログイン名を表示します。

mountpoint プロセスを停止するクラスタファイルシステムの名前を指定しま
す。

4. 各ノードで、クラスタファイルシステムのプロセスをすべて停止します。

プロセスは任意の方法で停止できます。必要であれば、次のコマンドを使用して、ク
ラスタファイルシステムに関係するプロセスを強制終了します。

# fuser -c -k mountpoint

クラスファイルシステムを使用している各ノードに SIGKILLが送信されます。
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5. 各ノードで、ファイルシステムを使用しているプロセスがないことを確認します。

# fuser -c mountpoint

6. 1つのノードからファイルシステムをマウント解除します。

# umount mountpoint

mountpoint マウント解除するクラスタファイルシステムの名前を指定しま
す。クラスタファイルシステムがマウントされているディレクト
リの名前や、ファイルシステムのデバイス名パスを指定できま
す。

7. (任意) /etc/vfstabファイルを編集して、削除するクラスタファイルシステムのエ
ントリを削除します。

この手順は、このクラスタファイルシステムのエントリがその /etc/vfstabファイ
ルにあるクラスタノードごとに実行します。

8. (任意)ディスクデバイスグループ、メタデバイス、プレックスを削除します。

詳細については、ボリューム管理ソフトウェアのマニュアルを参照してください。

例—クラスタファイルシステムの削除
次に、Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerメタデバイス
/dev/md/oracle/rdsk/d1にマウントされている UFSクラスタファイルシステム
を削除する例を示します。

# mount -v
...
/global/oracle/d1 on /dev/md/oracle/dsk/d1 read/write/setuid/global/logging/largefiles
# fuser -c /global/oracle/d1
/global/oracle/d1: 4006c
# fuser -c -k /global/oracle/d1
/global/oracle/d1: 4006c
# fuser -c /global/oracle/d1
/global/oracle/d1:
# umount /global/oracle/d1

(各ノードごとに強調表示されているエントリを削除する:)
# vi /etc/vfstab
#device device mount FS fsck mount mount
#to mount to fsck point type pass at boot options
#
/dev/md/oracle/dsk/d1 /dev/md/oracle/rdsk/d1 /global/oracle/d1 ufs 2 yes global,logging

[保存し終了する]
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注 –クラスタファイルシステム上のデータを削除するには、配下のデバイスを削除し
ます。詳細については、ボリューム管理ソフトウェアのマニュアルを参照してくださ
い。

� クラスタ内の広域マウントを確認する
sccheck(1M)ユーティリティーを使用して、/etc/vfstabファイル内のクラスタ
ファイルシステムのエントリの構文を確認します。エラーがない場合は何も表示され
ません。

注 – sccheckは、デバイスやボリューム管理コンポーネントに影響を及ぼすような
変更 (クラスタファイルシステムの削除など)をクラスタ構成に加えた後で実行しま
す。

1. クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. クラスタの広域マウントを確認します。

# sccheck
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第 4章

定足数の管理

この章では、Sun Cluster内の定足数 (quorum)の管理手順について説明します。

この章で説明する手順は次のとおりです。

� 91ページの「定足数デバイスを追加する」
� 93ページの「定足数デバイスを削除する」
� 94ページの「クラスタから最後の定足数デバイスを削除する」
� 95ページの「定足数デバイスを交換する」
� 98ページの「定足数デバイスを保守状態にする」
� 99ページの「定足数デバイスを保守状態から戻す」
� 101ページの「クラスタ構成を一覧表示する」

この章で示す例は、主に 3ノードクラスタです。

定足数と定足数デバイスの概念については、『Sun Cluster 3.1の概念』を参照してく
ださい。

定足数の管理の概要
scconf(1M)コマンドを使用すると、定足数の管理手順をすべて実行できます。ま
た、scsetup(1M)対話型ユーティリティや SunPlex Manager GUIを使用しても、い
くつかの管理手順を実行できます。この章の管理手順は、可能な限り scsetupを使
用して説明してあります。GUIを使用して定足数手順を実行する方法については、
SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。

定足数関連の scconfコマンドが中断または失敗すると、定足数の構成情報は、クラ
スタ構成データベースで矛盾することになります。この場合、コマンドを再度実行す
るか、resetオプションを指定して scconfを実行し、定足数の構成をリセットして
ください。
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注 – scsetup(1M)ユーティリティは、scconf(1M)コマンドの対話的なインタ
フェースです。scsetupを実行すると、scconfコマンドが生成されます。これらの
コマンドは、各説明の後にある例の中で示しています。

定足数の構成を表示できるコマンドには、 scstat -q と scconf -p の 2 つがあり
ます。この章の手順では、通常、scconf を使用していますが、scstat -q も使用で
きます。

表 4–1作業リスト :定足数の管理

作業 参照箇所

定足数デバイスをクラスタに追加

- scsetup(1M)を使用します。

91ページの「定足数デバイスを追加する」

定足数デバイスをクラスタから削除

- scsetupを使用して、scconfを
生成します。

93ページの「定足数デバイスを削除する」

最後の定足数デバイスをクラスタか
ら削除

- scsetupを使用して、scconfを
生成します。

94ページの「クラスタから最後の定足数デバイスを削
除する」

クラスタの定足数デバイスの交換

-上記の追加および削除手順を使用し
ます。

95ページの「定足数デバイスを交換する」

定足数デバイスを保守状態に変更

(保守状態にある場合、定足数デバイ
スは定足数確立の投票に参加しませ
ん。)

- scsetupを使用して、scconfを
生成します。

98ページの「定足数デバイスを保守状態にする」

定足数構成をデフォルトの状態にリ
セット

- scsetupを使用して、scconfを
生成します。

99ページの「定足数デバイスを保守状態から戻す」

定足数デバイスおよび投票数の一覧
表示

-scconf(1M)を使用します。

101ページの「クラスタ構成を一覧表示する」
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定足数デバイスへの動的再構成
クラスタ内の定足数デバイス上で動的再構成 (DR)を実行するときには、いくつかの
問題を考慮する必要があります。

� Solarisの DR機能の説明で述べられているすべての必要条件、手順、制限は Sun
Clusterの DRサポートにも適用されます (オペレーティング環境での休止操作を
除く)。したがって、Sun Clusterソフトウェアで DR機能を使用する前には必ず、
Solarisの DR機能についての説明を熟読してください。特に、DR削除操作中に、
ネットワークに接続されていない入出力デバイスに影響する問題については熟考し
てください。

� Sun Clusterは、定足数デバイス用に構成されたインタフェースが存在する場合
DR削除操作を実行できません。

� DR操作がアクティブなデバイスに影響する場合、Sun Clusterはその操作を拒否
して、その操作から影響を受けるデバイスを識別します。

定足数デバイスを削除するには、次の手順をその順番どおりに行います。

表 4–2作業マップ:定足数デバイスへの動的再構成

作業 参照箇所

1.削除する定足数デバイスと交換す
る、新しい定足数デバイスを有効に
設定

91ページの「定足数デバイスを追加する」

2.削除する定足数デバイスを無効に
設定

93ページの「定足数デバイスを削除する」

3.削除する定足数デバイス上で DR
削除操作を実行

「Solaris 8 on Sun Hardware」コレクションと「Solaris 9
on Sun Hardware」コレクションの『Sun Enterprise
10000 DR構成マニュアル』と『Sun Enterprise 10000
Dynamic Reconfigurationリファレンスマニュアル』

� 定足数デバイスを追加する
この手順は、SunPlex Manager GUIを使用しても実行できます。詳細については、
SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。

この手順を実行するには、ノードが共有するデバイス ID (DID)によりディスクドライ
ブを確認します。scdidadm(1M)コマンドを使用して、DID名の一覧を表示します。
詳細については、scdidadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

この手順で使用するコマンドについては、scsetup(1M)および scconf(1M)のマ
ニュアルページを参照してください。

1. クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. scsetupユーティリティを実行します。
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# scsetup

メインメニューが表示されます。

3. 定足数デバイスで作業するには、1 (定足数)を選択します。

「定足数メニュー」が表示されます。

4. 定足数デバイスを追加するには、1 (定足数ディスクを追加)を選択します。

手順に従い、使用するデバイス名を定足数デバイスとして入力します。

5. 定足数デバイスが追加されていることを確認します。

# scstat -q

6. 記憶装置を共有するノードの各グループに、手順 3から手順 5を繰り返します。

例—定足数デバイスの追加
次に、定足数デバイスを追加するときに scsetupにより生成される scconfコマン
ドと、検証手順の例を示します。

クラスタの任意のノード上でスーパーユーザーになる
[scsetupユーティリティを実行する:]
# scsetup
「定足数」を選択し、次に「定足数ディスクを追加」を選択する.
プロンプトが表示されたら「yes」と答える
[scconfコマンドが正常に終了したことを確認する:]

scconf -a -q globaldev=d20

コマンドの実行が正常に終了したら scsetup を終了する
scsetup 定足数メニューとメインメニューを終了する
[定足数デバイスが削除されたことを確認する]
# scstat -q

-- 定足数の要約 --

可能な定足数投票: 4
必要な定足数投票数: 3
存在する定足数投票数: 4

-- ノードによる定足数の投票数 --

ノード名 存在する 可能な 状態
--------- ------- -------- ------

ノードの投票数: phys-schost-1 1 1 オンライン
ノードの投票数: phys-schost-2 1 1 オンライン

-- デバイスによる定足数の投票数 --

デバイス名 存在する 可能な 状態
----------- ------- -------- ------

デバイスの投票数: /dev/did/rdsk/d3s2 1 1 オンライン
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デバイスの投票数: /dev/did/rdsk/d4s2 1 1 オンライン

� 定足数デバイスを削除する
この手順は、SunPlex Manager GUIを使用しても実行できます。詳細については、
SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。

定足数ディスクを削除すると、そのディスクは定足数確立の投票に参加できなくなり
ます。2ノードクラスタでは、定足数デバイスが少なくとも 1つは構成されている必
要があります。構成されているデバイスが、クラスタの最後の定足数デバイスの場合
は、scconf(1M)は失敗してデバイスは構成から削除されません。

注 –削除するデバイスが、クラスタの最後の定足数デバイスの場合は、94ページ
の「クラスタから最後の定足数デバイスを削除する」を参照してください。

1. クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. 削除する定足数デバイスを判別します。

# scconf -pv | grep 定足数

3. scsetup(1M)ユーティリティを実行します。

# scsetup

メインメニューが表示されます。

4. 1 (定足数)を選択して、定足数デバイスで作業します。

5. 2 (定足数ディスクを削除)を選択して定足数デバイスを削除します。

削除プロセス中に表示される質問に答えます。

6. scsetupを終了します。

7. 定足数デバイスが削除されたことを確認します。

# scstat -q

例—定足数デバイスの削除
次に、2つ以上の定足数デバイスが構成されているクラスタから定足数デバイスを削
除する例を示します。

任意のノード上でスーパーユーザーになり削除するノードを保守状態にする
[削除する定足数デバイスを判別する:]
# scconf -pv | grep Quorum
[scsetupユーティリティを実行する:]
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# scsetup
「定足数」を選択し、次に「定足数ディスクを削除」を選択する.
プロンプトが表示されたら「yes」と答える
[sconfコマンドが正常に終了したことを確認:]

scconf -r -q globaldev=d4

コマンドの実行が正常に終了したら scsetup を終了する
scsetup 定足数メニューとメインメニューを終了する
[定足数デバイスが削除されたことを確認する:]
# scstat -q

-- 定足数の要約 --

可能な定足数投票: 3
必要な定足数投票数: 2
存在する定足数投票数: 3

-- ノードによる定足数の投票数 --

ノード名 存在する 可能な 状態
--------- ------- -------- ------

ノードの投票数: phys-schost-1 1 1 オンライン
ノードの投票数: phys-schost-2 1 1 オンライン

-- デバイスによる定足数の投票数 --

デバイス名 存在する 可能な 状態
----------- ------- -------- ------

デバイスの投票数: /dev/did/rdsk/d3s2 1 1 オンライン

� クラスタから最後の定足数デバイスを削除する
削除するデバイスが、クラスタ内の最後の定足数デバイスではない場合は、93ページ
の「定足数デバイスを削除する」を参照してください。

注 – 2ノードクラスタでは、定足数デバイスが少なくとも 1つは構成されている必要
があります。構成されているデバイスが、2ノードクラスタの最後の定足数デバイス
の場合は、scconf(1M)を使用して構成からデバイスを削除できるように、このクラ
スタをインストールモードにする必要があります。これは、クラスタからノードを削
除する場合にだけ行います。

1. クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになり、削除するノードを保守状態
にします。

124ページの「ノードを保守状態にする」を参照してください。

2. クラスタをインストールモードにします。
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# scconf -c -q installmode

3. scconfコマンドを使用して定足数デバイスを削除します。

クラスタがインストールモードである場合、scsetup(1M)クラスタ管理メニューオ
プションは利用できません。

# scconf -r -q globaldev=device

4. 定足数デバイスが削除されたことを確認します。

# scstat -q

例—最後の定足数デバイスの削除
次に、クラスタ構成の最後の定足数デバイスを削除する例を示します。

[任意のノード上でスーパーユーザーになる]
[クラスタをインストールモードにする:]
# scconf -c -q installmode
[定足数デバイスを削除する:]
# scconf -r -q globaldev=d3
[定足デバイスが削除されたことを確認する:]
# scstat -q

-- 定足数の要約 --

可能な定足数投票: 2
必要な定足数投票数: 2
存在する定足数投票数: 2

-- ノードによる定足数の投票数 --

ノード名 存在する 可能な 状態
--------- ------- -------- ------

ノードの投票数: phys-schost-1 1 1 オンライン
ノードの投票数: phys-schost-2 1 1 オンライン

-- デバイスによる定足数の投票数 --

デバイス名 存在する 可能な 状態
----------- ------- -------- ------

� 定足数デバイスを交換する
1. 交換するディスクが含まれているディスク格納装置上で、新しい定足数デバイスを構
成します。

最初に、古いデバイスの代わりに、新しい定足数デバイスを構成に追加する必要があ
ります。新しい定足数デバイスをクラスタに追加する方法については、91ページ
の「定足数デバイスを追加する」を参照してください。

2. 障害が発生したディスクを定足数デバイスとして削除します。
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古い定足数デバイスを構成から削除する方法については、93ページの「定足数デバイ
スを削除する」を参照してください。

3. 障害のあるディスクを交換します。

各自のディスク筐体のハードウェア手順については、『Sun Cluster 3.1 Hardware
Administration Manual』を参照してください。

� 定足数デバイスのノードリストを変更する
scsetup(1M)ユーティリティを使用すると、既存の定足数デバイスのノードリスト
にノードを追加したり、ノードリストからノードを削除できます。定足数デバイスの
ノードリストを変更するには、定足数デバイスを削除し、削除した定足数デバイスへ
のノードの物理的な接続を変更して、定足数デバイスをクラスタ構成に追加し直す必
要があります。定足数デバイスを追加すると、scconf(1M)は自動的に、ディスクが
接続されているすべてのノードについて、ノードからディスクへのパスを構成しま
す。

1. クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. 変更したい定足数デバイスの名前を判別します。

# scconf -p | grep 定足数

3. scsetupユーティリティを実行します。

# scsetup

メインメニューが表示されます。

4. 1 (定足数)を選択して、定足数デバイスで作業します。

「定足数メニュー」が表示されます。

5. 2 (定足数ディスクを削除)を選択して、定足数デバイスを削除します。

指示に従います。削除するディスクの名前を問い合わせられます。

6. 定足数デバイスへのノードの物理的な接続を追加または削除します。

7. 1 (定足数ディスクを追加)を選択して、定足数デバイスを追加します。

指示に従います。定足数デバイスとして使用するディスクの名前を問い合わせられま
す。

8. 定足数デバイスが追加されていることを確認します。

# scstat -q
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例—定足数デバイスのノードリストの変更
次に、scsetupユーティリティを使用して、定足数デバイスのノードリストにノード
を追加したり、ノードリストからノードを削除する例を示します。この例では、定足
数デバイスの名前は d2であり、この手順の最終目的は別のノードを定足数デバイス
のノードリストに追加することです。

[クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになる]
[変更したい定足数デバイス名を判別する:]
# scconf -p | grep 定足数
定足数デバイス: d2
定足数デバイス名: d2
定足数デバイス投票権: 1
有効な定足数デバイス: yes
定足数デバイス名: /dev/did/rdsk/d2s2
定足数デバイスのホスト (有効): phys-host-1 phys-host-2
定足数デバイスのホスト (無効):

[ユーティリティを実行する:]
# scsetup
1 (定足数).
2 (定足数ディスクを削除).
プロンプトが表示されたら「yes」と答える
項目: 例:
定足数デバイス名 d2

[scconfコマンドが正常に終了したことを確認する:]

scconf -r -q globaldev=d2

コマンドが正常に終了する
1 (定足数)
1 (定足数ディスクの追加)を選択する
プロンプトが表示されたら「yes」と答える
項目: 例:
定足数デバイス名 d2

[scconf コマンドが正常に終了したことを確認する:] scconf -a -q globaldev=d2
コマンドが正常に終了したことを確認する
scsetupユーティリティを終了する
[正しいノードが定足数デバイスに接続されることを確認する。この例では phys-schost-3が有効ホストリストに追加され
ていることを確認する]
# scconf -p | grep Quorum
定足数デバイス: d2
定足数デバイス名: d2
定足数デバイス投票権: 2
可能な定足数投票数: yes
定足数デバイス名: /dev/did/rdsk/d2s2
定足数デバイスのホスト (有効): phys-schost-1 phys-schost-2

phys-schost-3
定足数デバイスのホスト (無効):

[変更した定足数デバイスがオンラインであることを確認する]
# scstat -q
-- デバイスによる定足数の投票数 --

デバイス名 存在する 可能な 状態
----------- ------- -------- ------

デバイスの投票数: /dev/did/rdsk/d2s2 1 1 オンライン
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[定足数デバイスが削除されたことを確認する:]
# scstat -q

-- 定足数の要約 --

可能な定足数投票: 4
必要な定足数投票数: 3
存在する定足数投票数: 4

-- ノードによる定足数の投票数 --

ノード名 存在する 可能な 状態
--------- ------- -------- ------

ノードの投票数: phys-schost-1 1 1 オンライン
ノードの投票数: phys-schost-2 1 1 オンライン

-- デバイスによる定足数の投票数 --

デバイス名 存在する 可能な 状態
----------- ------- -------- ------

デバイスの投票数: /dev/did/rdsk/d3s2 1 1 オンライン
デバイスの投票数: /dev/did/rdsk/d4s2 1 1 オンライン

� 定足数デバイスを保守状態にする
定足数デバイスを保守状態にするには、scconf(1M)コマンドを使用する必要があり
ます。現在、scsetup(1M)ユーティリティーにこの機能はありません。この手順
は、SunPlex Manager GUIを使用しても実行できます。詳細については、SunPlex
Managerのオンラインヘルプを参照してください。

サービスから定足数デバイスを長時間はずす場合は、その定足数デバイスを保守状態
にします。保守状態のデバイスの定足数投票数 (quorum vote count)はゼロに設定さ
れるため、そのデバイスが稼働中でも定足数確立の投票には参加しません。保守状態
でも定足数デバイスの構成情報は保持されます。

注 – 2ノードクラスタでは、定足数デバイスが少なくとも 1つは構成されている必要
があります。構成されているデバイスが 2ノードクラスタの最後の定足数デバイスの
場合は、scconfは失敗してデバイスは保守状態になりません。

クラスタノードを保守状態にする方法については、124ページの「ノードを保守状態
にする」を参照してください。

1. クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. 定足数デバイスを保守状態にします。

# scconf -c -q globaldev=device,maintstate

-c scconf コマンドの変更フォームを指定します。
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-q 定足数オプションを管理します。

globaldev=device変更するディスクデバイスの DID名 (d4など)を指定します。

maintstate 共有定足数デバイスを保守状態にします。

3. 定足数デバイスが保守状態にあることを確認します。

保守状態にしたデバイスの出力は、定足数デバイスの投票数 (以下の例の Quorum
device votes)がゼロになっていなければなりません。

# scconf -p | grep 定足数

例—定足数デバイスを保守状態にする
次に、定足数デバイスを保守状態にし、結果を検証する例を示します。

# scconf -c -q globaldev=d20,maintstate
# scconf -p | grep 定足数
ノードの定足数投票数: 1
ノードの定足数投票数: 1

定足数デバイス: d20
定足数デバイス名: d20
定足数デバイス投票権: 0
有効な定足数デバイス: no
定足数デバイス名: /dev/did/rdsk/d20s2
定足数デバイスのホスト (有効): phys-schost-2 phys-schost-3

定足数デバイスのホスト (無効):

次に進む手順
定足数デバイスを有効にし直す方法については、99ページの「定足数デバイスを保
守状態から戻す」を参照してください。

ノードを保守状態にする方法については、124ページの「ノードを保守状態にする」
を参照してください。

� 定足数デバイスを保守状態から戻す
保守状態にあった定足数デバイスをオンラインに戻した場合は、次の手順に従って、
定足数投票数 (quorum vote count)をリセットしてデフォルト設定に戻します。クラ
スタノードのデフォルトの投票数は 1です。定足数デバイスのデフォルトの投票数は
N-1です。Nは、投票数が 0以外で、定足数デバイスが構成されているポートを持つ
ノードの数を示します。

保守状態の定足数デバイスを、保守状態から戻した場合は、必ずこの手順を実行して
ください。
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注意 – globaldevまたは nodeオプションのどちらも指定しない場合、定足数投票
数はクラスタ全体でリセットされます。

クラスタノードおよび関連する定足数デバイスを保守状態から戻す方法については、126
999ページの「ノードを保守状態から戻す」を参照してください。

1. クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. 定足数投票数をリセットします。

# scconf -c -q globaldev=device,reset

-c scconf コマンドの変更フォームを指定します。

-q 定足数オプションを管理します。

globaldev=deviceリセットする定足数デバイスの DID名 (d4など)を指定します。

reset 定足数をリセットする変更フラグです。

3. ノードが保守状態にあったために定足数投票数をリセットする場合は、このノードを
再起動します。

4. 定足数投票数を確認します。

# scconf -p | grep 定足数

例—定足数投票数 (定足数デバイス)のリセット
次に、定足数デバイスの投票数をリセットしてデフォルト設定に戻し、結果を検証す
る例を示します。

# scconf -c -q globaldev=d20,reset
# scconf -p | grep 定足数
Node quorum vote count: 1
Node quorum vote count: 1

定足数デバイス: d20
定足数デバイス名: d20
定足数デバイス投票権: 1
有効な定足数デバイス: yes
定足数デバイス名: /dev/did/rdsk/d20s2
定足数デバイスのホスト (有効): phys-schost-2 phys-schost-3

定足数デバイスのホスト (無効):

100 Sun Cluster 3.1のシステム管理 • 2003年 2月, Revision A



� クラスタ構成を一覧表示する
この手順は、SunPlex Manager GUIを使用しても実行できます。詳細については、
SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。

定足数構成を一覧表示するには、スーパーユーザーになる必要はありません。

� scconf(1M)を使用して、定足数構成を一覧表示します。

# scconf -p | grep 定足数

例—定足数構成の一覧表示
# scconf -p | grep “定足数 | 投票”
ノード定足数投票数: 1
ノード定足数投票数: 1
定足数デバイス: d20
定足数デバイス名: d20
定足数デバイス投票権: 1
有効な定足数デバイス: yes
定足数デバイス名: /dev/did/rdsk/d20s2
定足数デバイスのホスト (有効): phys-schost-2 phys-schost-3

定足数デバイスのホスト (無効):

第 4章 •定足数の管理 101



102 Sun Cluster 3.1のシステム管理 • 2003年 2月, Revision A



第 5章

クラスタインターコネクトとパブ
リックネットワークの管理

この章では、Sun Clusterインターコネクトとパブリックネットワークのソフトウェア
上の作業手順について説明します。

クラスタインターコネクトとパブリックネットワークの管理には、ハードウェア上の
作業とソフトウェア上の作業が含まれます。通常、初めてクラスタをインストールお
よび構成するときには、IPネットワークマルチパス (IP Network Multipathing)グ
ループを含むクラスタインターコネクトとパブリックネットワークを構成します。後
で、クラスタインターコネクトネットワーク構成を変更する必要になった場合は、こ
の章のソフトウェア手順を使用します。IP Network Multipathingグループを構成す
る方法については、114ページの「パブリックネットワークの管理」の節を参照して
ください。

この章で説明する手順は次のとおりです。

� 106ページの「クラスタインターコネクトの状態を確認する」
� 107ページの「クラスタトランスポートケーブル、トランスポートアダプタ、トラ
ンスポート接続点を追加する」

� 108ページの「クラスタトランスポートケーブル、トランスポートアダプタ、トラ
ンスポート接続点を削除する」

� 111ページの「クラスタトランスポートケーブルを有効にする」
� 112ページの「クラスタトランスポートケーブルを無効にする」
� 114ページの「クラスタで IPネットワークマルチパスグループを管理する」

この章に関連する手順の概要については、表 5–1と表 5–3を参照してください。

クラスタインターコネクトとパブリックネットワークの背景情報や概要については、
『Sun Cluster 3.1の概念』を参照してください。
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クラスタインターコネクトの管理
この節では、クラスタトランスポートアダプタやクラスタトランスポートケーブルな
どのクラスタインターコネクトの再構成手順について説明します。これらの手順で
は、Sun Clusterソフトウェアをインストールする必要があります。

通常、scsetup(1M)ユーティリティーを使用して、クラスタインターコネクトのク
ラスタトランスポートを管理できます。詳細は、scsetup(1M)のマニュアルページ
を参照してください。

クラスタソフトウェアをインストールする手順については、『Sun Cluster 3.1ソフト
ウェアのインストール』を参照してください。クラスタハードウェアコンポーネント
をサービスする手順については、『Sun Cluster 3.1 Hardware Administration
Manual』を参照してください。

注 –クラスタインターコネクト手順中、通常は、(適切であれば)、デフォルトのポー
ト名を選択してもかまいません。デフォルトのポート名は、ケーブルのアダプタ側が
接続されているノードの内部ノード ID番号と同じです。ただし、SCIなどの特定の種
類のアダプタではデフォルトのポート名は使用できません。

表 5–1作業リスト:クラスタインターコネクトの管理

作業 参照箇所

クラスタトランスポートの管理

- scsetup(1M)を使用します。

22ページの「scsetupユーティリティーにアクセスす
る」

クラスタインターコネクトの状態の
確認

- scstatを使用します。

106ページの「クラスタインターコネクトの状態を確認
する」

クラスタトランスポートケーブル、
トランスポートアダプタまたは、ト
ランスポート接続点の削除

- scstat(1M)を使用します。

107ページの「クラスタトランスポートケーブル、トラ
ンスポートアダプタ、トランスポート接続点を追加す
る」

クラスタトランスポートケーブル、
トランスポートアダプタまたは、ト
ランスポート接続点の削除

- scsetupを使用します。

108ページの「クラスタトランスポートケーブル、トラ
ンスポートアダプタ、トランスポート接続点を削除す
る」

104 Sun Cluster 3.1のシステム管理 • 2003年 2月, Revision A



表 5–1作業リスト:クラスタインターコネクトの管理 (続き)
作業 参照箇所

クラスタトランスポートケーブルの
有効化

- scsetupを使用

111ページの「クラスタトランスポートケーブルを有効
にする」

クラスタトランスポートケーブルの
無効化

- scsetupを使用

112ページの「クラスタトランスポートケーブルを無効
にする」

クラスタインターコネクトでの動的再構成
クラスタインターコネクト上で動的再構成 (DR)を実行するときには、いくつかの問
題を考慮する必要があります。

� Solarisの DR機能の説明で述べられているすべての必要条件、手順、制限は Sun
Clusterの DRサポートにも適用されます (オペレーティング環境での休止操作を
除く)。したがって、Sun Clusterソフトウェアで DR機能を使用する前には必ず、
Solarisの DR機能についての説明を熟読してください。特に、DR削除操作中に、
ネットワークに接続されていない入出力デバイスに影響する問題については、熟考
してください。

� Sun Clusterは、アクティブなプライベートインターコネクトインタフェース上で
実行された DRボード削除操作を拒否します。

� DRのボード削除操作によってアクティブなプライベートインターコネクトインタ
フェースに影響がある場合には、Sun Clusterは操作を拒否し、操作によって影響
を受けるインタフェースを特定します。

注意 – Sun Clusterの個々のクラスタノードには、他のすべてのクラスタノードに対
する有効なパスが、少なくとも 1つは存在していなければなりません。ほかのクラス
タノードへの最後のパスをサポートするプライベートインターコネクトインタフェー
スを無効にしてはなりません。

パブリックネットワークインタフェース上で DR操作を実行するときは、次の手順を
その順番どおりに行います。

表 5–2作業マップ:パブリックネットワークインタフェースへの動的再構成

作業 参照箇所

1.アクティブなインターコネクトか
らインタフェースを無効にして削除

108ページの「クラスタトランスポートケーブル、トラ
ンスポートアダプタ、トランスポート接続点を削除す
る」

第 5章 •クラスタインターコネクトとパブリックネットワークの管理 105



表 5–2作業マップ:パブリックネットワークインタフェースへの動的再構成 (続き)
作業 参照箇所

2.パブリックネットワークインタ
フェース上で DR操作を実行

「Solaris 8 on Sun Hardware」コレクションと「Solaris 9
on Sun Hardware」コレクションの『Sun Enterprise
10000 DR構成マニュアル』と『Sun Enterprise 10000
Dynamic Reconfigurationリファレンスマニュアル』

� クラスタインターコネクトの状態を確認する
この手順は、SunPlex Manager GUIを使用しても実行できます。詳細については、
SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。

この手順を実行するためにスーパーユーザーとしてログインする必要はありません。

1. クラスタインターコネクトの状態を確認します。

# scstat -W

2. 一般的な状態メッセージについては、以下を参照してください。

状態メッセージ 説明および可能な処置

Path online パスが現在正常に機能しています。処置は必要ありません。

Path waiting パスが現在初期化中です。処置は必要ありません。

Path faulted パスが機能していません。これは、パスが一時的に待機状態とオンライン
状態の中間にある状態の可能性があります。再び scstat -W を実行して
もメッセージが繰り返される場合は、適切な処置を行ってください。

例—クラスタインターコネクトの状態を確認する
次に、正常に機能しているクラスタインターコネクトの状態の例を示します。

# scstat -W
-- クラスタトランスポートパス --

エンドポイント エンドポイント 状態
-------- -------- ------

トランスポートパス: phys-schost-1:qfe1 phys-schost-2:qfe1 Path online
トランスポートパス: phys-schost-1:qfe0 phys-schost-2:qfe0 Path online
トランスポートパス: phys-schost-1:qfe1 phys-schost-3:qfe1 Path online
トランスポートパス: phys-schost-1:qfe0 phys-schost-3:qfe0 Path online
トランスポートパス: phys-schost-2:qfe1 phys-schost-3:qfe1 Path online

トランスポートパス: phys-schost-2:qfe0 phys-schost-3:qfe0 Path online
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� クラスタトランスポートケーブル、トランスポー
トアダプタ、トランスポート接続点を追加する
この手順は、SunPlex Manager GUIを使用しても実行できます。詳細については、
SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。

1. クラスタトランスポートケーブルが物理的に取り付けられていることを確認します。

クラスタトランスポートケーブルをインストールする手順については、『Sun
Cluster 3.1 Hardware Administration Manual』を参照してください。

2. クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになります。

3. scsetupユーティリティーを実行します。

# scsetup

メインメニューが表示されます。

4. 3 (クラスタインターコネクト)を入力して、「クラスタインターコネクトメニュー」
にアクセスします。

注 – SCIアダプタを使用する構成では、この手順の「Add (追加)」部分において表示
されるアダプタ接続 (ポート名)のデフォルトを受け入れてはいけません。その代わり
に、ノードに物理的に (ケーブルで)接続されている、Dolphinスイッチ上のポート名
(0、1、2、または 3)を指定します。

5. 1 (トランスポートケーブルを追加)を選択してトランスポートケーブルを追加しま
す。

指示に従い、必要な情報を入力します。

6. 2 (トランスポートアダプタをノードに追加)を選択してトランスポートアダプタを追
加します。

指示に従って、必要な情報を入力します。

7. 3(トランスポート接続点を追加)を選択してトランスポート接続点を追加します。

指示に従い、必要な情報を入力します。

8. クラスタトランスポートケーブル、トランスポートアダプタ、トランスポート接続点
が追加されたことを確認します。

# scconf -p
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例—クラスタトランスポートケーブル、トランスポート
アダプタ、トランスポート接続点の追加
次に、scsetupコマンドを使用して、トランスポートケーブル、トランスポートアダ
プタ、トランスポート接続点をノードに追加する例を示します。

[ケーブルがインストールされているか確認する]
すべてのノードでスーパーユーザーになり、メンテナンス状態で削除されるようにノードを設定する
# scsetup
クラスタインターコネクトを選択する
「トランスポートケーブルを追加」、「トランスポートアダプタをノードに追加」、「トランスポート接続点を追加」の
中からいずれかを選択する
プロンプトが表示されたら質問に答える
必須: 例:
ノード名 phys-schost-1
アダプタ名 qfe2
接続点名 hub2
トランスポートタイプ dlpi

[scconf コマンドが正常に終了したことを確認する]
コマンドが正常に完了しました
scsetup クラスタインターコネクトメニューとメインメニューを停止する
[ケーブル、アダプタ、接続点が追加されたことを確認する:]
# scconf -p | grep "ケーブル"
トランスポートケーブル: phys-schost-2:qfe0@1 ethernet-1@2 Enabled
トランスポートケーブル: phys-schost-3:qfe0@1 ethernet-1@3 Enabled
トランスポートケーブル: phys-schost-1:qfe0@0 ethernet-1@1 Enabled

# scconf -p | grep "ノードのトランスポートアダプタ"
ノードのトランスポートアダプタ: qfe2 hme1 qfe0
ノードのトランスポートアダプタ: qfe0
ノードのトランスポートアダプタ: qfe0 qfe2 hme1
ノードのトランスポートアダプタ: qfe0
ノードのトランスポートアダプタ: qfe0 qfe2 hme1
ノードのトランスポートアダプタ: qfe0

# scconf -p | grep "クラスタのトランスポート接続点"
クラスタのトランスポート接続点: hub0 hub1 hub2
クラスタのトランスポート接続点: hub0
クラスタのトランスポート接続点: hub1

クラスタのトランスポート接続点: hub2

� クラスタトランスポートケーブル、トランスポー
トアダプタ、トランスポート接続点を削除する
この手順は、SunPlex Manager GUIを使用しても実行できます。詳細については、
SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。

次の手順を使用して、クラスタトランスポートケーブル、クラスタトランスポートア
ダプタ、およびトランスポート接続点をノード構成から削除します。ケーブルが無効
な場合、このケーブルの 2つの終端は構成されたままになります。トランスポート
ケーブルの終端として使用されているアダプタは削除できません。
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注意 –各クラスタノードには、他のすべてのクラスタノードに対する (機能している)
トランスポートパスが少なくとも 1つずつ必要です。2つのノードは必ず接続されて
おり、お互いに分離されているノードは存在しません。ケーブルを無効にする前に
は、必ず、ノードのクラスタインターコネクトの状態を確認してください。状態が冗
長な場合、つまり別の接続が使用できる場合だけ、ケーブル接続を無効にします。状
態が冗長な場合、つまり別の接続が使用できる場合だけ、ケーブル接続を無効にしま
す。ノードの最後の機能しているケーブルを無効にすると、そのノードはクラスタメ
ンバーシップから外れます。

1. クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. 残りのクラスタトランスポートパスの状態を確認します。

# scstat -W

注意 – 2ノードクラスタのいずれかのノードを削除しようとして「パス障害 (Path
faulted)」などのエラーメッセージが表示された場合、この手順を続ける前に問題を調
査してください。このような問題は、ノードパスが利用できないことを示していま
す。残りの正常なパスを削除すると、このノードはクラスタメンバーシップから外
れ、クラスタが再構成されます。

3. scsetupユーティリティーを実行します。

# scsetup

メインメニューが表示されます。

4. 3 (クラスタインターコネクト)を選択して、「クラスタインターコネクトメニュー」
にアクセスします。

5. 4 (トランスポートケーブルを削除)を選択して、ケーブルを削除します。

指示に従い、必要な情報を入力します。アプリケーションのノード名、アダプタ名、
および接続点名を知っておく必要があります。

注 –ケーブルを物理的に取り外す場合は、ポートと宛先デバイスをつないでいるケー
ブルを切り離します。

6. アダプタを削除するには、5 (トランスポートアダプタをノードから削除)を選択しま
す。

指示に従い、必要な情報を入力します。アプリケーションのノード名、アダプタ名、
および接続点名を知っておく必要があります。
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注 –アダプタをノードから物理的に取り外す場合のハードウェアサービス手順につい
ては、『Sun Cluster 3.1 Hardware Administration Manual』を参照してください。

7. 接続点を削除するには、6 (トランスポート接続点を削除)を選択します。

指示に従い、必要な情報を入力します。アプリケーションのノード名、アダプタ名、
および接続点名を知っておく必要があります。

注 –ポートがトランスポートケーブルの終端として使用されている場合、接続点は削
除できません。

8. ケーブルまたはアダプタが削除されたことを確認します。

# scconf -p

ノードからトランスポートケーブルやトランスポートアダプタが削除された場合は、
このコマンドの出力には表示されません。

例—トランスポートケーブル、トランスポートアダプ
タ、トランスポート接続点の削除
次に、scsetupコマンドを使用して、トランスポートケーブル、トランスポートアダ
プタ、またはトランスポート接続点を削除する例を示します。

[すべてのノードでスーパーユーザーになる]
[ユーティリティーを入力する]
# scsetup
3 を入力 (クラスタインターコネクト).
「トランスポートケーブルを削除」、「トランスポートアダプタをノードから削除」、「トランスポート接続点を削除」
の中からいずれかを選択する
プロンプトが表示されたら質問に答える
必須: 例:
ノード名 phys-schost-1
アダプタ名 qfe1
接続点名 hub1

[scconfコマンドが正常に終了したことを確認する]
“コマンドが正常に完了しました”
scsetup クラスタインターコネクトメニューとメインメニューを停止する
[ケーブル、アダプタ、接続点が取り除かれたことを確認する:]
# scconf -p | grep "ケーブル"
トランスポートケーブル: phys-schost-2:qfe0@1 ethernet-1@2 Enabled
トランスポートケーブル: phys-schost-3:qfe0@1 ethernet-1@3 Enabled
トランスポートケーブル: phys-schost-1:qfe0@0 ethernet-1@1 Enabled

# scconf -p | grep "ノードのトランスポートアダプタ"
ノードのトランスポートアダプタ: qfe2 hme1 qfe0
ノードのトランスポートアダプタ: qfe0
ノードのトランスポートアダプタ: qfe0 qfe2 hme1
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ノードのトランスポートアダプタ qfe0
ノードのトランスポートアダプタ: qfe0 qfe2 hme1
ノードのトランスポートアダプタ: qfe0

# scconf -p | grep "クラスタのトランスポート接続点"
クラスタのトランスポート接続点: hub0 hub2
クラスタのトランスポート接続点: hub0

クラスタのトランスポート接続点: hub2

� クラスタトランスポートケーブルを有効にする
この手順は、SunPlex Manager GUIを使用しても実行できます。詳細については、
SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。

このオプションを使用して、既存のクラスタトランスポートケーブルを有効にしま
す。

1. クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. scsetup(1M)ユーティリティを実行します。

# scsetup

メインメニューが表示されます。

3. 2 (クラスタインターコネクト)を選択して、「クラスタインターコネクトメニュー」
にアクセスします。

4. 7 (トランポートケーブルを有効化)を選択して、トランスポートケーブルを有効にし
ます。

プロンプトが表示されたら、指示に従います。ケーブルのいずれかの終端のノード名
およびアダプタ名の両方を入力する必要があります。

5. ケーブルが有効になっていることを確認します。

# scconf -p

例—クラスタトランスポートケーブルを有効にする
次に、ノード phys-schost-2にあるアダプタ qfe-1のクラスタトランスポート
ケーブルを有効にする例を示します。

[すべてのノードでスーパーユーザーになる]
[scsetupユーティリティーを入力する]
# scsetup
「クラスタインターコネクト」、続いて「トランスポートケーブルを有効化」を選択する
プロンプトが表示されたら質問に答える
以下の情報が必要となる
必須: 例:
ノード名 phys-schost-2
アダプタ名 qfe1
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接続点名 hub1
[scconfコマンドが正常に終了したことを確認する:]

scconf -c -m endpoint=phys-schost-2:qfe1,state=enabled

コマンドが正常に完了しました
setup クラスタインターコネクトメニューとメインメニューを停止する
[ケーブル、アダプタ、接続点が取り除かれたことを確認する:]
# scconf -p | grep "トランスポートケーブル"
トランスポートケーブル: phys-schost-2:qfe1@0 ethernet-1@2 Enabled
トランスポートケーブル: phys-schost-3:qfe0@1 ethernet-1@3 Enabled

トランスポートケーブル: phys-schost-1:qfe0@0 ethernet-1@1 Enabled

� クラスタトランスポートケーブルを無効にする
この手順は、SunPlex Manager GUIを使用しても実行できます。詳細については、
SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。

クラスタトランスポートケーブルを無効にして、クラスタインターコネクトパスを一
時的に停止する必要があることがあります。これは、クラスタインターコネクトで発
生する問題の解決や、クラスタインターコネクトのハードウェアの交換に便利です。

ケーブルが無効な場合、このケーブルの 2つの終端は構成されたままになります。ト
ランスポートケーブルの終端として使用されているアダプタは削除できません。

注意 –各クラスタノードには、他のすべてのクラスタノードに対する (機能している)
トランスポートパスが少なくとも 1つずつ必要です。2つのノードは必ず接続されて
おり、お互いに分離されているノードは存在しません。ケーブルを無効にする前に
は、必ず、ノードのクラスタインターコネクトの状態を確認してください。状態が冗
長な場合、つまり別の接続が使用できる場合だけ、ケーブル接続を無効にします。状
態が冗長な場合、つまり別の接続が使用できる場合だけ、ケーブル接続を無効にしま
す。ノードの最後の機能しているケーブルを無効にすると、そのノードはクラスタメ
ンバーシップから外れます。

1. クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. ケーブルを無効にする前に、クラスタインターコネクトの状態を確認します。

# scstat -W
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注意 – 2ノードクラスタのいずれかのノードを削除しようとして「パス障害 (Path
faulted)」などのエラーメッセージが表示された場合、この手順を続ける前に問題を調
査してください。このような問題は、ノードパスが利用できないことを示していま
す。残りの正常なパスを削除すると、このノードはクラスタメンバーシップから外
れ、クラスタが再構成されます。

3. scsetup(1M)ユーティリティを実行します。

# scsetup

メインメニューが表示されます。

4. 3 (クラスタインターコネクト)を選択して、「クラスタインターコネクトメニュー」
にアクセスします。

5. 8 (トランスポートケーブルを無効化)を選択してケーブルを無効にします。

指示に従い、必要な情報を入力します。このクラスタインターコネクトのすべてのコ
ンポーネントは無効になります。ケーブルのいずれかの終端のノード名およびアダプ
タ名の両方を入力する必要があります。

6. ケーブルが無効になっていることを確認します。

# scconf -p

例—クラスタトランスポートケーブルを無効にする
次に、ノード phys-schost-2にあるアダプタ qfe-1のクラスタトランスポート
ケーブルを無効にする例を示します。

[すべてのノードでスーパーユーザーになる]
[scsetupユーティリティーを入力する:]
# scsetup
「クラスタインターコネクト」、続いて「トランスポートケーブルを無効化」を選択する
プロンプトが表示されたら質問に答える
以下の情報が必要になる
必須: 例:
ノード名 phys-schost-2
アダプタ名 qfe1
接続点名 hub1

[scconfコマンドが正常に終了したことを確認する:]

scconf -c -m endpoint=phys-schost-2:qfe1,state=disabled

コマンドが正常に完了しました
scsetup クラスタインターコネクトメニューとメインメニューを停止する
[ケーブルが無効化されたことを確認する:]
# scconf -p | grep "トランスポートケーブル"
トランスポートケーブル: phys-schost-2:qfe1@0 ethernet-1@2 Disabled
トランスポートケーブル: phys-schost-3:qfe0@1 ethernet-1@3 Enabled
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トランスポートケーブル: phys-schost-1:qfe0@0 ethernet-1@1 Enabled

パブリックネットワークの管理
Sun Cluster 3.1はパブリックネットワークの IPネットワークマルチパス (Internet
Protocol)の Solaris実装をサポートします。IPネットワークマルチパスの基本的な管
理は、クラスタ環境でも非クラスタ環境でも同じです。マルチパスの管理について
は、適切な Solarisのマニュアルを参照してください。しかし、Sun Cluster環境で IP
ネットワークマルチパスを管理する前には、以下のガイドラインを熟読してくださ
い。

� クラスタで IPネットワークマルチパスグループを
管理する
IPネットワークマルチパス手順をクラスタ上で実行する前に、次のガイドラインにつ
いて考慮してください。

� 各パブリックネットワークアダプタは、マルチパスグループに属している必要があ
ります。

� Ethernetアダプタの local-mac-address?変数の値は trueである必要があり
ます。

� マルチパスグループのアダプタごとに、テスト IPアドレスを構成する必要があり
ます。

� 同じ多重グループ内にあるすべてのアダプタのテスト IPアドレスは、単一の IPサ
ブネットに属している必要があります。

� テスト IPアドレスは高可用性ではないので、通常のアプリケーションが使用して
はいけません。

� マルチパスグループの命名に制限はありません。しかし、リソースグループを構成
するとき、netiflistには、任意のマルチパス名にノード ID番号またはノード
名が続くものを指定します。たとえば、マルチパスグループの名前が sc_ipmp0
であるとき、ノード IDが 1である phys-schost-1というノード上にアダプタ
が存在する場合、netiflistには sc_ipmp0@1または sc_ipmp0@phys-
schost-1のどちらを指定してもかまいません。

� あらかじめ IPアドレスをグループ内の削除する予定のアダプタから代替アダプタ
にスイッチオーバーせずに、IPネットワークマルチパスグループのアダプタを構
成解除 (アンプラム)または停止しないようにします (つまり、 if_mpadm(1M)コ
マンドを使用)。

� 個々のマルチパスグループから削除する前に、アダプタを別のサブネットに配線し
ないようにします。
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� 論理アダプタ操作は、マルチパスグループで監視中の場合でもアダプタに対して行
うことができます。

� クラスタ内の各ノードについて、最低 1つのパブリックネットワーク接続を維持し
なければなりません。クラスタは、パブリックネットワーク接続がないとアクセス
できません。

� クラスタ上の IPネットワークマルチパスグループの状態を表示するには、
scstat(1M)に -iオプションを指定して実行します。

IPネットワークマルチパスの詳細については、Solarisシステム管理マニュアルセット
の適切なマニュアルを参照してください。

表 5–3作業リスト :パブリックネットワークの管理

Solarisオペレーティング環境のリリース 参照先

Solaris 8オペレーティング環境 『IPネットワークマルチパスの管理』

Solaris 9オペレーティング環境 『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』

クラスタソフトウェアをインストールする手順については、『Sun Cluster 3.1ソフト
ウェアのインストール』を参照してください。パブリックネットワーキングハード
ウェアコンポーネントをサービスする手順については、『Sun Cluster 3.1 Hardware
Administration Manual』を参照してください。

パブリックネットワークインタフェースでの動的
再構成
クラスタ内のパブリックネットワークインタフェース上で動的再構成 (DR)を実行す
るときには、いくつかの問題を考える必要があります。

� Solarisの DR機能の説明で述べられているすべての必要条件、手順、制限は Sun
Clusterの DRサポートにも適用されます (オペレーティング環境での休止操作を
除く)。したがって、Sun Clusterソフトウェアで DR機能を使用する前には必ず、
Solarisの DR機能についての説明を熟読してください。特に、DR削除操作中に、
ネットワークに接続されていない入出力デバイスに影響する問題については、熟考
してください。

� DRボード削除操作は、パブリックネットワークインタフェースがアクティブでな
いときだけ成功します。アクティブなパブリックネットワークインタフェースを削
除する前に、if_mpadm(1M)コマンドを使用して、IPアドレスをマルチパスグ
ループ内の削除する予定のアダプタから代替アダプタに切り換えます。

� アクティブなネットワークインタフェースを適切に無効にせずにパブリックネット
ワークインタフェースカードを削除しようとした場合、Sun Clusterはその操作を
拒否して、その操作から影響を受けるインタフェースを識別します。

第 5章 •クラスタインターコネクトとパブリックネットワークの管理 115



注意 – 2つのアダプタを持つマルチパスグループの場合、無効にしたネットワークア
ダプタ上で DR削除操作を実行している間に残りのネットワークアダプタに障害が発
生すると、可用性に影響が生じます。これは、DR操作の間は、残りのネットワーク
アダプタのフェイルオーバー先が存在しないためです。

パブリックネットワークインタフェース上で DR操作を実行するときは、次の手順を
その順番どおりに行います。

表 5–4作業マップ:パブリックネットワークインタフェースへの動的再構成

作業 参照箇所

1. if_mpadmを使用し
て、IPアドレスをマル
チパスグループ内の削
除する予定のアダプタ
から代替アダプタへの
切り換えを実行

if_mpadm (1M) のマニュアルページ。

適切な Solarisのマニュアル:

Solaris 8:『IPネットワークマルチパスの管理』

Solaris 9:『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』

2. ifconfig コマンド
を使用して、マルチパ
スグループからアダプ
タを削除

適切な Solarisのマニュアル:

Solaris 8:『IPネットワークマルチパスの管理』

Solaris 9:『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』

ifconfig(1M)のマニュアルページ。

3.パブリックネット
ワークインタフェース
上で DR操作を実行

「Solaris 8 on Sun Hardware」コレクションと「Solaris 9 on Sun
Hardware」コレクションの『Sun Enterprise 10000 DR構成マニュア
ル』と『Sun Enterprise 10000 Dynamic Reconfigurationリファレンスマ
ニュアル』
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第 6章

クラスタの管理

この章では、クラスタ全体に影響を与える項目の管理手順について説明します。

この章で説明する手順は次のとおりです。

� 118ページの「クラスタ名を変更する」
� 119ページの「ノード IDをノード名にマップする」
� 119ページの「新しいクラスタノード認証で作業する」
� 121ページの「クラスタの時刻をリセットする」
� 121ページの「ノードで OpenBoot PROM (OBP)に入る」
� 122ページの「プライベートホスト名を変更する」
� 124ページの「ノードを保守状態にする」
� 126ページの「ノードを保守状態から戻す」
� 130ページの「ノードを認証ノードリストに追加する」
� 132ページの「クラスタソフトウェア構成からノードを削除する」
� 135ページの「Sun Clusterソフトウェアをクラスタノードからアンインストール
する」

クラスタ管理の概要
表 6–1作業リスト :クラスタの管理

作業 参照箇所

クラスタの名前の変更 118ページの「クラスタ名を変更する」

ノード IDおよびそれらの対応する
ノード名の一覧の表示

119ページの「ノード IDをノード名にマップする」

クラスタへの新しいノードの追加を
許可または拒否

119ページの「新しいクラスタノード認証で作業する」
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表 6–1作業リスト :クラスタの管理 (続き)
作業 参照箇所

Network Time Protocol (NTP)を使用
してクラスタの時刻を変更

121ページの「クラスタの時刻をリセットする」

ノードを停止し、OpenBoot™
PROMに入る

121ページの「ノードで OpenBoot PROM (OBP)に入
る」

プライベートホスト名を変更 122ページの「プライベートホスト名を変更する」

クラスタノードを保守状態に変更 124ページの「ノードを保守状態にする」

クラスタノードを保守状態から復帰 126ページの「ノードを保守状態から戻す」

ノードをクラスタに追加 130ページの「ノードを認証ノードリストに追加する」

ノードをクラスタから削除 132ページの「クラスタソフトウェア構成からノードを
削除する」

� クラスタ名を変更する
必要に応じて、初期インストール後にクラスタ名を変更できます。

1. クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. scsetup(1M)ユーティリティーを起動します。

# scsetup

メインメニューが表示されます。

3. クラスタ名を変更するには、7 (クラスタその他のプロパティ)を選択します。

「クラスタその他のプロパティ」メニューが表示されます。

4. メニューから選択を行って、画面の指示に従います。

例—クラスタ名の変更
次に、scsetupユーティリティーから生成された scconf(1M)コマンドを使用し
て、新しいクラスタ名 dromedaryに変更する例を示します。

# scconf -c -C cluster=dromedary
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� ノード IDをノード名にマップする
Sun Clusterのインストール時に、各ノードには、自動的に一意のノード ID番号が割
り当てられます。このノード ID番号は、最初にクラスタに加わったときの順番で
ノードに割り当てられます。一度割り当てられた番号は変更できません。ノード ID
番号は、通常、エラーメッセージが発生したクラスタノードを識別するために、エ
ラーメッセージで使用されます。この手順を使用し、ノード IDとノード名間の
マッピングを判別します。

構成情報の一覧を表示するために、スーパーユーザーになる必要はありません。

� scconf(1M)コマンドを使用して、クラスタ構成情報の一覧を表示します。

% scconf -pv | grep "ノード ID"

例—ノード名のノード IDへのマップ
次に、ノード IDの割り当て例を示します。

% scconf -pv | grep “ノード ID”
(phys-schost-1) “ノード ID”:

1
(phys-schost-2) “ノード ID”:

2
(phys-schost-3) “ノード ID”:

3

� 新しいクラスタノード認証で作業する
Sun Clusterを使用すると、新しいノードをクラスタに追加できるか、またどのような
認証タイプかを判別できます。パブリックネットワーク上のクラスタに加わる新しい
ノードを許可したり、新しいノードがクラスタに加わることを拒否したり、クラスタ
に加わるノードを特定できます。新しいノードは、標準 UNIXまたは Diffie-Hellman
(DES)認証を使用し、認証することができます。DES認証を使用して認証する場合、
ノードが加わるには、すべての必要な暗号化鍵を構成する必要があります。詳細につ
いては、keyserv(1M)および publickey(4)のマニュアルページを参照してくださ
い。

1. クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. scsetup(1M)ユーティリティを実行します。

# scsetup

メインメニューが表示されます。

3. クラスタ認証で作業するには、6 (新規ノード)を選択します。

「新規ノード」メニューが表示されます。
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4. メニューから選択を行って、画面の指示に従います。

例—新しいマシンがクラスタに追加されないようにする
次に、新しいマシンがクラスタに追加されないようにする、scsetupユーティリ
ティーから生成された scconf(1M)コマンドの例を示します。

# scconf -a -T node=.

例—すべての新しいマシンがクラスタに追加されるよう
に許可する
次に、すべての新しいマシンがクラスタに追加されるようにする、scsetupユー
ティリティーから生成された scconf(1M)コマンドの例を示します。

# scconf -r -T all

例—クラスタに追加される新しいマシンを指定する
次に、単一の新しいマシンがクラスタに追加されるようにする、scsetupユーティリ
ティーから生成された scconf(1M)コマンドの例を示します。

# scconf -a -T node=phys-schost-4

例—認証を標準 UNIXに設定する
次に、クラスタに加わる新しいノードの認証を標準 UNIX認証にリセットする、
scsetupユーティリティーから生成された scconf(1M)コマンドの例を示します。

# scconf -c -T authtype=unix

例—認証を DESに設定する
次に、クラスタに加わる新しいノードで DES認証を使用する、scsetupユーティリ
ティーから生成された scconf(1M)コマンドの例を示します。

# scconf -c -T authtype=des

注 – DES認証を使用する場合、クラスタにノードが加わるには、すべての必要な暗号
化鍵を構成する必要があります。詳細については、keyserv(1M)と publickey(4)
のマニュアルページを参照してください。
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� クラスタの時刻をリセットする
Sun Clusterは、Network Time Protocol (NTP)を使用し、クラスタノード間で時刻を
同期させています。クラスタの時刻の調整は、ノードが時刻を同期するときに、必要
に応じて自動的に行われます。詳細については、『Sun Cluster 3.1の概
念』と『Network Time Protocol User’s Guide』を参照してください。

注意 – NTPを使用する場合、クラスタの稼動中はクラスタの時刻を調整しないでくだ
さい。このような調整には、date(1)、rdate(1M)、xntpd(1M)などのコマンドを、
対話的に使用したり、cron(1M)スクリプト内で使用する方法が含まれます。

1. クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. クラスタを停止して OBPプロンプトの状態にします。

# scshutdown -g0 -y

3. 各ノードを非クラスタノードで起動します。

ok boot -x

4. 単一のノードで、date(1)コマンドを実行して時刻を設定します。

# date HHMMSS

5. 他のマシンで、rdate(1M)コマンドを実行し、時刻をこのノードに同期化します。

# rdate hostname

6. 各ノードを起動し、クラスタを再起動します。

# reboot

7. すべてのクラスタノードで変更が行われたことを確認します。

各ノードで、date(1M)コマンドを実行します。

# date

� ノードで OpenBoot PROM (OBP)に入る
OpenBoot PROM設定を構成または変更する必要がある場合は、この手順を使用しま
す。

1. 端末集配信装置 (コンセントレータ)ポートに接続します。

# telnet tc_name tc_port_number

tc_name 端末集配信装置 (コンセントレータ)の名前を指定します。

tc_port_number 端末集配信装置のポート番号を指定します。ポート番号は構成に
依存します。通常、ポート 2 (5002)とポート 3 (5003)は、サイト
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で最初に設置されたクラスタで使用されています。

2. scswitch(1M)コマンドを使用し、クラスタノードを正常に停止し、任意のリソース
またはディスクデバイスグループを排除します。次に、shutdown(1M)コマンドを使
用し、ノードを OBPプロンプトの状態にします。

# scswitch -S -h node[,...]
# shutdown -g0 -y -i0

注意 – クラスタノードを停止する場合は、クラスタコンソール上で send brk を使
用してはいけません。send brk を使用し、OBP プロンプトに go を入力して再起
動すると、ノードがパニックを発生します。この機能はクラスタ内ではサポートされ
ていません。

3. OBPコマンドを実行します。

� プライベートホスト名を変更する
インストール完了後、クラスタノードのプライベートホスト名を変更するには、次の
ようにします。

デフォルトのプライベートホスト名は、クラスタの初期インストール時に割り当てら
れます。デフォルトのプライベートホスト名の形式は、clusternode nodeid -priv
です (clusternode3-priv など)。clusternode3-priv . プライベートホスト名
を変更するのは、すでにその名前がドメイン内で使用されている場合だけにしてくだ
さい。

注意 –新しいプライベートホスト名には IPアドレスを割り当てないでください。ク
ラスタソフトウェアが IPアドレスを割り当てます。

1. クラスタ内のすべてのノード上で、プライベートホスト名をキャッシュする可能性が
あるデータサービスリソースやアプリケーションをすべて無効にします。

# scswitch -n -j resource1, resource2

無効にするアプリケーションには次のようなものがあります。

� HA-DNSと HA-NFSサービス (構成している場合)
� プライベートホスト名を使用するようにカスタマイズしているアプリケーション
� クライアントがプライベートインターコネクト経由で使用しているアプリケー
ション

scswitchコマンドを使用する方法については、scswitch(1M)のマニュアルページ
と、『Sun Cluster 3.1データサービスのインストールと構成』を参照してください。
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2. クラスタ内の各ノード上で、Network Time Protocol (NTP)デーモンを停止します。

NTPデーモンの詳細については、xntpdのマニュアルページを参照してください。

# /etc/init.d/xntpd stop

3. プライベートホスト名を変更するノードの名前を確認します。

# scconf -p | grep “ノード”

4. scsetupユーティリティーを実行して、プライベートホスト名を変更します。

この手順は、クラスタ内の 1つのノードから行うだけでかまいません。

注 –新しいプライベートホスト名を選択するときには、その名前がクラスタノード内
で一意であることを確認してください。

5. 「メインメニュー」から 5 (プライベートホスト名)を選択します。

6. 「Private Hostnames Menu」から 1 (Change a Private Hostname) を選択しま
す。

表示される質問に答えます。ここでは、プライベートホスト名を変更するノードの名
前 (clusternode<nodeid>-priv)と新しいプライベートホスト名を問い合わせられ
ます。

7. ネームサービスキャッシュをフラッシュします。

この手順は、クラスタ内の各ノード上で行います。この作業によって、クラスタアプ
リケーションとデータサービスが古いプライベートホスト名にアクセスすることを防
ぎます。

# nscd -i hosts

8. 各ノード上で ntp.confファイルを編集し、プライベートホスト名を新しいものに変
更します。

編集するツールは任意のものを使用できます。

この手順をインストール時に行う場合は、構成するノードの名前を削除する必要があ
ります。デフォルトのテンプレートには 8つのノードが事前構成されています。通
常、ntp.conf ファイルは各クラスタノード上で同じです。

9. すべてのクラスタノードから新しいプライベートホスト名に pingを実行して応答を
確認します。

10. NTPデーモンを再起動します。

この手順は、クラスタ内の各ノード上で行います。

# /etc/init.d/xntpd start

11. 手順 1で無効にしたデータサービスリソースとアプリケーションをすべて有効にしま
す。
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# scswitch -e -j resource1, resource2

scswitch コマンドを使用する方法については、scswitch(1M) のマニュアルページ
と『Sun Cluster 3.1データサービスのインストールと構成』を参照してください。

例—プライベートホスト名の変更
次に、ノード phys-schost-2上のプライベートホスト名 clusternode2-privを
clusternode4-privに変更する例を示します。

[必要に応じてすべてのアプリケーションとデータサービスを無効化する]
phys-schost-1# /etc/init.d/xntpd stop
phys-schost-1# scconf -p | grep node
...
クラスタノード: phys-schost-1 phys-schost-2 phys-
schost-3
クラスタノード名: phys-schost-1
ノードのプライベート名: clusternode1-priv
クラスタノード名: phys-schost-2
ノードのプライベート名: clusternode2-priv
クラスタノード名: phys-schost-3
ノードのプライベート名: clusternode3-priv
...
phys-schost-1# scsetup
phys-schost-1# nscd -i hosts
phys-schost-1# vi /etc/inet/ntp.conf
...
peer clusternode1-priv
peer clusternode4-priv
peer clusternode3-priv
phys-schost-1# ping clusternode4-priv
phys-schost-1# /etc/init.d/xntpd start

[手順の初めで無効化したすべてのアプリケーションとデータサービスを有効化する]

� ノードを保守状態にする
サービスからクラスタノードを長時間はずす場合は、そのノードを保守状態にしま
す。保守状態のノードは、サービス対象中に定足数確立の投票に参加しません。クラ
スタノードを保守状態にするには、scswitch(1M)および shutdown(1M)を使用し
てこのノードを停止する必要があります。

注 –ノードを 1つだけ停止する場合は、Solarisの shutdownコマンドを使用しま
す。scshutdownコマンドは、クラスタ全体を停止する場合にだけ使用します。
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クラスタノードが停止されて保守状態になると、そのノードのポートで構成されるす
べての定足数デバイスの、定足数投票数 (quorum vote count)が 1つ減ります。この
ノードが保守状態から移動してオンラインに戻されると、ノードおよび定足数デバイ
スの投票数は 1つ増えます。

クラスタノードを保守状態にするには、scconf(1M)コマンドを使用する必要があり
ます。scsetup(1M)ユーティリティには、定足数デバイスを保守状態にする機能は
ありません。

1. 保守状態にするノード上でスーパーユーザーになります。

2. すべてのリソースグループとディスクデバイスグループをノードから退避します。

# scswitch -S -h node[,...]

-S 指定したノードからすべてのデバイスサービスとリソースグループを
退避します。

-h node[,...] リソースグループとデバイスグループを切り替えるノードを指定しま
す。

3. 退避するノードを OBPプロンプトの状態にして、クラスタから抜けます。

# shutdown -g0 -y -i0

4. クラスタ内の別のノードでスーパーユーザーになり、手順 3で停止したノードを保守
状態にします。

# scconf -c -q node=node,maintstate

-c scconf コマンドの変更フォームを指定します。

-q 定足数オプションを管理します。

node=node 変更するノードのノード名またはノード IDを指定します。

maintstate ノードを保守状態にします。

5. クラスタノードが保守状態にあることを確認します。

# scstat -q

保守状態にしたノードの状態はオフラインであり、その Presentと Possibleの定
足数投票数は 0 (ゼロ)である必要があります。

例—クラスタノードを保守状態にする
次に、クラスタノードを保守状態にして、その結果を確認する例を示します。
scstat -q の出力では、phys-schost-1 のノードの投票数は 0 (ゼロ) で、その状態は
オフラインです。定足数の概要では、投票数も減っているはずです。構成によって異
なりますがデバイスによる定足数の投票数の出力では、いくつかの定足数ディスクデ
バイスもオフラインである可能性があります。
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[保守状態にするノード上で次を実行する:]
phys-schost-1# scswitch -S -h phys-schost-1
phys-schost-1# shutdown -g0 -y -i0

[クラスタ内の別のノード上:]
phys-schost-2# scconf -c -q node=phys-schost-1,maintstate
phys-schost-2# scstat -q

-- 定足数の概要 --
可能な定足数投票数: 3
必要な定足数投票数: 2
現在の定足数投票数: 3

-- ノードによる定足数の投票数 --
ノード名 現在の数 可能な数 状態
--------- ------- -------- ------

ノードの投票数: phys-schost-1 0 0 オンライン
ノードの投票数: phys-schost-2 1 1 オンライン
ノードの投票数: phys-schost-3 1 1 オンライン

-- デバイスによる定足数の投票数 --
デバイス名 現在の数 可能な数 状態
----------- ------- -------- ------

デバイスの投票数: /dev/did/rdsk/d3s2 0 0 オンライン
デバイスの投票数: /dev/did/rdsk/d17s2 0 0 オンライン
デバイスの投票数: /dev/did/rdsk/d31s2 1 1 オンライン

次に進む手順
ノードをオンラインに戻す方法については、126ページの「ノードを保守状態から戻
す」を参照してください。

� ノードを保守状態から戻す
次の手順を使用して、ノードをオンラインに戻し、定足数投票数をリセットしてデ
フォルト設定に戻します。クラスタノードのデフォルトの投票数は 1です。定足数デ
バイスのデフォルトの投票数は N-1です。Nは、投票数が 0以外で、定足数デバイス
が構成されているポートを持つノードの数を示します。

ノードが保守状態になると、そのノードの投票数は 1つ減ります。また、このノード
のポートに構成されているすべての定足数デバイスの投票数も (1つ)減ります。投票
数がリセットされ、ノードが保守状態から戻されると、ノードの投票数と定足数デバ
イスの投票数の両方が 1つ増えます。

保守状態にしたノードを保守状態から戻した場合は、必ずこの手順を実行してくださ
い。
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注意 – globaldevまたは nodeオプションのどちらも指定しない場合、定足数投票
数はクラスタ全体でリセットされます。

1. 保守状態ではない任意のクラスタノード上でスーパーユーザーになります。

2. 2ノードクラスタでノードを保守状態から戻そうとしていますか。

� 2ノードクラスタの場合は、手順 4に進みます。
� 2ノードクラスタでない場合は、手順 3に進みます。

3. 定足数を使用する場合は、保守状態ではないノードのクラスタ定足数投票数をリ
セットします。

保守状態ではないノードの定足数投票数をリセットするのは、そのノードを再起動す
る前である必要があります。そうしないと、定足数の確立を待機してハングアップす
ることがあります。

# scconf -c -q node=node,reset

-c scconf コマンドの変更フォームを指定します。

-q 定足数オプションを管理します。

node=node リセットするノードの名前を指定します (phys-schost-1な
ど)。

reset 定足数をリセットする変更フラグです。

4. 保守状態から戻したいノードを起動します。

5. 定足数投票数を確認します。

# scstat -q

保守状態から戻したいノードの状態は onlineであり、Presentと Possibleの定
足数投票数は適切な値である必要があります。

例—クラスタノードを保守状態から戻して、定足数投票
数をリセットする
次に、クラスタノードの定足数投票数をリセットして、その定足数デバイスをデ
フォルトに戻し、その結果を確認する例を示します。scstat -q の出力では、phys-
schost-1 の Node votes は 1 であり、その状態は online です。Quorum Summary
では、投票数も増えているはずです。

phys-schost-2# scconf -c -q node=phys-schost-1,reset

[phys-schost-1上で次を実行する:]
ok> boot
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phys-schost-1# scstat -q

-- 定足数の概要 --

可能な定足数投票数: 6
必要な定足数投票数: 4
現在の定足数投票数: 6

-- ノードによる定足数の投票数 --

ノード名 存在する 可能な 状態
--------- ------- -------- ------

ノードの投票数: phys-schost-1 1 1 オンライン
ノードの投票数: phys-schost-2 1 1 オンライン
ノードの投票数: phys-schost-3 1 1 オンライン

-- デバイスによる定足数の投票数 --

デバイス名 存在する 可能な 状態
----------- ------- -------- ------

デバイスの投票数: /dev/did/rdsk/d3s2 1 1 オンライン
デバイスの投票数: /dev/did/rdsk/d17s2 1 1 オンライン
デバイスの投票数: /dev/did/rdsk/d31s2 1 1 オンライン

クラスタノードの追加と削除
次の表に、ノードを既存のクラスタに追加するときに行う作業を示します。これらの
作業を正常に行うには、示された順番に従う必要があります。

表 6–2作業マップ:既存のクラスタへのクラスタノードの追加

作業 参照箇所

ホストアダプタのノードへの取り付
けと、既存のクラスタインターコネ
クトが新しいノードをサポートでき
ることの確認

『Sun Cluster 3.1 Hardware Administration Manual』

共有記憶装置の追加 『Sun Cluster 3.1 Hardware Administration Manual』

認証ノードリストへのノードの追加

- scsetupを使用します。

130ページの「ノードを認証ノードリストに追加する」
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表 6–2作業マップ:既存のクラスタへのクラスタノードの追加 (続き)
作業 参照箇所

新しいクラスタノードへのソフト
ウェアのインストールと構成

- Solarisオペレーティング環境およ
び Sun Clusterソフトウェアをイン
ストールします。

-クラスタの一部としてノードを構成
します。

『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストー
ル』の「Sun Clusterソフトウェアのインストールと構
成」

次の表に、ノードを既存のクラスタから削除するときに行う作業を示します。次の表
に、ノードを既存のクラスタから削除するときに行う作業を示します。これらの作業
を正常に行うには、示された順番に従う必要があります。

注意 – OPS構成を実行しているクラスタでは、この手順を実行してはいけません。現
時点では、OPS構成のノードを削除すると、他のノードがリブート時にパニックを起
こす可能性があります。

表 6–3作業マップ :クラスタノードの削除 (5/02)

作業 参照箇所

削除したいノードからすべてのリ
ソースグループとディスクデバイス
グループを移動

- scswitch(1M)を使用します。

# scswitch -S -h from-node

すべてのリソースグループからノー
ドを削除

- scrgadm(1M)を使用します。

『Sun Cluster 3.1データサービスのインストールと構
成』

すべてのディスクデバイスグループ
からノードを削除

- scconf(1M)、metaset(1M)、およ
び scsetup(1M)を使用します。

56ページの「ディスクデバイスグループからノードを
削除する (Solstice DiskSuite/Solaris Volume
Manager)」

71ページの「ディスクデバイスグループからノードを
削除する (VERITAS Volume Manager)」

73ページの「rawディスクデバイスグループからノー
ドを削除する」
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表 6–3作業マップ :クラスタノードの削除 (5/02) (続き)
作業 参照箇所

すべての定足数デバイスを削除

- scsetupを使用します。

注意: 2ノードクラスタからノードを削除している場
合、定足数デバイスを削除してはなりません。

93ページの「定足数デバイスを削除する」

次の手順では、ストレージデバイスを削除する前に定
足数デバイスを削除する必要がありますが、定足数デ
バイスはその直後に追加し直すことができます。

ノードからストレージデバイスを削
除

- devfsadm(1M)、scdidadm(1M)
を使用します。

注意: 2ノードクラスタからノードを削除している場
合、定足数デバイスを削除してはなりません。133ペー
ジの「2ノード接続より大きなクラスタでアレイと単一
ノード間の接続を削除する」

新しい定足数デバイスを追加 (クラス
タに残しておきたいノードのみ)

- scconf -a -q globaldev=d[
n],node=node1, node= node2 を使
用します。

scconf(1M)

削除するノードを保守状態に変更

- scswitch(1M)、shutdown(1M)、
および scconf(1M)を使用します。

124ページの「ノードを保守状態にする」

削除するノードに対するすべての論
理トランスポート接続を削除

- scsetupを使用します。

108ページの「クラスタトランスポートケーブル、トラ
ンスポートアダプタ、トランスポート接続点を削除す
る」

最後の定足数デバイスを削除 94ページの「クラスタから最後の定足数デバイスを削
除する」

クラスタソフトウェア構成からノー
ドを削除

- scconfを使用します。

132ページの「クラスタソフトウェア構成からノードを
削除する」

� ノードを認証ノードリストに追加する
既存のクラスタにマシンを追加する前に、プライベートクラスタインターコネクトと
の物理的な接続が正確に行われているかなど、必要なとハードウェアがすべて正確に
ノードにインストールおよび構成されていることを確認してください。

ハードウェアのインストールについては、『Sun Cluster 3.1 Hardware Administration
Manual』または各サーバーに付属のハードウェアマニュアルを参照してください。

この手順によって、マシンは自分自身をクラスタ内にインストールします。つまり、
自分のノード名を当該クラスタの認証ノードリストに追加します。
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この手順を行うには、現在のクラスタメンバー上でスーパーユーザーになる必要があ
ります。

1. 128ページの「クラスタノードの追加と削除」の作業マップに記載されている必要不
可欠なハードウェアのインストール作業と構成作業をすべて正しく完了していること
を確認します。

2. scsetup(1M)ユーティリティーを実行します。

# scsetup

メインメニューが表示されます。

3. 「新規ノード」メニューにアクセスするには、「メインメニュー」で 6を選択しま
す。

4. 認証ノードリストを変更するには、「新規ノード」メニューで 3を選択して、自分自
身を追加するマシンの名前を指定します。

ノードの名前をクラスタに追加するためのプロンプトに従います。追加するノードの
名前が問い合わせられます。

5. 作業が正常に行われたことを確認します。

作業が正常に行われた場合、scsetupユーティリティーは「コマンドが正常に完了し
ました」というメッセージを表示します。

6. 新しいマシンをクラスタに追加できないように設定するには、「新規ノード」メ
ニューで 1を選択します。

scsetupプロンプトに従います。このオプションを設定すると、クラスタは、新しい
マシンが自分自身をクラスタに追加しようとするパブリックネットワーク経由の要求
をすべて無視します。

7. scsetupユーティリティを終了します。

8. 新しいクラスタノード上でソフトウェアをインストールして構成します。

scinstallまたは JumpStart™を使用して、新しいノードのインストールと構成を完
了します (『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』を参照)。

例—クラスタノードの認証ノードリストへの追加
次に、ノード phys-schost-3を既存のクラスタの認証ノードリストに追加する例を
示します。

[スーパーユーザーになり、scsetupユーティリティを実行する]
# scsetup
新規ノードを選択します > 追加するマシンの名前を指定します
プロンプトが表示されたら、質問に答えます
scconf コマンドが正常に終了したことを確認します

scconf -a -T node=phys-schost-3

第 6章 •クラスタの管理 131



コマンドが正常に完了しました
「新規マシンはクラスタに追加しない」を選択します
scsetup 新規ノードメニューとメインメニューを停止する
[クラスタソフトウェアをインストールする]

次に進む手順
クラスタノードを追加する作業の概要については、表 6–2の「作業マップ :クラスタ
ノードの追加」を参照してください。

ノードを既存のリソースグループに追加する方法については、『Sun Cluster 3.1デー
タサービスのインストールと構成』を参照してください。

� クラスタソフトウェア構成からノードを削除する
クラスタからノードを削除するは、次の手順を実行します。

1. 128ページの「クラスタノードの追加と削除」の「作業マップ :クラスタノードの削
除」に記載されている必要不可欠な作業をすべて正しく完了していることを確認しま
す。

注 –この手順を実行する前に、ノードをすべてのリソースグループ、ディスクデバイ
スグループ、および定足数デバイスの構成から削除していること、および、このノー
ドを保守状態にしていることを確認します。

2. 削除するノード以外のクラスタノードでスーパーユーザーになります。

3. クラスタからノードを削除します。

# scconf -r -h node=node-name

4. scstat(1M)を使用して、ノードが削除されていることを確認します。

# scstat -n

5. 削除するノードから Sun Clusterソフトウェアをアンインストールする予定かどうか
を確認します。

� アンインストールする場合は、135ページの「Sun Clusterソフトウェアをクラス
タノードからアンインストールする」に進みます。あるいは、Solarisソフト
ウェアをインストールし直してもかまいません。

� アンインストールしない場合、ノードをクラスタから物理的に取り外すには、ハー
ドウェア接続を切断します (『Sun Cluster 3.1 Hardware Administration Manual』を
参照)。
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例—クラスタソフトウェア構成からのノードの削除
次に、ノード phys-schost-2をクラスタから削除する例を示します。すべてのコマ
ンドは、クラスタの別のノード (phys-schost-1)から実行します。

[クラスタからノードを削除する:]
phys-schost-1# scconf -r -h node=phys-schost-2
[ノードの削除を確認する:]
phys-schost-1# scstat -n
-- クラスタノード --

ノード名 状態
--------- ------

クラスタノード: phys-schost-1 オンライン

次に進む手順
削除するノードから Sun Clusterソフトウェアをアンインストールする方法について
は、135ページの「Sun Clusterソフトウェアをクラスタノードからアンインストール
する」を参照してください。

ハードウェア手順については、『Sun Cluster 3.1 Hardware Administration Manual』を
参照してください。

クラスタノードを削除する作業の概要については、表 6–3を参照してください。

ノードを既存のクラスタに追加する方法については、130ページの「ノードを認証
ノードリストに追加する」を参照してください。

� 2ノード接続より大きなクラスタでアレイと単一
ノード間の接続を削除する
3ノードまたは 4ノード接続のクラスタでストレージアレイを単一クラスタノードか
ら取り外すには、次の手順を使用します。

1. 取り外す予定のストレージアレイに関連付けられているすべてのデータベーステーブ
ル、データサービス、ボリュームのバックアップを作成します。

2. 切断する予定のノードで動作しているリソースグループとデバイスグループを判別し
ます。

# scstat

3. 必要であれば、切断する予定のノードからすべてのリソースグループとデバイスグ
ループを移動します。
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注意 – OPS/RACソフトウェアをクラスタで実行している場合、グループをノードか
ら移動する前に、動作している OPS/RACデータベースのインスタンスを停止しま
す。手順については、『 Oracle Database Administration Guide』を参照してください。

# scswitch -S -h from-node

4. デバイスグループを保守状態にします。

Veritas共有ディスクグループへの入出力活動を休止させる手順については、VERITAS
Volume Managerのマニュアルを参照してください。
デバイスグループを保守状態にする手順については、『Sun Cluster 3.1のシステム管
理』の「クラスタの管理」を参照してください。

5. デバイスグループからノードを削除します。

� VERITAS Volume Managerまたは rawディスクを使用している場合は、scconf
(1M)コマンドを使用して、デバイスグループを削除します。

� Solstice DiskSuiteを使用している場合は、metasetコマンドを使用して、デバイ
スグループを削除します。

6. クラスタで HAStorageまたは HAStoragePlusを実行している場合は、リソースグ
ループのノードリストからノードを削除します。

# scrgadm -a -g resource-group -h nodelist

リソースグループのノードリストを変更する方法の詳細については、『Sun Cluster 3.1
データサービスのインストールと構成』を参照してください。

注 – scrgadmを実行するときには、リソースタイプ、リソースグループ、およびリ
ソースのプロパティ名に大文字と小文字の区別はありません。

7. 削除する予定のストレージアレイがノードに接続されている最後のストレージアレイ
である場合、当該ストレージアレイに接続されているハブまたはスイッチとノードの
間にある光ケーブルを取り外します (そうでない場合、この手順を飛ばします)。

8. 切断する予定のノードからホストアダプタを削除するかどうかを確認します。

� 削除する場合は、ノードを停止して、ノードの電源を切断します。
� 削除しない場合は、手順 11に進みます。

9. ノードからホストアダプタを削除します。

ホストアダプタを削除する手順については、ホストアダプタとノードに付属している
マニュアルを参照してください。

10. 起動が行われないようにして、ノードに電源を入れます。

11. ノードを非クラスタモードで起動します。
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ok boot -x

注意 –次の手順で OPS/RACソフトウェアを削除する前に、ノードを非クラスタモー
ドにしておく必要があります。そうしなければ、ノードにパニックが発生して、デー
タの可用性が失われる可能性があります。

12. OPS/RACソフトウェアがインストールされている場合、切断する予定のノードから
OPS/RACソフトウェアパッケージを削除します。

# pkgrm SUNWscucm

注意 –切断する予定のノードから OPS/RACソフトウェアを削除しなければ、その
ノードをクラスタに導入し直したときに、ノードにパニックが発生して、データの可
用性が失われる可能性があります。

13. ノードをクラスタモードで起動します。

ok> boot

14. ノードの /devicesと /devエントリを更新して、デバイスの名前空間を更新しま
す。

# devfsadm -C

# scdidadm -C

15. デバイスグループをオンラインに戻します。

VERITAS共有ディスクグループをオンラインにする手順については、VERITAS
Volume Managerのマニュアルを参照してください。

デバイスグループをオンラインにする手順については、「デバイスグループを保守状
態にする」の手順を参照してください。

� Sun Clusterソフトウェアをクラスタノードからア
ンインストールする
完全に確立されたクラスタ構成からクラスタノードを切り離す前に、クラスタノード
からこのソフトウェアをアンインストールするには、この手順を使用します。この手
順では、クラスタに存在する最後のノードからソフトウェアをアンインストールでき
ます。
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注 –クラスタにまだ結合されていない、あるいはまだインストールモードであるノー
ドから Sun Clusterソフトウェアをアンインストールする場合、この手順を使用して
はいけません。その代わりに、『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストー
ル』の「Sun Clusterソフトウェアをアンインストールしてインストール問題を解決す
る」に進みます。

1. クラスタノードの削除に必要なすべての前提条件 (作業マップを参照)が完了している
か確認します。

128ページの「クラスタノードの追加と削除」を参照してください。

注 –この手順を行う前に、すべてのリソースグループやデバイスグループ、定足数構
成からこのノードが削除され、保守状態に置かれ、クラスタから削除されていること
を確認してください。

2. アンインストールを行なうノード以外のアクティブなクラスタメンバー上でスーパー
ユーザーになります。

3. アクティブなクラスタメンバーから、アンインストールを行なうノードをクラスタの
ノード認証リストに追加します。

# scconf -a -T node=nodename

-a 追加します。

-T 認証オプションを指定します。

node=nodename 認証リストに追加するノードの名前を指定します。

あるいは、scsetup(1M)ユーティリティも使用できます。手順については、130ペー
ジの「ノードを認証ノードリストに追加する」を参照してください。

4. アンインストールするノードでスーパーユーザーになります。

5. ノードを再起動して、非クラスタモードにします。

# shutdown -g0 -y -i0
ok boot -x

6. /etc/vfstabファイルから、広域的にマウントされるすべてのファイルシステムエ
ントリを削除します。ただし、/global/.devices広域マウントを除きます。

7. ノードから Sun Clusterソフトウェアをアンインストールします。

Sun Clusterパッケージとは関係のないディレクトリから次のコマンドを実行します。

# cd /
# scinstall -r
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詳細については、scinstall(1M)のマニュアルページを参照してください。
scinstallからエラーが返される場合は、138ページの「ノードのアンインストール
に伴う問題の解決」を参照してください。

8. 他のクラスタデバイスからトランスポートケーブルとトランスポート接続点 (ある場
合)を切り離します。

a. アンインストールしたノードが、並列 SCSIインタフェースを使用する記憶装置デ
バイスに接続されている場合は、トランスポートケーブルを切り離した後で、この
記憶装置デバイスのオープン SCSIコネクタに SCSIターミネータを取り付ける必
要があります。

アンインストールしたノードが、Fibre Channelインタフェースを使用する記憶装
置デバイスに接続されている場合は、終端処理は必要ありません。

b. 切り離し手順については、ホストアダプタやサーバーに添付されているマニュアル
を参照してください。

次の節のエラーメッセージを修正するには、次の手順を実行します。

1. ノードのクラスタへの再結合を試みます。

# boot

2. ノードがクラスタに正常に再結合されているかどうかを確認します。

� 再接合されていない場合は、手順 3に進みます。

� 再結合されている場合は、次の各手順を行なってノードをディスクデバイスグルー
プから削除します。

a. ノードが正常にクラスタに再結合された場合は、残っているディスクデバイスグ
ループからノードを削除します。

55ページの「すべてのディスクデバイスグループからノードを削除する」の手順
を参照してください。

b. すべてのディスクデバイスグループからノードを削除したら、135ページの「Sun
Clusterソフトウェアをクラスタノードからアンインストールする」に戻って、そ
の手順を繰り返します。

3. ノードがクラスタに再結合されなかった場合は、ノードの /etc/cluster/ccr
ファイルを他の名前に変更します (たとえば、ccr.old)。

# mv /etc/cluster/ccr /etc/cluster/ccr.old

4. 135ページの「Sun Clusterソフトウェアをクラスタノードからアンインストールす
る」に戻って、その手順を繰り返します。
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ノードのアンインストールに伴う問題の解決
ここでは、scinstall -rコマンドを実行したときに出力される可能性があるエラー
メッセージとその対処方法について説明します。

� 138ページの「削除されていないクラスタファイルシステムエントリがある場合」
� 138ページの「ディスクデバイスグループに削除されていないリストがある場合」

削除されていないクラスタファイルシステムエントリがある場合

次のエラーメッセージは、削除したノードに、 vfstabファイルから参照されている
クラスタファイルシステムがまだあることを示しています。

予期せぬ広域マウントが /etc/vfstab に残っていないことを確認しています ... 失敗しました
scinstall: global-mount1 はまだ広域マウントとして構成されています
scinstall: global-mount1 はまだ広域マウントとして構成されています
scinstall: /global/dg1 はまだ広域マウントとして構成されています

scinstall: このようなエラーが出たままアンインストールするのは
scinstall: 安全ではありません。安全なアンインストールの手順に
scinstall: ついては、ドキュメントを参照してください

このエラーを修正するためには、135ページの「Sun Clusterソフトウェアをクラスタ
ノードからアンインストールする」に戻って、その手順を繰り返す必要があります。
scinstall -rを再実行する前に、この手順の手順 6が正しく行なわれているか確認
してください。

ディスクデバイスグループに削除されていないリストがある場合

次のエラーメッセージは、削除したノードが依然としてディスクデバイスグループに
リストされていることを示しています。

このノードを参照しているデバイスサービスが存在しないことを確認しています
scinstall: このノードはまだ、デバイスサービス「service」をホストするように構成されています
scinstall: このノードはまだ、デバイスサービス「service2」をホストするように構成されています
scinstall: このノードはまだ、デバイスサービス「service3」をホストするように構成されています
scinstall: このノードはまだ、デバイスサービス「dg1」をホストするように構成されています

scinstall: このようなエラーが出たままアンインストールするのは
scinstall: 安全ではありません。安全なアンインストールの手順に
scinstall: ついては、ドキュメントを参照してください

138 Sun Cluster 3.1のシステム管理 • 2003年 2月, Revision A



第 7章

Sun Clusterソフトウェアとファーム
ウェアのパッチ

この章では、Sun Cluster構成のパッチの追加および削除手順について説明します。

この章で説明する手順は次のとおりです。

� 141ページの「再起動パッチを適用する (ノード)」
� 143ページの「再起動パッチを適用する (クラスタおよびファームウェア)」
� 145ページの「非再起動 Sun Clusterパッチを適用する」
� 146ページの「Sun Clusterパッチを削除する」

Sun Clusterへのパッチの適用の概要
クラスタの性質上、クラスタを正しく動作させるには、すべてのクラスタメンバー
ノードが同じパッチレベルにある必要があります。Sun Clusterパッチをノードに適用
するときは、パッチをインストールする前に、クラスタメンバーシップからノードを
一時的に削除するか、全体のクラスタを停止しておく必要があります。この節では、
これらの手順について説明します。

Sun Clusterパッチを適用する前に、まず、特別な注意事項がないかどうか、Sun
ClusterのWebページで確認してください。現在の参照先 URLについては、『Sun
Cluster 3.1ご使用にあたって』を参照するか、ご購入先にお問い合わせください。特
に注意事項がない場合は、パッチの READMEファイルを確認してください。

注 – Sun Clusterパッチを適用する場合は、この章の説明よりも新しい注意事項がな
いかどうか、READMEファイルを参照してください。

すべてのクラスタノードにパッチをインストールする作業は、次のいずれかの状況に
該当します。
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� 再起動パッチ (ノード) —パッチを適用するには、boot-sxコマンドを使用して、
ノードをシングルユーザーモードで起動してから、クラスタに結合するために再起
動する必要があります。このようにする場合、まず、任意のリソースグループまた
はディスクデバイスグループを、パッチを適用するノードから別のクラスタメン
バーに切り替え、ノードをオフライン状態にする必要があります。また、クラスタ
全体が停止しないように、パッチは 1つのクラスタノードに適用します。

このようにパッチを適用する間、個々のノードが一時的に停止しても、クラスタ自
体は使用できます。パッチを適用したノードは、他のノードが同じパッチレベルに
なくても、メンバーノードとしてクラスタに結合できます。

� 再起動パッチ (クラスタおよびファームウェア) —ソフトウェアまたはファーム
ウェアパッチを適用するには、boot-sxコマンドを使用して、クラスタを停止
し、各ノードをシングルユーザーモードで起動する必要があります。次に、ノード
を再起動してクラスタに結合します。このようなパッチでは、パッチ適用中にクラ
スタを使用できます。

� 非再起動パッチ—ノードをオフライン状態にする必要はありません (引き続きリ
ソースグループやデバイスグループのマスターとして動作可能)。また、パッチの
適用時にノードを停止または再起動する必要もありません。ただし、パッチは一度
に 1つのノードに適用し、次のノードに適用する前に、パッチが動作することを確
認する必要があります。

注 –パッチの適用によって配下のクラスタプロトコルが変更されることはありませ
ん。

パッチをクラスタに適用するには patchaddコマンドを、パッチを削除するには (可
能な場合) patchrmコマンドをそれぞれ使用します。

Sun Clusterパッチの適用に関する注意事項
Sun Clusterパッチをより効率的に適用するために、次の点に注意してください。

� パッチまたはファームウェアの更新に関連する特別な注意事項がないかどうかを、
Sun ClusterのWebサイトで確認してください。現在の参照先 URLについては、
『Sun Cluster 3.1ご使用にあたって』を参照するか、ご購入先にお問い合わせくだ
さい。

� パッチを適用する前に、必ずパッチの READMEファイルを参照してください。

� クラスタを実際の環境で実行する前に、すべてのパッチ (必須および推奨)を適用
します。

� ハードウェアのファームウェアレベルを確認し、必要と思われる必須ファーム
ウェアアップデートをインストールします。

� クラスタメンバーとして機能するノードには、すべて同じパッチを適用する必要が
あります。
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� クラスタサブシステムパッチの状態を最新の状態に保ちます。これには、ボリュー
ム管理、ストレージファームウェア、クラスタトランスポートなどが含まれます。

� 定期的に (四半期に一度など)パッチレポートを確認し、推奨パッチを Sun Cluster
構成に適用します。

� ご購入先が推奨するパッチを適用します。

� 主要なパッチを更新したならフェイルオーバーをテストします。クラスタの動作が
低下または悪化した場合に備えて、パッチを取り消す準備をしておきます。

クラスタへのパッチの適用
表 7–1作業リスト :クラスタへのパッチの適用

作業 参照箇所

ノードを停止せずに、非再起動 Sun
Clusterパッチを一度に 1つのノード
だけに適用

145ページの「非再起動 Sun Clusterパッチを適用す
る」

クラスタメンバーを非クラスタモー
ドにした後で、再起動 Sun Cluster
パッチを適用

141ページの「再起動パッチを適用する (ノード)」

143ページの「再起動パッチを適用する (クラスタおよ
びファームウェア)」

Sun Clusterパッチを削除

-必要に応じて、パッチを取り消すこ
とができます。

146ページの「Sun Clusterパッチを削除する」

� 再起動パッチを適用する (ノード)
パッチを一度にクラスタの 1つのノードだけに適用し、パッチ処理中でもクラスタ自
体は動作したままにします。この手順では、まず、ノードを停止し、パッチを適用す
る前に boot-sxコマンドを使用してこのノードをシングルユーザーモードで起動す
る必要があります。

1. パッチを適用する前に、Sun Cluster製品のWebページで、インストール前後の特別
な注意事項があるかどうかを確認してください。

2. パッチを適用するノード上でスーパーユーザーになります。

3. パッチを適用するノードのリソースグループおよびデバイスグループの一覧を表示し
ます。

# scrgadm -pv
# scstat
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4. すべてのリソースグループ、リソース、デバイスグループを、パッチを適用するノー
ドから他のクラスタメンバーに切り替えます。

# scswitch -S -h node[,...]

-S 指定したノードからすべてのデバイスサービスとリソースグループを
退避します。

-h node[,...] リソースグループおよびデバイスグループの切り替え先のノードを指
定します。

5. ノードを停止します。

# shutdown -g0 [-y] [-i0]

6. ノードを非クラスタのシングルユーザーモードで起動します。

ok boot -sx

7. パッチを適用します。

# patchadd -M patch-dir patch-id

patch-dir パッチのディレクトリの場所を指定します。

patch-id 特定のパッチのパッチ番号を指定します。

注 –パッチディレクトリに、この章の手順よりも新しい注意事項がないかどうかを必
ず確認してください。

8. ノードを再起動してクラスタに結合します。

# reboot

9. パッチが正常にインストールされていることを確認します。

# showrev -p | grep patch-id

10. パッチが機能しており、ノードとクラスタが正常に動作してことを確認します。

11. 残りのすべてのクラスタノードで、手順 2から手順 10を繰り返します。

12. すべてのノードを再起動した後、最後に再起動したノードのリソースグループとデバ
イスグループはオンラインになりません。

# scswitch -z -D device-group[,...]-h node[,...]
# scswitch -z -g resource-group[,...]-h nod[,...]e

-z リソースグループまたはデバイスグループのマスターにおける変更を
指定します。

-h node[,...] リソースグループとデバイスグループを切り替えるノードを指定しま
す。
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-D 指定したデバイスグループを -h オプションで指定したノードに切り
替えます。

-g 指定したリソースグループを -h オプションで指定したノードに切り
替えます。-h を指定しない場合、リソースグループはオフラインに
なります。

例—再起動パッチの適用 (ノード)
次に、ノードに Sun Cluster再起動パッチを適用する例を示します。

# scrgadm -pv
...
リソースグループ 名前: schost-sa-1
...
# scstat
...
デバイスグループ 名前: dg-schost-1
...
# scswitch -S -h phys-schost-2
# shutdown -g0 -y -i0
...
ok boot -sx...
# patchadd -M /tmp/patches 234567-05
...
# reboot
...
# showrev -p | grep 234567-05
# scswitch -z -D dg-schost-1 -h phys-schost-1

# scswitch -z -g schost-sa-1 -h phys-schost-1

次に進む手順
パッチを取り消す必要がある場合は、146ページの「Sun Clusterパッチを削除する」
を参照してください。

� 再起動パッチを適用する (クラスタおよびファーム
ウェア)
この手順では、パッチを適用する前にまずクラスタを停止して、 boot -sx コマン
ドを使用して各ノードをシングルユーザーモードで起動する必要があります。

1. パッチを適用する前に、Sun Cluster製品のWebページで、インストール前後の特別
な注意事項があるかどうかを確認してください。

2. クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。
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3. クラスタを停止します。

# scshutdown -y -g grace-period “message”

-y 確認プロンプトで yesと答えます。

-g grace-period 停止までの待機時間を秒単位で指定します。デフォルトの猶予期
間は 60秒です。

message 送信する警告メッセージを指定します。messageが複数の単語の場
合は、引用符で囲みます。

4. 各ノードを非クラスタのシングルユーザーモードで起動します。

各ノードのコンソールで、次のコマンドを実行します。

ok boot -sx

5. ソフトウェアパッチまたはファームウェアパッチを適用します。

一度に 1つのノードずつ、次のコマンドを実行します。

# patchadd -M patch-dir patch-id

patch-dir パッチのディレクトリの場所を指定します。

patch-id 特定のパッチのパッチ番号を指定します。

注 –パッチディレクトリに、この章の手順よりも新しい注意事項がないかどうかを必
ず確認してください。

6. パッチが各ノードに正常にインストールされていることを確認します。

# showrev -p | grep patch-id

7. パッチをすべてのノードに適用したら、ノードを再起動してクラスタに結合します。

各ノードで次のコマンドを実行します。

# reboot

8. パッチが機能しており、ノードとクラスタが正常に動作していることを確認します。

例—再起動パッチの適用 (クラスタ)
次に、クラスタに Sun Cluster再起動パッチを適用する例を示します。

# scshutdown -g 0 -y
...
ok boot -sx
...
# patchadd -M /tmp/patches 234567-05
(Apply patch to other cluster nodes)
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...
# showrev -p | grep 234567-05

# reboot

次に進む手順
パッチを取り消す必要がある場合は、146ページの「Sun Clusterパッチを削除する」
を参照してください。

� 非再起動 Sun Clusterパッチを適用する
パッチを一度にクラスタの 1つのノードだけに適用します。非再起動パッチを適用す
るときは、パッチを適用するノードを停止する必要はありません。

1. パッチを適用する前に、Sun Cluster製品のWebページで、インストール前後の特別
な注意事項があるかどうかを確認してください。

2. データサービスのパッチを適用する前には、影響を受けるデータサービスをパッチを
適用するノードからバックアップノードにスイッチオーバーします。

# scswitch -z -g resource-group[,...] -h node[,...]

3. ひとつのノードにパッチを適用します。

手順 2でデータサービスを切り替えている場合、パッチのインストールはデータサー
ビスを切り替えた元のノード上で実行します。

# patchadd -M patch-dir patch-id

patch-dir パッチのディレクトリの場所を指定します。

patch-id 特定のパッチのパッチ番号を指定します。

4. パッチが正常にインストールされていることを確認します。

# showrev -p | grep patch-id

5. パッチが機能しており、ノードとクラスタが正常に動作してことを確認します。

手順 2でデータサービスをバックアップノードに切り替えている場合、この時点で
データサービスを元の主ノードに戻すことができます。

6. 残りのクラスタノードで、手順 3から手順 5を繰り返します。

例—非再起動 Sun Clusterパッチの適用
# patchadd -M /tmp/patches 234567-05
...
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# showrev -p | grep 234567-05

次に進む手順
パッチを取り消す必要がある場合は、146ページの「Sun Clusterパッチを削除する」
を参照してください。

� Sun Clusterパッチを削除する
必要に応じて、Sun Clusterパッチを取り消す (削除する)ことができます。

1. パッチを削除するノード上でスーパーユーザーになります。

2. パッチを削除するノードのリソースグループおよびデバイスグループの一覧を表示し
ます。

# scrgadm -pv
# scstat

3. すべてのリソースグループ、リソース、デバイスグループを、パッチを削除するノー
ドから他のクラスタメンバーに切り替えます。

# scswitch -S -h node[,...]

-S 指定したノードからすべてのデバイスサービスとリソースグルー
プを退避します。

-h node[,...] リソースグループおよびデバイスグループの切り替え先のノード
を指定します。

4. ノードを停止します。

# shutdown -g0 -y -i0 “message”

-g0 停止までの待機時間を秒単位で指定します。デフォルトの猶予期
間は 60秒です。

-y 確認プロンプトで yesと答えます。

-i0 init状態 0を指定します。これによって、ノードは OBPプロンプ
トの状態になります。

message 送信する警告メッセージを指定します。messageが複数の単語の場
合は、引用符で囲みます。

5. ノードを非クラスタのシングルユーザーモードで起動します。

ok boot -sx

6. パッチを削除します。
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# patchrm patch-id

patch-id 特定のパッチのパッチ番号を指定します。

7. ノードを再起動します。

# reboot

8. パッチが正常に削除されていることを確認します。

# showrev -p | grep patch-id

9. ノードおよびクラスタが正常に動作することを確認します。

10. 残りのクラスタノードで、手順 1から手順 9を繰り返します。

11. 必要に応じて、リソースグループ、リソース、デバイスグループを切り替えます (省
略可能)。

すべてのノードを再起動した後、最後に再起動したノードのリソースグループとデバ
イスグループはオンラインになりません。

# scswitch -z -Ddevice-group[,...] -h node[,...]
# scswitch -z -g resource-group[,...] -h node[,...]

-z リソースグループまたはデバイスグループのマスターにおける変更を
指定します。

-h node[,...] リソースグループとデバイスグループを切り替えるノードを指定しま
す。

-D 指定したデバイスグループを -h オプションで指定したノードに切り
替えます。

-g 指定したリソースグループを -h オプションで指定したノードに切り
替えます。-h を指定しない場合、リソースグループはオフラインに
なります。

例— Sun Clusterパッチの削除
次に、Sun Clusterパッチを削除する例を示します。

# scrgadm -pv
...
リソースグループ 名前: schost-sa-1
...
# scstat
...
デバイスグループ 名前:

dg-schost-1
...
# scswitch -S -h phys-schost-2
# shutdown -g0 -y -i0 "Rebooting down node for maintenance"
...
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ok boot -x
...
# patchrm 234567-05
...
# reboot
...
# pkgchk -v 234567-05
...
# scswitch -z -D dg-schost-1 -h phys-schost-1

# scswitch -z -g schost-sa-1 -h phys-schost-1
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第 8章

クラスタのバックアップと復元

この章の内容は次のとおりです。

� 150ページの「バックアップするファイルシステム名を確認する」
� 150ページの「フルバックアップに必要なテープ数を判別する」
� 151ページの「ルート(/)ファイルシステムをバックアップする」
� 152ページの「ミラーのオンラインバックアップを実行する (Solstice

DiskSuite/Solaris Volume Manager)」
� 155ページの「ボリュームのオンラインバックアップを実行する (VERITAS

Volume Manager)」
� 160ページの「個々のファイルを対話形式で復元する (Solstice DiskSuite/Solaris

Volume Manager)」
� 161ページの「ルート(/)ファイルシステムを復元する (Solstice DiskSuite/Solaris

Volume Manager)」
� 164ページの「メタデバイスにあったルート (/)ファイルシステムを復元する

(Solstice DiskSuite/Solaris Volume Manager)」
� 168ページの「非カプセル化ルート(/)ファイルシステムを復元する (VERITAS

Volume Manager)」
� 170ページの「カプセル化ルート (/)ファイルシステムを復元する (VERITAS

Volume Manager)」

クラスタのバックアップ
表 8–1作業リスト :クラスタファイルのバックアップ

作業 参照箇所

バックアップするファイルシステム
の名前の検索

150ページの「バックアップするファイルシステム名を
確認する」
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表 8–1作業リスト :クラスタファイルのバックアップ (続き)
作業 参照箇所

フルバックアップを作成するのに必
要なテープ数の計算

150ページの「フルバックアップに必要なテープ数を判
別する」

ルートファイルシステムのバック
アップの作成

151ページの「ルート(/)ファイルシステムをバック
アップする」

ミラーまたはプレックスファイルシ
ステムのオンラインバックアップの
実行

152ページの「ミラーのオンラインバックアップを実行
する (Solstice DiskSuite/Solaris Volume Manager)」

155ページの「ボリュームのオンラインバックアップを
実行する (VERITAS Volume Manager)」

� バックアップするファイルシステム名を確認する
この手順を使用し、バックアップするファイルシステムの名前を判別します。

1. /etc/vfstabファイルの内容を表示します。

このコマンドを実行するためにスーパーユーザーになる必要はありません。

% more /etc/vfstab

2. バックアップするファイルシステムのマウントポイントの列を調べます。

この名前は、ファイルシステムをバックアップするときに使用します。

% more /etc/vfstab

例—バックアップするファイルシステム名の確認
次に、/etc/vfstabファイルに記述されている使用可能なファイルシステム名の例
を示します。

% more /etc/vfstab
#device device mount FS fsck mount mount
#to mount to fsck point type pass at boot options
#
#/dev/dsk/c1d0s2 /dev/rdsk/c1d0s2 /usr ufs 1 yes -
f - /dev/fd fd - no -
/proc - /proc proc - no -
/dev/dsk/c1t6d0s1 - - swap - no -
/dev/dsk/c1t6d0s0 /dev/rdsk/c1t6d0s0 / ufs 1 no -
/dev/dsk/c1t6d0s3 /dev/rdsk/c1t6d0s3 /cache ufs 2 yes -

swap - /tmp tmpfs - yes -

� フルバックアップに必要なテープ数を判別する
この手順を使用し、ファイルシステムのバックアップに必要なテープ数を計算しま
す。
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1. バックアップするクラスタノード上でスーパーユーザーになります。

2. バックアップのサイズをバイト単位で予測します。

# ufsdump S filesystem

S バックアップの実行に必要な予測バイト数を表示します。

filesystem バックアップするファイルシステムの名前を指定します。

3. 予測サイズをテープの容量で割り、必要なテープの数を確認します。

例—必要なテープ数の判別
次の例では、ファイルシステムのサイズは 905,881,620バイトなので、4 GBのテープ
に収めることができます (905,881,620 ÷ 4,000,000,000)。

# ufsdump S /global/phys-schost-1

905881620

� ルート(/)ファイルシステムをバックアップする
この手順を使用し、クラスタノードのルート (/)ファイルシステムをバックアップし
ます。バックアップ手順を実行する前に、クラスタが正常に動作していることを確認
してください。

1. バックアップするクラスタノード上でスーパーユーザーになります。

2. 実行中の各データサービスを、バックアップを作成するノードからクラスタ内の別の
ノードに切り替えます。

# scswitch -z -D disk-device-group[,...] -h node[,...]

-z 切り替えを実行します。

-D disk-device-group 切り替えるディスクデバイスグループの名前を指定します。

-h node ディスクデバイスグループの切り替え先のクラスタノードの名
前を指定します。このノードが新しい主ノードになります。

3. ノードを停止します。

# shutdown -g0 -y -i0

4. okプロンプトの状態から、非クラスタモードで再起動します。

ok boot -x

5. ルート (/)ファイルシステムをバックアップします。

� ルートディスクがカプセル化されていない場合は、次のコマンドを使用します。

第 8章 •クラスタのバックアップと復元 151



# ufsdump 0ucf dump-device /

� ルートディスクがカプセル化されている場合は、次のコマンドを使用します。

# ufsdump 0ucf dump-device /dev/vx/rdsk/rootvol

詳細については、ufsdump(1M)のマニュアルページを参照してください。

6. ノードをクラスタモードで再起動します。

# init 6

例—ルート (/)ファイルシステムのバックアップ
次に、ルート (/)ファイルシステムをテープデバイス /dev/rmt/0にバックアップす
る例を示します。

# ufsdump 0ucf /dev/rmt/0 /
DUMP: Writing 63 Kilobyte records
DUMP: Date of this level 0 dump: Tue Apr 18 18:06:15 2000
DUMP: Date of last level 0 dump: the epoch
DUMP: Dumping /dev/rdsk/c0t0d0s0 (phys-schost-1:/) to /dev/rmt/0
DUMP: Mapping (Pass I) [regular files]
DUMP: Mapping (Pass II) [directories]
DUMP: Estimated 859086 blocks (419.48MB).
DUMP: Dumping (Pass III) [directories]
DUMP: Dumping (Pass IV) [regular files]
DUMP: 859066 blocks (419.47MB) on 1 volume at 2495 KB/sec
DUMP: DUMP IS DONE

DUMP: Level 0 dump on Tue Apr 18 18:06:15 2000

� ミラーのオンラインバックアップを実行する
(Solstice DiskSuite/Solaris Volume Manager)
ミラー化したメタデバイスのバックアップは、マウント解除したり、ミラー全体をオ
フラインにしなくても行えます。サブミラーの 1つを一時的にオフラインにする必要
があるので、ミラー化の状態ではなくなりますが、バックアップ完了後ただちにオン
ラインに戻し、再度同期をとることができます。システムを停止したり、データへの
ユーザーアクセスを拒否する必要はありません。ミラーを使用してオンラインバック
アップを実行すると、アクティブなファイルシステムの「スナップショット」である
バックアップが作成されます。

lockfsコマンドを実行する直前にプログラムがボリュームにデータを書き込むと、
問題が生じることがあります。この問題を防ぐには、このノードで実行中のすべての
サービスを一時的に停止します。また、バックアップ手順を実行する前に、クラスタ
が正常に動作していることを確認してください。

1. バックアップするクラスタノード上でスーパーユーザーになります。
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2. metaset(1M)コマンドを使用し、バックアップするボリュームの所有権を持つノー
ドを判別します。

# metaset -s setname

-s setname ディスクセット名を指定します。

3. -wオプションを指定して lockfs(1M)コマンドを使用し、ファイルシステムへの書
き込みをロックします。

# lockfs -w mountpoint

注 –ファイルシステムをロックする必要があるのは、UFSファイルシステムがミラー
上にある場合だけです。たとえば、メタデバイスが、データベース管理ソフトウェア
やその他の特別なアプリケーションの rawデバイスとして設定されている場合は、
lockfsコマンドを使用する必要はありません。ただし、ソフトウェアアプリケー
ション固有の適切なユーティリティーを実行し、任意のバッファをフラッシュしてア
クセスをロックしてもかまいません。

4. metastat(1M)コマンドを使用し、サブミラーの名前を判別します。

# metastat -s setname -p

-p md.tabファイルと同様の形式で状態を表示します。

5. metadetach(1M)コマンドを使用し、ミラーから 1つのサブミラーをオフラインにし
ます。

# metadetach -s setname mirror submirror

注 –読み取り操作は引き続きその他のサブミラーから行われます。しかし、オフライ
ンのサブミラーは、ミラーに最初に書き込んだ直後から同期がとれなくなります。こ
の不一致は、オフラインのサブミラーをオンラインに戻したときに修正されます。
fsckを実行する必要はありません。

6. -uオプションを指定して lockfsコマンドを使用し、ファイルシステムのロックを
解除して書き込みを続行できるようにします。

# lockfs -u mountpoint

7. fsckコマンドを実行し、ファイルシステムを確認します。

# fsck /dev/md/diskset/rdsk/submirror

8. オフラインのサブミラーをテープなどのメディアにバックアップします。

ufsdump(1M)コマンドか、それ以外の通常使用しているバックアップユーティリ
ティーを使用します。
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# ufsdump 0ucf dump-device submirror

注 –ブロックデバイス (/dsk)名ではなく、サブミラーの rawデバイス (/rdsk)名を
使用してください。

9. metattach(1M)コマンドを使用し、メタデバイスをオンラインに戻します。

# metattach -s setname mirror submirror

メタデバイスをオンラインに戻すと、自動的にミラーとの再同期が行われます。

10. metastatコマンドを使用し、サブミラーが再同期されていることを確認します。

# metastat -s setname mirror

例—ミラーのオンラインバックアップの実行 (Solstice
DiskSuite/Solaris Volume Manager)
次の例では、クラスタノード phys-schost-1がメタセット schost-1の所有者な
ので、バックアップ作成手順は phys-schost-1から実行します。ミラー
/dev/md/schost-1/dsk/d0は、サブミラー d10、d20、d30で構成されていま
す。

[メタセットの所有者を決定する:]
# metaset -s schost-1
Set name = schost-1, Set number = 1
Host Owner
phys-schost-1 Yes

...
[ファイルシステムを書き込みからロックする:]
# lockfs -w /global/schost-1
[サブミラーをリストする:]
# metastat -s schost-1 -p
schost-1/d0 -m schost-1/d10 schost-1/d20 schost-1/d30 1
schost-1/d10 1 1 d4s0
schost-1/d20 1 1 d6s0
schost-1/d30 1 1 d8s0
[サブミラーをオフラインにする:]
# metadetach -s schost-1 d0 d30
[ファイルシステムをアンロックする:]
# lockfs -u /
[ファイルシステムをチェックする:]
# fsck /dev/md/schost-1/rdsk/d30
[バックアップデバイスにサブミラーをコピーする:]
# ufsdump 0ucf /dev/rmt/0 /dev/md/schost-1/rdsk/d30
DUMP: Writing 63 Kilobyte records
DUMP: Date of this level 0 dump: Tue Apr 25 16:15:51 2000
DUMP: Date of last level 0 dump: the epoch
DUMP: Dumping /dev/md/schost-1/rdsk/d30 to /dev/rdsk/c1t9d0s0.
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...
DUMP: DUMP IS DONE

[サブミラーをオンラインに戻す:]
# metattach -s schost-1 d0 d30
schost-1/d0: submirror schost-1/d30 is attached
[サブミラーを Resyncする:]
# metastat -s schost-1 d0
schost-1/d0: Mirror

Submirror 0: schost-0/d10
State: Okay

Submirror 1: schost-0/d20
State: Okay

Submirror 2: schost-0/d30
State: Resyncing

Resync in progress: 42% done
Pass: 1
Read option: roundrobin (default)

...

� ボリュームのオンラインバックアップを実行する
(VERITAS Volume Manager)
VERITAS Volume Managerでは、ミラー化ボリュームはプレックスと認識されます。
プレックスは、マウント解除したり、ボリューム全体をオフラインにしなくても
バックアップできます。プレックスは、ボリュームのスナップショットコピーを作成
し、この一時ボリュームをバックアップします。システムを停止したり、データへの
ユーザーアクセスを拒否する必要はありません。

バックアップ手順を実行する前に、クラスタが正常に動作していることを確認してく
ださい。

1. クラスタの任意のノードにログオンし、クラスタのディスクグループの現在の主ノー
ド上でスーパーユーザーになります。

2. ディスクグループ情報を表示します。

# vxprint -g diskgroup

3. scstat(1M)コマンドを実行し、現在ディスクグループをインポートしているノード
を確認します。このノードがディスクグループの主ノードです。

# scstat -D

-D すべてのディスクデバイスグループの状態を表示します。

4. vxassist(1M)コマンドを使用し、ボリュームのスナップショットを作成します。

# vxassist -g diskgroup snapstart volume
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注 –ボリュームのサイズによっては、スナップショットの作成に時間がかかることが
あります。

5. 新しいボリュームが作成されたことを確認します。

# vxprint -g diskgroup

スナップショットの作成が完了すると、選択したディスクグループの Stateフィー
ルドに Snapdoneと表示されます。

6. ファイルシステムにアクセスしているデータサービスを停止します。

# scswitch -z -g resource-group[,...] -h ““

注 –データファイルシステムが正しくバックアップされるように、すべてのデータ
サービスを停止します。データサービスが実行中でない場合は、手順 6および手順 8
を実行する必要はありません。

7. bkup-volというバックアップボリュームを作成し、vxassistコマンドを使用して
スナップショットボリュームをそのボリュームに接続します。

# vxassist -g diskgroup snapshot volume bkup-vol

8. scswitchコマンドを使用し、手順 6で停止したデータサービスを再起動します。

# scswitch -z -g resource-group[,...] -h node[,...]

9. vxprintコマンドを使用し、ボリュームが新しいボリューム bkup-volに接続され
ていることを確認します。

# vxprint -g diskgroup

10. ディスクグループ構成変更を登録します。

# scconf -c -D name=diskgroup,sync

11. fsckコマンドを使用し、バックアップボリュームを確認します。

# fsck -y /dev/vx/rdsk/diskgroup/bkup-vol

12. テープなどのメディアにボリューム bkup-volをバックアップします。

ufsdump(1M)コマンドか、それ以外の通常使用しているバックアップユーティリ
ティーを使用します。

# ufsdump 0ucf dump-device /dev/vx/dsk/diskgroup/bkup-vol

13. vxedit(1M)を使用し、一時ボリュームを削除します。

# vxedit -rf rm bkup-vol
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14. scconf(1M)コマンドを使用し、ディスクグループ構成変更を登録します。

# scconf -c -D name=diskgroup,sync

例—ボリュームのオンラインバックアップの実行
(VERITAS Volume Manager)
次の例では、クラスタノード phys-schost-2がメタセットディスクグループ
schost-1の主所有者なので、phys-schost-2からバックアップ手順を実行しま
す。ボリューム /vo101がコピーされ、新しいボリューム bkup-volと関連付けられ
ます。

[主ノードのスーパーユーザーになる]
[Iディスクグループの現在の主ノードを特定する:]
# scstat -D
-- デバイスグループのサーバー --

デバイスグループ プライマリ セカンダリ
------------ ------- ---------

デバイスグループのサーバー: rmt/1 - -
デバイスグループのサーバー: schost-1 phys-schost-2 phys-schost-1

-- デバイスグループの状態 --
デバイスグループ 状態
------------ ------

デバイスグループの状態 : rmt/1 オフライン
デバイスグループの状態 : schost-1 オンライン
[ディスクグループ情報をリストする:]
# vxprint -g schost-1
TY NAME ASSOC KSTATE LENGTH PLOFFS STATE TUTIL0 PUTIL0
dg schost-1 schost-1 - - - - - -

dm schost-101 c1t1d0s2 - 17678493 - - - -
dm schost-102 c1t2d0s2 - 17678493 - - - -
dm schost-103 c2t1d0s2 - 8378640 - - - -
dm schost-104 c2t2d0s2 - 17678493 - - - -
dm schost-105 c1t3d0s2 - 17678493 - - - -
dm schost-106 c2t3d0s2 - 17678493 - - - -

v vol01 gen ENABLED 204800 - ACTIVE - -
pl vol01-01 vol01 ENABLED 208331 - ACTIVE - -
sd schost-101-01 vol01-01 ENABLED 104139 0 - - -
sd schost-102-01 vol01-01 ENABLED 104139 0 - - -
pl vol01-02 vol01 ENABLED 208331 - ACTIVE - -
sd schost-103-01 vol01-02 ENABLED 103680 0 - - -
sd schost-104-01 vol01-02 ENABLED 104139 0 - - -
pl vol01-03 vol01 ENABLED LOGONLY - ACTIVE - -
sd schost-103-02 vol01-03 ENABLED 5 LOG - - -
[スナップショットオペレーションを開始する:]
# vxassist -g schost-1 snapstart vol01
[新しいボリュームが作成されたことを確認する:]
# vxprint -g schost-1
TY NAME ASSOC KSTATE LENGTH PLOFFS STATE TUTIL0 PUTIL0
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dg schost-1 schost-1 - - - - - -

dm schost-101 c1t1d0s2 - 17678493 - - - -
dm schost-102 c1t2d0s2 - 17678493 - - - -
dm schost-103 c2t1d0s2 - 8378640 - - - -
dm schost-104 c2t2d0s2 - 17678493 - - - -
dm schost-105 c1t3d0s2 - 17678493 - - - -
dm schost-106 c2t3d0s2 - 17678493 - - - -

v vol01 gen ENABLED 204800 - ACTIVE - -
pl vol01-01 vol01 ENABLED 208331 - ACTIVE - -
sd schost-101-01 vol01-01 ENABLED 104139 0 - - -
sd schost-102-01 vol01-01 ENABLED 104139 0 - - -
pl vol01-02 vol01 ENABLED 208331 - ACTIVE - -
sd schost-103-01 vol01-02 ENABLED 103680 0 - - -
sd schost-104-01 vol01-02 ENABLED 104139 0 - - -
pl vol01-03 vol01 ENABLED LOGONLY - ACTIVE - -
sd schost-103-02 vol01-03 ENABLED 5 LOG - - -
pl vol01-04 vol01 ENABLED 208331 - SNAPDONE - -
sd schost-105-01 vol01-04 ENABLED 104139 0 - - -
sd schost-106-01 vol01-04 ENABLED 104139 0 - - -
[必要に応じてデータサービスを停止する:]
# scswitch -z -g nfs-rg -h ““
[Create a copy of the volume:]
# vxassist -g schost-1 snapshot vol01 bkup-vol
[必要に応じてデータサービスを再開する:]
# scswitch -z -g nfs-rg -h phys-schost-1
[バックアップツールが作成されたことを確認する:]
# vxprint -g schost-1
TY NAME ASSOC KSTATE LENGTH PLOFFS STATE TUTIL0 PUTIL0
dg schost-1 schost-1 - - - - - -

dm schost-101 c1t1d0s2 - 17678493 - - - -
...

v bkup-vol gen ENABLED 204800 - ACTIVE - -
pl bkup-vol-01 bkup-vol ENABLED 208331 - ACTIVE - -
sd schost-105-01 bkup-vol-01 ENABLED 104139 0 - - -
sd schost-106-01 bkup-vol-01 ENABLED 104139 0 - - -

v vol01 gen ENABLED 204800 - ACTIVE - -
pl vol01-01 vol01 ENABLED 208331 - ACTIVE - -
sd schost-101-01 vol01-01 ENABLED 104139 0 - - -
sd schost-102-01 vol01-01 ENABLED 104139 0 - - -
pl vol01-02 vol01 ENABLED 208331 - ACTIVE - -
sd schost-103-01 vol01-02 ENABLED 103680 0 - - -
sd schost-104-01 vol01-02 ENABLED 104139 0 - - -
pl vol01-03 vol01 ENABLED LOGONLY - ACTIVE - -
sd schost-103-02 vol01-03 ENABLED 5 LOG - - -
[ディスクグループをクラスタフレームワークと同期化する:]
# scconf -c -D name=schost-1,sync
[ファイルシステムをチェックする:]
# fsck -y /dev/vx/rdsk/schost-1/bkup-vol
[バックアップデバイスにバックアップボリュームをコピーする:]
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# ufsdump 0ucf /dev/rmt/0 /dev/vx/rdsk/schost-1/bkup-vol
DUMP: Writing 63 Kilobyte records
DUMP: Date of this level 0 dump: Tue Apr 25 16:15:51 2000
DUMP: Date of last level 0 dump: the epoch
DUMP: Dumping /dev/vx/dsk/schost-2/bkup-vol to /dev/rmt/0.
...
DUMP: DUMP IS DONE

[バックアップボリュームを削除する:]
# vxedit -rf rm bkup-vol
[ディスクグループを同期化する:]

# scconf -c -D name=schost-1,sync

クラスタファイルの復元の概要
ufsrestore(1M)コマンドを使うと、ufsdump(1M)コマンドで作成されたバック
アップから現在の作業ディレクトリに対する相対パスで指定されるディスク上の位置
にファイルがコピーされます。ufsrestoreを使用すると、レベル 0のダンプとそ
れ以降の増分ダンプからファイルシステム階層全体を読み込み直したり、任意のダン
プテープから個々のファイルを復元できます。スーパーユーザーとして ufsrestore
を実行すると、元の所有者、最終修正時刻、モード (アクセス権)を保持したまま
ファイルを復元できます。

ファイルまたはファイルシステムの復元を開始する前に、次の点を確認してくださ
い。

� 必要なテープ

� ファイルシステム全体を復元する rawデバイス名

� 使用するテープドライブの種類

� テープドライブのデバイス名 (ローカルまたは遠隔)

� 障害が発生したディスクのパーティション分割方式。これは、パーティションと
ファイルシステムを交換用ディスクに正確に複製しなければならないためです。
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クラスタファイルの復元の作業マップ
表 8–2作業リスト :クラスタファイルの復元

作業 参照箇所

Solstice DiskSuite/Solaris Volume
Managerの場合、Solarisの復元手順
に従って対話形式でファイルを復元

160ページの「個々のファイルを対話形式で復元する
(Solstice DiskSuite/Solaris Volume Manager)」

Solstice DiskSuite/Solaris Volume
Managerの場合、ルート (/)ファイ
ルシステムを復元

161ページの「ルート(/)ファイルシステムを復元する
(Solstice DiskSuite/Solaris Volume Manager)」

164ページの「メタデバイスにあったルート (/)ファイ
ルシステムを復元する (Solstice DiskSuite/Solaris
Volume Manager)」

VERITAS Volume Managerの場合、
非カプセル化ルート (/)ファイルシ
ステムを復元

168ページの「非カプセル化ルート(/)ファイルシステ
ムを復元する (VERITAS Volume Manager)」

VERITAS Volume Managerの場合、
カプセル化ルート (/)ファイルシス
テムを復元

170ページの「カプセル化ルート (/)ファイルシステム
を復元する (VERITAS Volume Manager)」

� 個々のファイルを対話形式で復元する (Solstice
DiskSuite/Solaris Volume Manager)
この手順を使用し、1つまたは複数の個々のファイルを復元します。復元手順を実行
する前に、クラスタが正常に動作していることを確認してください。

1. 復元するクラスタノード上でスーパーユーザーになります。

2. 復元するファイルを使用しているデータサービスをすべて停止します。

# scswitch -z -g resource-group[,...] -h ““

3. ufsrestoreコマンドを使用してファイルを復元します。
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� ルート(/)ファイルシステムを復元する (Solstice
DiskSuite/Solaris Volume Manager)
障害の発生したルートディスクを交換した後などに、この手順を使用してルート (/)
ファイルシステムを新しいディスクに復元します。復元するノードは起動しないでく
ださい。復元手順を実行する前に、クラスタが正常に動作していることを確認してく
ださい。

注 –新しいディスクは、障害の発生したディスクと同じ形式でパーティション分割す
る必要があります。この手順を始める前に、パーティションの分割方式を確認し、
ファイルシステムを適切に再作成しておいてください。

1. 復元するノード以外で、メタセットへのアクセスを持つクラスタノード上でスーパー
ユーザーになります。

2. 復元するノードのホスト名をすべてのメタセットから削除します。

このコマンドは、削除するノード以外のメタセットのノードから実行します。

# metaset -s setname -f -d -h nodelist

-s setname ディスクセット名を指定します。

-f 強制的に実行します。

-d ディスクセットから削除します。

-h nodelist ディスクセットから削除するノードの名前を指定します。

3. ルート (/)ファイルシステムを復元するノードで、障害の発生したディスクを交換し
ます。

ディスク交換手順については、サーバーに付属のマニュアルを参照してください。

4. 復元するノードを起動します。

� Solaris CD-ROMを使用している場合は、次のコマンドを実行します。

ok boot cdrom -s

� Solaris JumpStart™サーバーを使用している場合は、次のコマンドを実行します。

ok boot net -s

5. format(1M)コマンドを使用し、ルートディスクのすべてのパーティションとス
ワップを作成します。

障害の発生したディスクに存在していた元のパーティションの分割方式を再作成しま
す。

6. newfs(1M)コマンドを使用し、必要に応じてルート (/)ファイルシステムやその他の
ファイルシステムを作成します。
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障害の発生したディスクに存在していた元のファイルシステムを再作成します。

注 – /global/.devices/node@nodeidファイルシステムが作成されていることを確
認します。

7. ルート (/)ファイルシステムを一時マウントポイントにマウントします。

# mount device temp-mountpoint

8. 次のコマンドを使用し、ルート (/)ファイルシステムを復元します。

# cd temp-mountpoint
# ufsrestore rvf dump-device
# rm restoresymtable
# cd /
# umount temp-mountpoint
# fsck raw-disk-device

これでファイルシステムが復元されます。

9. 新しい起動ブロックを新しいディスクにインストールします。

# /usr/sbin/installboot /usr/platform/`uname -ì/lib/fs/ufs/bootblk raw-disk-device

10. ノードをシングルユーザーモードで再起動します。

# reboot -- "-s"

11. scdidadm(1M)コマンドを使用し、ディスク IDを置換します。

# scdidadm -R rootdisk

12. metadb(1M)コマンドを使用し、状態データベースの複製を再作成します。

# metadb -c copies -af raw-disk-device

-c copies 作成する複製の数を指定します。

-f raw-disk-device 複製の作成先の rawディスクデバイス名を指定します。

-a 複製を追加します。

13. ノードをクラスタモードで再起動します。

a. 再起動します。

# reboot

この起動中、次のような指示で終了するエラーまたは警告メッセージが表示される
ことがあります。

Type control-d to proceed with normal startup,
(or give root password for system maintenance):

b. Control-Dキーを押してマルチユーザーモードで起動します。
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14. 復元したノード以外のクラスタノードから、metaset(1M)コマンドを使用し、復元
したノードをすべてのメタセットに追加します。

phys-schost-2# metaset -s setname -a -h nodelist

-a ホストを作成してディスクセットに追加します。

ノードがクラスタモードで再起動します。これでクラスタを使用できるようになりま
す。

例—ルート (/)ファイルシステムを復元する (Solstice
DiskSuite/Solaris Volume Manager)
次に、テープデバイス /dev/rmt/0からノード phys-schost-1に復元したルート
(/)ファイルシステムの例を示します。metasetコマンドは、クラスタの別のノード
phys-schost-2から実行し、ノード phys-schost-1を削除し、後でディスク
セット schost-1に追加します。そのコマンドはすべて phys-schost-1から実行
します。新しいブートブロックが /dev/rdsk/c0t0d0s0に作成され、3つの状態
データベースの複製が /dev/rdsk/c0t0d0s4に再作成されます。

[Become superuser on a cluster node other than the node to be restored.]
[Remove the node from the metaset:]
phys-schost-2# metaset -s schost-1 -f -d -h phys-schost-1
[Replace the failed disk and boot the node:]
ok boot cdrom -s
[Use format and newfs to recreate partitions and file systems.]
[Mount the root file system on a temporary mount point:]
# mount /dev/dsk/c0t0d0s0 /a
[Restore the root file system:]
# cd /a
# ufsrestore rvf /dev/rmt/0
# rm restoresymtable
# cd /
# umount /a
# fsck /dev/rdsk/c0t0d0s0
[Install a new boot block:]
# /usr/sbin/installboot /usr/platform/`uname \
-ì/lib/fs/ufs/bootblk /dev/rdsk/c0t0d0s0
[Reboot in single-user mode:]
# reboot -- "-s"
[Replace the disk ID:]
# scdidadm -R /dev/dsk/c0t0d0
[Recreate state database replicas:]
# metadb -c 3 -af /dev/rdsk/c0t0d0s4
# reboot
Press CTL-d to boot into multiuser mode.
[Add the node back to the metaset:]
phys-schost-2# metaset -s schost-1 -a -h phys-schost-1
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� メタデバイスにあったルート (/)ファイルシステム
を復元する (Solstice DiskSuite/Solaris Volume
Manager)
この手順を使用し、バックアップ実行時にメタデバイスに存在していたルート (/)
ファイルシステムを復元します。この手順は、破損したルートディスクを新しい
ディスクに交換する場合などに実行します。復元するノードは起動しないでくださ
い。復元手順を実行する前に、クラスタが正常に動作していることを確認してくださ
い。

注 –新しいディスクは、障害の発生したディスクと同じ形式でパーティション分割す
る必要があります。この手順を始める前に、パーティションの分割方式を確認し、
ファイルシステムを適切に再作成しておいてください。

1. 復元するノード以外で、メタセットへのアクセスを持つクラスタノード上でスーパー
ユーザーになります。

2. 復元するノードのホスト名をすべてのメタセットから削除します。

# metaset -s setname -f -d -h nodelist

-s setname メタセット名を指定します。

-f 強制的に実行します。

-d メタセットから削除します。

-h nodelist メタセットから削除するノードの名前を指定します。

3. ルート (/)ファイルシステムを復元するノードで、障害の発生したディスクを交換し
ます。

ディスク交換手順については、サーバーに付属のマニュアルを参照してください。

4. 復元するノードを起動します。

� Solaris CD-ROMを使用している場合は、次のコマンドを実行します。

ok boot cdrom -s

� JumpStartサーバーを使用している場合は、次のコマンドを実行します。

ok boot net -s

5. format(1M)コマンドを使用し、ルートディスクのすべてのパーティションとス
ワップを作成します。

障害の発生したディスクに存在していた元のパーティションの分割方式を再作成しま
す。
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6. newfs(1M)コマンドを使用し、必要に応じてルート (/)ファイルシステムやその他の
ファイルシステムを作成します。

障害の発生したディスクに存在していた元のファイルシステムを再作成します。

注 – /global/.devices/node@nodeidファイルシステムが作成されていることを確
認します。

7. ルート (/)ファイルシステムを一時マウントポイントにマウントします。

# mount device temp-mountpoint

8. 次のコマンドを使用し、ルート (/)ファイルシステムを復元します。

# cd temp-mountpoint
# ufsrestore rvf dump-device
# rm restoresymtable

9. 新しい起動ブロックを新しいディスクにインストールします。

# /usr/sbin/installboot /usr/platform/`uname -ì/lib/fs/ufs/bootblk raw-disk-device

10. /temp-mountpoint/etc/systemファイルのMDDルート情報の行を削除します。

* Begin MDD root info (do not edit)
forceload: misc/md_trans
forceload: misc/md_raid
forceload: misc/md_mirror
forceload: misc/md_hotspares
forceload: misc/md_stripe
forceload: drv/pcipsy
forceload: drv/glm
forceload: drv/sd
rootdev:/pseudo/md@0:0,10,blk
* End MDD root info (do not edit)

11. /temp-mountpoint/etc/vfstabファイルを編集し、ルートエントリを、メタデバ
イスから、そのメタデバイスの一部であるルートディスクの各ファイルシステムに対
応する通常のスライスに変更します。

Example:
Change from—
/dev/md/dsk/d10 /dev/md/rdsk/d10 / ufs 1 no -

Change to—
/dev/dsk/c0t0d0s0 /dev/rdsk/c0t0d0s0 /usr ufs 1 no -

12. 一時ファイルシステムをマウント解除し、rawディスクデバイスを確認します。

# cd /
# umount temp-mountpoint
# fsck raw-disk-device
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13. ノードをシングルユーザーモードで再起動します。

# reboot -- "-s"

14. scdidadmコマンドを使用し、ディスク IDを置換します。

# scdidadm -R rootdisk

15. metadb(1M)コマンドを使用し、状態データベースの複製を再作成します。

# metadb -c copies -af raw-disk-device

-c copies 作成する複製の数を指定します。

-af raw-disk-device 指定した rawディスクデバイスに初期状態のデータベースの複
製を作成します。

16. ノードをクラスタモードで再起動します。

a. 再起動します。

# reboot

この起動中、次のような指示で終了するエラーまたは警告メッセージが表示される
ことがあります。

Type control-d to proceed with normal startup,
(or give root password for system maintenance):

b. Control-Dキーを押してマルチユーザーモードで起動します。

17. 復元したノード以外のクラスタノードから、metaset(1M)コマンドを使用し、復元
したノードをすべてのメタセットに追加します。

phys-schost-2# metaset -s setname -a -h nodelist

-a メタセットを追加 (作成)します。

Solstice DiskSuiteのマニュアルに従って、ルート (/)のメタデバイスおよびミラーを
設定します。

ノードがクラスタモードで再起動します。これでクラスタを使用できるようになりま
す。

例—メタデバイスに存在していたルート (/)ファイルシ
ステムを復元する (Solstice DiskSuite/Solaris Volume
Manager)
次に、テープデバイス /dev/rmt/0からノード phys-schost-1に復元したルート
(/)ファイルシステムの例を示します。metasetコマンドは、クラスタの別のノード
phys-schost-2から実行し、ノード phys-schost-1を削除し、後でメタセット
schost-1に追加します。そのコマンドはすべて phys-schost-1から実行します。
新しいブートブロックが /dev/rdsk/c0t0d0s0に作成され、3つの状態データベー
スの複製が /dev/rdsk/c0t0d0s4に再作成されます。
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[Become superuser on a cluster node with access to the metaset, other than the node to be restored.]
[Remove the node from the metaset:]
phys-schost-2# metaset -s schost-1 -f -d -h phys-schost-1
[Replace the failed disk and boot the node:]
ok boot cdrom -s
[Use format and newfs to recreate partitions and file systems.]
[Mount the root file system on a temporary mount point:]
# mount /dev/dsk/c0t0d0s0 /a
[Restore the root file system:]
# cd /a
# ufsrestore rvf /dev/rmt/0
# rm restoresymtable
[Install a new boot block:]
# /usr/sbin/installboot /usr/platform/`uname \
-ì/lib/fs/ufs/bootblk /dev/rdsk/c0t0d0s0
[Remove the lines in /temp-mountpoint/etc/system file for MDD root information:]
* Begin MDD root info (do not edit)
forceload: misc/md_trans
forceload: misc/md_raid
forceload: misc/md_mirror
forceload: misc/md_hotspares
forceload: misc/md_stripe
forceload: drv/pcipsy
forceload: drv/glm
forceload: drv/sd
rootdev:/pseudo/md@0:0,10,blk
* End MDD root info (do not edit)
[Edit the /temp-mountpoint/etc/vfstab file]
Example:
Change from—
/dev/md/dsk/d10 /dev/md/rdsk/d10 / ufs 1 no -

Change to—
/dev/dsk/c0t0d0s0 /dev/rdsk/c0t0d0s0 /usr ufs 1 no -
[Unmount the temporary file system and check the raw disk device:]
# cd /
# umount /a
# fsck /dev/rdsk/c0t0d0s0
[Reboot in single-user mode:]
# reboot -- "-s"
[Replace the disk ID:]
# scdidadm -R /dev/dsk/c0t0d0
[Recreate state database replicas:]
# metadb -c 3 -af /dev/rdsk/c0t0d0s4
# reboot
Type CTRL-d to boot into multiuser mode.
[Add the node back to the metaset:]
phys-schost-2# metaset -s schost-1 -a -h phys-schost-1
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� 非カプセル化ルート(/)ファイルシステムを復元す
る (VERITAS Volume Manager)
この手順を使用し、非カプセル化ルート (/)ファイルシステムをノードに復元しま
す。復元するノードは起動しないでください。復元手順を実行する前に、クラスタが
正常に動作していることを確認してください。

注 –新しいディスクは、障害の発生したディスクと同じ形式でパーティション分割す
る必要があります。この手順を始める前に、パーティションの分割方式を確認し、
ファイルシステムを適切に再作成しておいてください。

1. ルートファイルシステムを復元するノードで、障害が発生したディスクを交換しま
す。

ディスク交換手順については、サーバーに付属のマニュアルを参照してください。

2. 復元するノードを起動します。

� Solaris CD-ROMを使用している場合は、次のコマンドを実行します。

ok boot cdrom -s

� JumpStartサーバーを使用している場合は、次のコマンドを実行します。

ok boot net -s

3. format(1M)コマンドを使用し、ルートディスクのすべてのパーティションとス
ワップを作成します。

障害の発生したディスクに存在していた元のパーティションの分割方式を再作成しま
す。

4. newfs(1M)コマンドを使用し、必要に応じてルート (/)ファイルシステムやその他の
ファイルシステムを作成します。

障害の発生したディスクに存在していた元のファイルシステムを再作成します。

注 – /global/.devices/node@nodeidファイルシステムが作成されていることを確
認します。

5. ルート (/)ファイルシステムを一時マウントポイントにマウントします。

# mount device temp-mountpoint

6. バックアップからルート (/)ファイルシステムを復元し、ファイルシステムをマウン
ト解除して確認します。

# cd temp-mountpoint
# ufsrestore rvf dump-device
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# rm restoresymtable
# cd /
# umount temp-mountpoint
# fsck raw-disk-device

これでファイルシステムが復元されます。

7. 新しい起動ブロックを新しいディスクにインストールします。

# /usr/sbin/installboot /usr/platform/`uname -ì/lib/fs/ufs/bootblk raw-disk-device

8. ノードをシングルユーザーモードで再起動します。

a. 再起動します。

# reboot -- "-s"

この起動中、次のような指示で終了するエラーまたは警告メッセージが表示される
ことがあります。

Type control-d to proceed with normal startup,
(or give root password for system maintenance):

b. rootパスワードを入力します。

9. scdidadmコマンドを使用し、ディスク IDを更新します。

# scdidadm -R /dev/rdsk/disk-device

10. Control-Dキーを押して、マルチユーザーモードで再起動します。

ノードがクラスタモードで再起動します。これでクラスタを使用できるようになりま
す。

例—非カプセル化ルート (/)ファイルシステムの復元
(VERITAS Volume Manager)
次に、非カプセル化ルート (/)ファイルシステムがテープデバイス /dev/rmt/0から
ノード phys-schost-1に復元される例を示します。

[障害の発生したディスクを置換しノードをブートする:]
ok boot cdrom -s
[format および newfs を使用してパーティションとファイルシステムを再作成する]
[一時マウントポイント上でルートファイルシステムをマウントする:]
# mount /dev/dsk/c0t0d0s0 /a
[ルートファイルシステムを復元する:]
# cd /a
# ufsrestore rvf /dev/rmt/0
# rm restoresymtable
# cd /
# umount /a
# fsck /dev/rdsk/c0t0d0s0
[新しいブートブックをインストールする:]
# /usr/sbin/installboot /usr/platform/`uname \
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-ì/lib/fs/ufs/bootblk /dev/rdsk/c0t0d0s0
[シングルユーザーモードでリブートする:]
# reboot -- "-s"
[ディスク IDをアップデートする:]
# scdidadm -R /dev/rdsk/c0t0d0

[CTRL-dを押して、マルチユーザーモードで再開する]

� カプセル化ルート (/)ファイルシステムを復元する
(VERITAS Volume Manager)
この手順を使用し、カプセル化ルート (/)ファイルシステムをノードに復元します。
復元するノードは起動しないでください。復元手順を実行する前に、クラスタが正常
に動作していることを確認してください。

注 –新しいディスクは、障害の発生したディスクと同じ形式でパーティション分割す
る必要があります。この手順を始める前に、パーティションの分割方式を確認し、
ファイルシステムを適切に再作成しておいてください。

1. ルートファイルシステムを復元するノードで、障害が発生したディスクを交換しま
す。

ディスク交換手順については、サーバーに付属のマニュアルを参照してください。

2. 復元するノードを起動します。

� Solaris CD-ROMを使用している場合は、次のコマンドを実行します。

ok boot cdrom -s

� JumpStartサーバーを使用している場合は、次のコマンドを実行します。

ok boot net -s

3. format(1M)コマンドを使用し、ルートディスクのすべてのパーティションとス
ワップを作成します。

障害の発生したディスクに存在していた元のパーティションの分割方式を再作成しま
す。

4. newfs(1M)コマンドを使用し、必要に応じてルート (/)ファイルシステムやその他の
ファイルシステムを作成します。

障害の発生したディスクに存在していた元のファイルシステムを再作成します。

注 – /global/.devices/node@nodeidファイルシステムが作成されていることを確
認します。
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5. ルート (/)ファイルシステムを一時マウントポイントにマウントします。

# mount device temp-mountpoint

6. バックアップからルート (/)ファイルシステムを復元します。

# cd temp-mountpoint
# ufsrestore rvf dump-device
# rm restoresymtable

7. 空の install-dbファイルを作成します。

これによって、次回起動時にノードが VxVMインストールモードになります。

# touch /temp-mountpoint/etc/vx/reconfig.d/state.d/install-db

8. /temp-mountpoint/etc/systemファイルの次のエントリを削除またはコメントアウ
トします。

* rootdev:/pseudo/vxio@0:0
* set vxio:vol_rootdev_is_volume=1

9. /temp-mountpoint/etc/vfstabファイルを編集し、すべての VxVMマウントポイン
トをルートディスクの標準ディスクデバイス (/dev/dsk/c0t0d0s0など)に置換し
ます。

Example:
Change from—
/dev/vx/dsk/rootdg/rootvol /dev/vx/rdsk/rootdg/rootvol / ufs 1 no -

Change to—
/dev/dsk/c0t0d0s0 /dev/rdsk/c0t0d0s0 / ufs 1 no -

10. 一時ファイルシステムをマウント解除してファイルシステムを確認します。

# cd /
# umount temp-mountpoint
# fsck raw-disk-device

11. 起動ブロックを新しいディスクにインストールします。

# /usr/sbin/installboot /usr/platform/`uname -ì/lib/fs/ufs/bootblk raw-disk-device

12. ノードをシングルユーザーモードで再起動します。

# reboot -- "-s"

13. scdidadm(1M)を使用し、ディスク IDを更新します。

# scdidadm -R /dev/rdsk/c0t0d0

14. ディスクをカプセル化して再起動するために、vxinstallを実行します。

# vxinstall

15. マイナー番号が他のシステムと衝突している場合は、広域デバイスをマウント解除
し、ディスクグループに別のマイナー番号を割り当てます。
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� クラスタノードの広域デバイスファイルシステムをマウント解除します。

# umount /global/.devices/node@nodeid

� クラスタノードの rootdgディスクグループに別のマイナー番号を割り当てま
す。

# vxdg reminor rootdg 100

16. ノードを停止し、クラスタモードで再起動します。

# shutdown -g0 -i6 -y

例—カプセル化ルート (/)ファイルシステムの復元
(VERITAS Volume Manager)
次に、カプセル化ルート (/)ファイルシステムがテープデバイス /dev/rmt/0から
ノード phys-schost-1に復元される例を示します。

[障害の発生したディスクを置換しノードをブートする:]
ok boot cdrom -s
[format および newfs を使用してパーティションとファイルシステムを再作成する]
[一時マウントポイント上でルートファイルシステムをマウントする:]
# mount /dev/dsk/c0t0d0s0 /a
[ルートファイルシステムを復元する:]
# cd /a
# ufsrestore rvf /dev/rmt/0
# rm restoresymtable
[空の install-dbファイルを作成する:]
# touch /a/etc/vx/reconfig.d/state.d/install-db
[etc/systemを一時ファイルシステム上で編集し、次の入力例を削除もしくはコメントアウトする:]

# rootdev:/pseudo/vxio@0:0
# set vxio:vol_rootdev_is_volume=1

[etc/vfstabを一時ファイルシステム上で編集する:]
Example:
Change from—
/dev/vx/dsk/rootdg/rootvol /dev/vx/rdsk/rootdg/rootvol / ufs 1 no-

Change to—
/dev/dsk/c0t0d0s0 /dev/rdsk/c0t0d0s0 / ufs 1 no -
[一時ファイルシステムをアンマウントし、ファイルシステムをチェックする:]
# cd /
# umount /a
# fsck /dev/rdsk/c0t0d0s0
[新しいブートブックをインストールする:]
# /usr/sbin/installboot /usr/platform/`uname \
-ì/lib/fs/ufs/bootblk /dev/rdsk/c0t0d0s0
[シングルユーザーモードでリブートする:]
# reboot -- "-s"
[ディスク IDを置換する:]
# scdidadm -R /dev/rdsk/c0t0d0
[vxinstallを実行する:]
# vxinstall
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Choose to encapsulate the root disk.
[マイナー番号が重複する場合、rootdgディスクグループのマイナー番号を変更する:]
# umount /global/.devices/node@nodeid
# vxdg reminor rootdg 100

# shutdown -g0 -i6 -y

次に進む手順
カプセル化ルートディスクをミラーリングする指示については、『Sun Cluster 3.1ソ
フトウェアのインストール』を参照してください。
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第 9章

グラフィカルユーザーインタフェース
による Sun Clusterの管理

この章では、グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)ツールの、 SunPlex
Managerと Sun Management Centerについて説明します。これらのツールを使用す
ると、クラスタをさまざまな面から管理できます。また、SunPlex Managerを構成お
よび起動する手順も説明します。GUIを使用してさまざまな管理作業を行うための方
法については、各 GUIのオンラインヘルプを参照してください。

この章で説明する手順は次のとおりです。

� 178ページの「SunPlex Managerのポート番号を変更する」
� 179ページの「SunPlex Managerのサーバーアドレスを変更する」
� 179ページの「新しいセキュリティ証明書を構成する」
� 180ページの「SunPlex Managerを起動する」
� 182ページの「既存のユーザーアカウントに RBAC認証を追加する」
� 183ページの「RBAC認証を持つ新しいユーザーアカウントを作成する」

Sun Management Centerの概要
Sun Management Center™ (以前の Sun Enterprise SyMON™)用の Sun Clusterモ
ジュールの GUIコンソールを使用すると、クラスタリソース、リソースタイプ、リ
ソースグループをグラフィカルに表示できます。また、構成の変更を監視したり、ク
ラスタコンポーネントの状態を検査できます。ただし、Sun Management Center用の
Sun Clusterモジュールは現在、Sun Clusterのすべての管理作業を行えるわけではあ
りません。一部の作業には、コマンド行インタフェースを使用する必要があります。
詳細については、第 1章「コマンド行インタフェース」を参照してください。

Sun Management Center用の Sun Clusterモジュールをインストールおよび起動する
方法と、Sun Clusterモジュールと共に提供されているクラスタ固有のオンラインヘル
プを表示する方法については、『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』を参
照してください。
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Sun Management Center用の Sun Clusterモジュールは Simple Network
Management Protocol (SNMP)に準拠しています。したがって、SNMPに基づくサン
以外の管理ステーションは、Sun Clusterが作成する管理情報ベース (MIB)をデータ
定義として使用できます。

Sun Cluster MIBファイルは、任意のクラスタノード上の
/opt/SUNWsymon/modules/cfg/sun-cluster-mib.mib にあります。

Sun ClusterのMIBファイルは、モデル化された Sun ClusterデータのASN.1仕様で
す。この仕様は、Sun Management CenterのすべてのMIBで使用される仕様と同じ
です。Sun Cluster MIBを使用する方法については、『Sun Management Center 3.5
User’s Guide』の「SNMP MIBs for Sun Management Center Modules」にある、その
他の Sun Management Center MIBを使用するための指示を参照してください。

SunPlex Managerの概要
SunPlex Managerは、クラスタ情報をグラフィカルに表示し、構成の変更を監視して
クラスタコンポーネントの状態を検査できる GUIです。また、データサービスアプリ
ケーションのインストールと構成など、いくつかの管理作業も行うことができます。
ただし、SunPlex Managerは現在、Sun Clusterのすべての管理作業を実行できるわ
けではありません。一部の作業には、コマンド行インタフェースを使用する必要があ
ります。詳細については、第 1章「コマンド行インタフェース」を参照してくださ
い。

SunPlex Managerをインストールおよび使用する方法については、次の文書を参照し
てください。

� SunPlex Managerのインストールと起動:『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインス
トール』を参照してください。

� ポート番号、サーバーアドレス、セキュリティ証明書、ユーザーの構成:177ページ
の「SunPlex Managerの構成」を参照してください。

� SunPlex Managerによるクラスタのインストールと管理: SunPlex Managerのオン
ラインヘルプを参照してください。

SunPlex Managerのアクセシビリティ機
能の使用
SunPlex Managerを Internet Explorer 5などの一般的なブラウザを介して実行する場
合、他社製品のアクセシビリティソフトウェアをサポートします。次に、これらのア
クセシビリティ機能について説明します。
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� デフォルトでは、SunPlex Managerのメニューフレームは JavaScriptメニューを
使用します。メニューフレーム内でイメージやリンクを選択すると、メニューツ
リーの項目が展開または縮小します。また、メニューフレーム内で項目を選択する
と、コンテンツフレームに表示されている、選択した項目に関連する情報が更新さ
れます。

メニューに加えて、SunPlex Managerは基本的なテキストメニューも提供しま
す。テキストベースのメニューは常に展開表示されるので、アクセシビリティソフ
トウェアとの対話性が向上します。標準メニューの最初のリンクは、テキストメ
ニューへの見えないリンクです。テキストメニューを使用するには、このリンクを
選択します。ま
た、 https://nodename:3000/cgi-bin/index.pl?menu=basic (nodenameは SunPlex
Managerがインストールされている適切なノード名)という URLで SunPlex
Managerに直接接続しても、テキストメニューにアクセスできます。SunPlex
Managerは、テキストメニューをメニューフレーム内に表示します。

� SunPlex Managerは、コンボボックスアクションメニューを使用し、数多くのク
ラスタ構成要素を更新およびアクセスします。キーボードコントロールを使用する
とき、アクションメニュー項目を選択するには、コンボボックスのプルダウンメ
ニューを開いて、メニュー項目に移動します。下矢印キーを使用してコンボボック
ス内のアクションメニュー項目を移動する場合、移動した先にある各メニュー項目
が JavaScriptによって自動的に選択および更新されます。この結果、間違ったメ
ニュー項目が選択されることもあります。

次に、コンボボックスのプルダウンメニューにアクセスして、メニューから項目を
選択する例を示します。この例では、Internet Explorer 5ブラウザでキーボードコ
マンドを使用していると仮定します。

1. Tabキーを使用し希望のコンボボックスアクションメニューに移動します。

2. Alt +下矢印キーを押してプルダウンメニューを表示します。

3. 下矢印キーを押して希望のメニュー項目にカーソルを移動します。

4. Returnキーを押してメニュー項目を選択します。
� Javaアプレットを使用できる場合、SunPlex Managerはいくつかのグラフィカル
な方法でトポロジを表示できます。Javaアプレットが使用できない場合は、表形
式で状態を表示できます。

SunPlex Managerの構成
SunPlex Managerは、定足数デバイス、IPMPグループ、インターコネクト、広域デ
バイスなどの状態を管理および表示できる GUIです。SunPlex Managerは、多くの
Sun Cluster CLIコマンドの代わりに使用できます。

SunPlex Managerを各自のクラスタにインストールする手順については、『Sun
Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』を参照してください。GUIを使用してさま
ざまな作業を行う方法については、SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照して
ください。
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この節では、初期インストール後、SunPlex Managerを再構成するための次のような
手順について説明します。

� 178ページの「SunPlex Managerのポート番号を変更する」
� 179ページの「SunPlex Managerのサーバーアドレスを変更する」
� 179ページの「新しいセキュリティ証明書を構成する」

SunPlex Manager文字セットのサポート
SunPlex Managerでは、セキュリティを強化するために文字セットを制限できます。
この文字セットに属していない文字は、HTMLフォームが SunPlex Managerサー
バーに送信されたときに無視されます。SunPlex Managerでは、次の文字を使用でき
ます。

()+,-./0-9:=@A-Z^_a-z{|}˜

このフィルタ機能によって、以下の問題が生じる可能性があります。

� Sun Oneサービスに対するパスワード入力。パスワードに無効な文字が含まれて
いると、無効な文字は取り除かれます。パスワードが 8文字未満になってパスワー
ドの設定が失敗する、または、ユーザーの意図とは異なるパスワードがアプリケー
ションに設定されるという問題が発生します。

� 地域化。代替文字セットを入力できなくなります (例:アクセント文字やアジア各
国の文字など)。

� SunPlex Managerのポート番号を変更する
デフォルトのポート番号 (3000)が別の実行中のプロセスと衝突する場合、クラスタ内
の各ノード上で、SunPlex Managerのポート番号を変更します。

注 –ポート番号はクラスタ内の各ノード上で同じである必要があります。

1. /opt/SUNWscvw/conf/httpd.conf構成ファイルをテキストエディタで開きま
す。

2. Port (ポート番号)エントリを変更します。

Port エントリは、「Section 2, ’Main’ server configuration」の下にありま
す。

3. VirtualHostエントリを編集して、新しいポート番号を反映します。

<VirtualHost _default_:3000> エントリは、「SSL Virtual Host
Context」というセクション内にあります。

4. 構成ファイルを保存して、エディタを終了します。
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5. SunPlex Managerを再起動します。

# /opt/SUNWscvw/bin/apachectl restart

6. この手順をクラスタ内の各ノード上で繰り返します。

� SunPlex Managerのサーバーアドレスを変更する
クラスタノードのホスト名を変更する場合、SunPlex Managerを実行するアドレスを
変更する必要があります。デフォルトのセキュリティ証明書は、 SunPlex Managerが
インストールされたときのノードのホスト名に基づいて生成されるため、SunPlex
Managerインストールパッケージを削除して、再インストールする必要があります。
この手順は、ホスト名を変更したすべてのノード上で行う必要があります。

1. Sun Cluster 3.1の CD-ROMイメージをノードで利用できるようにします。

2. SUNWscvwパッケージを削除します。

# pkgrm SUNWscvw

3. SUNWscvwパッケージを再インストールします。

# cd <CD-ROMイメージのパス>/SunCluster_3.1/Packages
# pkgadd -d . SUNWscvw

� 新しいセキュリティ証明書を構成する
独自のセキュリティ証明書を生成することによって、クラスタの管理を安全にし、デ
フォルト以外で生成された証明書を SunPlex Managerが使用するように構成できま
す。ここで説明する手順は、SunPlex Managerが特定のセキュリティパッケージで生
成されたセキュリティ証明書を使用するように構成する例です。したがって、実際に
行う作業は使用するセキュリティパッケージによって異なります。

注 –サーバーが独自の証明書を使用して起動できるように、暗号化されていない証明
書を生成する必要があります。クラスタ内の各ノード用に新しい証明書を生成した後
は、SunPlex Managerがそれらの証明書を使用するように構成します。独自のセ
キュリティ証明書は、各ノードで持つ必要があります。

1. 証明書をノードへコピーします。

2. /opt/SUNWscvw/conf/httpd.conf構成ファイルをテキストエディタで開きま
す。

3. 次のエントリを編集して、SunPlex Managerが新しい証明書を使用できるようにしま
す。
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SSLCertificateFile <path to certificate file>

4. サーバーの非公開鍵が証明書と関連付けられていない場合、SSLCertificateKeyFileエ
ントリを編集します。

SSLCertificateKeyFile <path to server key>

5. ファイルを保存して、エディタを終了します。

6. SunPlex Managerを再起動します。

# /opt/SUNWscvw/bin/apachectl restart

7. この手順をクラスタ内の各ノード上で繰り返します。

例—新しいセキュリティ証明書を使用するための
SunPlex Managerの構成
次に、新しいセキュリティ証明書を使用するように SunPlex Managerの構成ファイル
を編集する例を示します。

[適切なセキュリティ証明書を各ノードにコピーします]
[構成ファイルを編集します]
# vi /opt/SUNWscvw/conf/httpd.conf
[適切なエントリーを編集します]
SSLCertificateFile /opt/SUNWscvw/conf/ssl/phys-schost-1.crt
SSLCertificateKeyFile /opt/SUNWscvw/conf/ssl/phys-schost-1.key
[ファイルを保存して、エディタを終了します]
[SunPlex Managerを再起動します]

# /opt/SUNWscvw/bin/apachectl restart

SunPlex Managerソフトウェアの起動
SunPlex Managerグラフィカルユーザーインタフェース (GUI)は、Sun Clusterソフ
トウェアをさまざまな面から簡単に管理する方法を提供します。詳細については、
SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。

� SunPlex Managerを起動する
次の手順に従って、SunPlex Managerをクラスタ上で起動します。

1. SunPlex Managerにアクセスするときに、クラスタノードの rootのユーザー名とパ
スワードを使用するか、異なるユーザー名とパスワードを設定するかを決定します。

� rootのユーザー名とパスワードを使用する場合は、手順 5に進みます。
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� そうでない場合は、手順 3に進んで、SunPlex Managerのユーザーアカウントを
設定します。

2. クラスタノード上でスーパーユーザーになります。

3. SunPlex Manager経由でクラスタにアクセスするためのユーザーアカウントを作成し
ます。

183ページの「RBAC認証を持つ新しいユーザーアカウントを作成する」の手順に従
います。

rootシステムアカウントを使用しない場合、SunPlex Managerにアクセスするに
は、少なくとも 1つのユーザーアカウントを設定する必要があります。SunPlex
Managerのユーザーアカウントは、 SunPlex Managerだけで使用されます。Solaris
システムのユーザーアカウントとの関連はありません。

a.

注 –ノードにユーザーアカウントが設定されていない場合、そのユーザーはその
ノードからは SunPlex Manager経由でクラスタにアクセスできません。また、ア
クセス権を持っている別のクラスタノードからも、そのノードを管理することはで
きません。

4. (省略可能)追加するユーザーアカウントごとに、手順 3を繰り返します。

5. 管理コンソール、またはクラスタの外部に存在する他のマシンから、ブラウザを起動
します。

6. ブラウザのWebプロキシを無効にします。

SunPlex Managerの機能はWebプロキシと互換性がありません。

7. ブラウザのディスクとメモリーキャッシュのサイズが、0より大きな値に設定されて
いることを確認します。

8. ブラウザから、クラスタ内の任意のノード上にある SunPlex Managerのポートに接
続します。

デフォルトのポート番号は 3000です。

https://node:3000/

� SunPlex Managerを Sun Management Center Web
Consoleから起動する

1. Sun Management Center Web Consoleにログインします。

デフォルトのポート番号は 6789です。

https://node:6789/
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solaris.cluster.admin認証を持つ SunPlex Managerユーザー用に、SunPlex Manager
のアイコンが表示されます。

2. SunPlex Managerアイコンをクリックすると、新しいブラウザウィンドウが開いて、
SunPlex Managerに接続します。

3. 「Logout」リンクをクリックすると、SunPlex Managerは終了します。

root以外のユーザーを SunPlex Manager
に追加する
root以外のユーザーが SunPlex Managerにログインできるようにするには、
「solaris.cluster.admin」という役割によるアクセス制御 (RBAC)認証を持つ新しい
ユーザーを作成するか、この認証を既存のユーザーに追加します。SunPlex Manager
のすべての機能にアクセスするための認証をユーザーに与えると、そのユーザーは、
自分の通常のシステムパスワードでログインできるようになります。

注 –「solaris.cluster.admin」RBAC認証を root以外のユーザーに割り当てると、そ
のユーザーは、通常であれば rootだけが実行できる管理アクションを実行できるよう
になります。

詳細については、『Solarisのシステム管理 (第 2巻)』の「役割によるアクセス制御」
を参照してください。

� 既存のユーザーアカウントに RBAC認証を追加す
る
RBAC認証を既存のユーザーアカウントに追加すると、そのユーザーは通常のシステ
ムパスワードで SunPlex Managerにログインできるようになります。

注 – root以外のユーザーアカウントに RBAC認証を割り当てると、そのユーザーア
カウントは、通常であれば rootにしか行えない管理アクションを実施できるように
なります。

1. クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになります。
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2. クラスタ内のすべてのノード上で、/etc/user_attrファイルに次のエントリを追
加します。

# vi /etc/user_attr
username::::type=normal;auths=solaris.cluster.admin

3. SunPlex Managerに rootユーザーとしてログインする場合は、ブラウザを完全に終
了して、再起動します。

4. クラスタ内のノードの 1つに接続します。

5. ログイン名 (ユーザー名)とパスワードを入力し、SunPlex Managerにアクセスしま
す。

� RBAC認証を持つ新しいユーザーアカウントを作
成する
root以外の新しいユーザーアカウントに、SunPlex Manager経由でクラスタ全体にア
クセできる rootアクセス権を与えるには、クラスタ内のすべてのノード上でそのアカ
ウントを作成します。

注 – root以外のユーザーアカウントに RBAC認証を割り当てると、そのユーザーア
カウントは、通常であれば rootにしか行えない管理アクションを実施できるように
なります。

1. クラスタ内の任意のノード上でスーパーユーザーになります。

2. 新しいユーザーアカウントを作成します。

# useradd -d dir -A solaris.cluster.admin login

-d dir 新しいユーザーのホームディレクトリを指定する

-A solaris.cluster.admin solaris.cluster.admin認証を新しいユー
ザーアカウントに割り当てます。

login 新しいユーザーアカウントの名前 (ユーザー名)で
す。

注 –ユーザー名は固有でなければならず、ローカルマシン上にもネットワークネーム
サービス内にも存在してはいけません。

ユーザーアカウントを作成する方法の詳細については、useradd(1M)のマニュアル
ページを参照してください。
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3. クラスタ内の各ノード上で、パスワードを設定します。

# passwd login

注 –このアカウント用のパスワードは、クラスタ内のすべてのノード上で同じである
必要があります。

4. SunPlex Managerに rootユーザーとしてログインする場合は、ブラウザを完全に終
了して、再起動します。

5. クラスタ内のノードの 1つに接続します。

6. 新しいログイン名 (ユーザー名)とパスワードを入力して、SunPlex Managerにアク
セスします。
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